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本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。





本作品は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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◯序章　その願いは









　その日、僕は自分の無能を呪った。




　死の気配っていうのは、もっと静かに忍び寄るものと思っていた。

　お祖父じいちゃんは癌がんを患わずらった。それから何年も、あまり生活は変わらなかった。

　普通に一緒の生活をしていて、普通に入学も祝われて。通院が増えたのも老人には当たり前だと言われて。ほんの少し前まで、普通に暮らしていたんだ。

　だから──病室で機械に繫つながれたお祖父じいちゃんを目の前にしても、また半年くらいあとには、同じ生活がくり返せるんじゃないか。そんな気持ちが拭えなかった。いままで何度かあった入院はずっとそうだった。だったら頻度で統計を取れば１００％そうなるじゃないか。

　もうじき死ぬと告げられて混乱したのは、１年以上も前なんだ。

　なのに、どうして僕には──準備ができていないんだ？

「なおき」

　かすれた声が、ベッドの足元側で固まっていた僕を呼ぶ。

　息を吞のんでしまった。すぐに動き出せない。

「……ナオキ、こっちに来なさい。そこじゃ、見えない」

　もう一度呼ばれてようやく、僕の足が動いてくれた。

　ほんの２メートルもない距離を歩くのに、どうしてこんなに歩数が気になるのかわからない。

　ベッドを回りこむ。５歩を刻んで、お祖父じいちゃんの顔を見下ろした。薄く開いた目の中に僕が映ると、目尻の皺しわがゆっくりと深くなる。お祖父じいちゃんは笑っていた。

「なんだ、そんな不景気な顔で」

　そんなふうに言われてしまう。どうやら僕は、笑えてないみたいだ。

「ちゃんと言っておいただろう。もうじきだ、ってな」

「……ちゃんと、日付まで計算して教えてほしかったよ」

「それは医者の専門だ。数学者の……いや、私の専門は、もっと理想的な数学世界の話だからな。こんな……ままならない世界の話じゃ、ないんだ……」

「そうだろうね」

　奥歯を嚙かんで、どうにか口くちの端はを持ち上げる。笑ってみせたい。そう思ったからだ。

　死というものに向かい会うのは、これで２度目だ。

　１度目は母さんだった。事故で死んだ。珍しいことじゃない。そのころ日本人の交通事故による死者は年間で１万人前後。人口が１億３０００万人ほど。だったら１万３０００人にひとりは事故で死ぬ。

　１万３０００人にひとりの不運が、僕の母さんに訪れた。朝、笑顔で別れた母の顔が、傷まみれなのに血を流さないものになっていた。

　せめて思い出せるのが笑顔で良かったと思っている。ドラマのような喧けん嘩かしたその日にみたいな、悲劇的な別れじゃない。

　今回もそうだ。僕はお祖父じいちゃんに冷たくしたとか、八つ当たりしたらそれが原因で事故に遭ったとか、そんな話でもない。

　本人も以前から口に出していて、僕もそれは承知していた。

　なのに僕は──お祖父じいちゃんの顔を、はっきり見ることができなかった。

「ナオキ、呼びつけてしまって、すまないな……」

「そんなの、僕は来て当然だろ。お祖父じいちゃんに育てられたんだから」

「……嬉うれしいことを、言ってくれるなぁ」

　瘦せ細った腕を持ち上げるお祖父じいちゃんの意図を察して、その手を握る。冷たい手指が僕の手を摑つかんで揺らした。

「ナオキ、研究のほうは、大丈夫なのか？」

「それはもちろん。もうすぐだ。もうすぐなんだ。お祖父じいちゃん」

「ふっ、くふふ……」

　即答した。しかし、それを聞いたお祖父じいちゃんは喉の奥から笑いを漏らした。

「死にかけの老いぼれを騙だまそうとするな、ナオキ。終わらないんだろう？」

　言われた僕の心臓こそ、止まりそうだった。

「…………それ、は」

「ナオキ、お前は私に成果を見せてくれると言っていたな……院に進めと言ったのに、いま無理やり卒業研究なんてしてまで……。それでも、間に合いそうにないんだろう？」

　図星だった。

　お祖父じいちゃんはもう長くないと言われたとき、僕の胸に焦燥感が沸き立ったのだ。なにかひとつ。ひとつでいい。育てた甲か斐いがあったと言ってくれるような成果を見せたい。

　僕はずっと教えられてばかりだった。もらってばかりだった。いずれお祖父じいちゃんも唸うなるような成果を数学で見せてみせると幼いころに夢見てから、それを実現できたことは１度も無かった。

　だから、この１年を研究に使い尽くすつもりで取り組んだはずだった。

　しかし──

「……そうだよ、終わりそうにない。まだ、ダメだ」

　それを発表できる段階には、いまだ至っていない。

　看護師に伝えられた余命はあと数日中、とだけ。たったそれだけのうちに、完成させる見込みは無い。

　つまり、僕は、間に合わなかったのだ。

「ごめん、お祖父じいちゃん」

「ナオキ」

「ごめん……僕は、何もできなかった……！　お祖父じいちゃんをさんざん待たせて、お見舞いもほとんど来なかった！　できるはずだって、できるはずだってそう思って精一杯やったつもりだった！　だけど、ごめん、ごめんなさい……!!」

「お前が頑張っていたのは、わかってるよ」

　慰めてくれるお祖父じいちゃんが、どんな顔をしてるのかわからない。怖くて見れない。

　最後のチャンスだった。やり直しはできない。

　僕を育ててくれたお祖父じいちゃんに満足のいく成果を見せたいと思っていた。だがそれに打ち込むことで、お祖父じいちゃんと会う時間を犠牲にした。そして僕は、その犠牲を、ただの浪費に貶おとしめてしまったのだ。──間に合わせることが、できなかった。

「こんなことになるなら、僕はやっぱり数学なんてやるべきじゃなかっ──」

「ナオキ」

　手の中にぎゅっと強く力を感じて、僕はお祖父じいちゃんの顔をようやく見る。老成した祖父の目が、微苦笑しながら僕を見ていた。

「いいか、ナオキ。お前はまだ、後悔なんてしなくていい。たかが私の寿命に間に合わなかっただけだ」

「それのどこが〝たかが〟なんだよ!?」

　思わず強く言い返す。お祖父じいちゃんは表情を苦しげなものに変えて、静かに僕を見据えた。

「──私は、娘の死に目に会えなかった」

「────」

　言葉が何も出てこなかった。

　お祖父じいちゃんの娘、つまり母さんのことだ。

「あの子は事故で死んだ。それまで……お前が生まれてから何年も、いや生まれる少し前からずっと、私とあの子は疎遠だった。私なりの理由はあった。しかし──お前が大きくなるほど、あのころの自分の行いはなんて愚かだったのかと、そう思うんだよ……」

「お祖父じいちゃん……」

　痛みをこらえるように目を歪ゆがめるお祖父じいちゃんに、僕はなにも言い返すことができない。

「私の人生は後悔ばかりだった……ナオキ、やりたくなくなったら、それでもいい。だけど、好きなことを……やっておくれ。私のように、つまらないプライドで、自分から遠ざかることはない……」

「お祖父じいちゃん？」

　少し様子がおかしい。

「……話しすぎて、疲れた」

「ああ、そっか。じゃあ、えっと……」

「いったん、帰りなさい。寝てないだろう……？」

「……お見通しか」

　実はボロボロだった。シャツも替えてないので、臭うかもしれない。

　お祖父じいちゃんは手を離して目を閉じていた。本人の言ったように、疲れたんだろう。

「あした……」

「うん？」

　目を閉じたまま、お祖父じいちゃんが言ってくる。

「あした……また話そう……なおき、ノートを、もっていけ」

「ノート？　ってこれ？」

　サイドボードの上にあるノートを手に取る。それは、お祖父じいちゃんが使っているノートだ。

「さいごのページを、見てくれ」

　言われるままにノートを手繰り、いちばん新しいページに見慣れない数式を見つけた。
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「それは……わたしの……最さい期ごの、閃ひらめきなんだ……なおき……」

「お祖父じいちゃん？」

「…………あさ、な……み、あげ……」

　お祖父じいちゃんは小さな声でつぶやいて、答えてくれなくなった。

　眠ったのだろうか。

　僕はノートを抱えて病室をあとにする。足早に廊下を進む。家に帰ったらお風ふ呂ろに入ってたっぷり寝て、新しいシャツを着てお祖父じいちゃんに会いに来る。

　などというつもりは、１ピコも無かった。

　家の書斎で、食い入るように数式を睨にらむ。

　ＰＣに数式を打ち込むと、よくわからない線が浮かぶだけ。
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　この数式が、最後のチャンスだ。研究は間に合わなかった。だが、お祖父じいちゃんはこれを『最さい期ごの閃ひらめき』だと言った。

　これを。この数式を。僕がきちんと理解し、発展させて、なんでもいいとにかく祖父が感心するような素晴らしい見解を述べることができるなら──

　僕は、そんな希望を小さなノートに見み出いだす。できる。できるはずだ。だって僕は、勉強したんだ。そのはずだ。お祖父じいちゃんに育てられたのに、何も、何も恩返しできないなんてあってはならないんだ。

　ぱっと見た限りでは、この数式の意味はわからない。当然かもしれない。お祖父じいちゃんに最さい期ごの閃ひらめきと言わしめる数式だ。

　だけど家には、お祖父じいちゃんの研究した論文も資料も山ほど置いてある。それが手がかりになるはず。なってくれるはずだ。

　僕はこれを解かなければならない。

　僕は何もできなかった。だからこれが、これだけがもう最後なんだ。だから、必死でやって、これだけでもいいから、祖父に認められるような数学を──成果を、見せないとならないんだ。

　お祖父じいちゃんの論文を読み直し、少しでも似ているものを探して、家の本棚をひっくり返してあらゆる本を急いでめくって。

　探して。探して。探して探して探して探して探して──探し尽くすその行動が、すでに、僕の中に冷たい予感を生んでいた。

　僕には検証するべき〝直感的な正解〟すら浮かんでいない。そんな奴やつはこの数式の内容を理解することすらできていないのだ、と。

　だがそんなことは認められない。

　僕は誰に育てられた？　誰の教えを受けていた？　僕は──ちゃんと、努力していたのか？

　その答えがこのノートだ。この数式だ。これが最後なんだ!!




　そして、僕は同じ過あやまちを繰り返した。無様にも。




　その着信に気づいたのは、暗い意識の中でだった。

　マナーモードの携帯が床と擦れて鳴らすうざったい振動音。自分の目がなぜなにも映していないのか気づいた瞬間、僕の心臓は大きく冷たく跳ね上がった。

　無様に寝こけていた僕は、７回も着信に気づかなかったと知る。それは祖父の容態がいよいよ致命的な段階──長くてもあと数時間だという報しらせだったのに。

「お祖父じいちゃん！」

　できる限り急いでベッドの脇まで駆けつけても、お祖父じいちゃんは目を閉じたまま浅い息をするだけだった。

　呼びかけても手を取っても、お祖父じいちゃんは反応しなかった。

　なにか無いのか、と思った。祖父の目を開かせるような、目覚ましい言葉はなにか、と。

　心当たりはあった。とっくに僕の手に託されていた。『最さい期ごの閃ひらめき』として託されていたものが。「明日話そう」と言われていたものが。

　なのに、僕にはその手札が切れない。──なにもわからなかったからだ。

「お祖父じいちゃん…………っ……」

　馬鹿みたいに同じことをつぶやいた。当然のように、祖父は目を閉じたままだった。

　それから30分も経たたないうちに、お祖父じいちゃんは息をしなくなった。やがて医師がやってきて死亡を確認されて、その体が『ご遺体』と呼ばれるようになるまで、僕は馬鹿みたいに立ち尽くしていた。

「……あの、大丈夫ですか？　お悔やみ申し上げます」

「ぁ……………………はい……」

　気遣わしげな表情を浮かべる看護師さんに声をかけられて、僕はようやく頭の中に数式以外の言語を差し込むことができた。

「おつらいと思いますが……」

「いや、えっと……目が」

「え？」

「お祖父じいちゃんの目が、開かなくて。最さい期ごの数式が、わからなくて……僕には、ダメで……いや、すみません。混乱、してるみたいで……」

　なにを言ってるのか、自分でもわからないままそんなことを口走った。

　そんな僕に、看護師さんは労いたわるような目で見てくる。

「その、亡なくなる直前だともうなにも見えないのは、よくあることなんですよ」

「ああ、そうですか……」

「ええ。でも、そんな状態でも、ご家族の声は聞こえてるみたいなんです」

「────」

「だから、最後まで呼びかけてくれたことは、ちゃんと、聞いていてくれたはずで──」

　その言葉を聞いていられなくて、僕は急いで病室を飛び出した。

　できることなら、叫びだしたかった。この衝動を、外に出したかった。

　最後の最後まで、お祖父じいちゃんに聞かせるチャンスはあった。あったのだ。それを台無しにしたのは、それを叶かなえられなかったのは。

　──ただひたすら、僕自身のせいだった。




　その日、僕は自分の無能を呪った。

　いまも、それを呪い続けている。








◯第一章　数学vs割り切れない豚たち









　お祖父じいちゃんへ。僕はいま、異世界にいます。

　異世界というフロンティアに来た僕は、非効率的なことを効率的にやる仕事をしています。

「──〝穴を掘って埋める簡単なお仕事〟だよなこれっ！」

　いたるところに紙を貼った壁を叩たたいて、頭を抱えた。

　バサバサと音を立てて揺れる紙は茶色い。『なんと、この大学の数学科は世界最高峰の研究所と同じ設備を持っています。鉛筆とノートです』なんてジョークがもはや懐なつかしい。いまの僕には真っ白なルーズリーフのノートも使えないのだから。

　木製のクリップに黒鉛を挟んだだけの無骨な鉛筆。それに古着をほぐして作られた繊維の粗い茶色の紙。あるいは古紙の裏紙。これらが現在使用中の『最先端設備』だ。

　現代日本の数学科卒無職の芹せり沢ざわ直なお希き。それが僕のちょっと前までの肩書だった。しかし、なんの因果か次元を越えて野性味あふれる世界に来てしまった。どういう世界なのかといえば、王様がいて姫様がいて槍やりとか弩いしゆみとか火縄銃持った傭よう兵へいが戦争してる世界だ。

　ふと思ったけど常に体積を記録するボールなどを持っていれば、自分が４次元とか５次元とかあるいは２次元とかどの次元を越えたのか『ｎ次元超球の体積率』から判明したかもしれない。関数電卓しか持ってなかったのが悔やまれる。残念。

　ともあれ、そんな剣と火薬の世界に魔法も無いまま放り出された。それからいろいろあって、僕は弱小国の宰相になった。戦略がめちゃくちゃな戦争もどうにか生き残った。

　虚弱貧弱で鳴らした数学科男子が、槍やりで人の心臓をぶっ刺すような修羅場に投入されたのをからくも生き延びたのだ。戦争してた国とは停戦協定も結んで、さあここから内政を見直そうという話になった。ようやく効率良く経済を回すだけの平和な仕事になる、とか思ってた。

　なのに、

「効率が悪い……効率が悪いことこのうえない……！」

　げんなりしながら壁に向かってガリガリ黒鉛を擦なすりつけている。とても気が進まない仕事を押し付けられたせいだ。

　顔を歪ゆがめる僕の耳に、扉が小刻みに連打される音が届く。

　手を止めて振り向くと、開けっ放しだった扉をくぐってからノックを響かせた人物がいた。

「こんにちは、ナオキさん。調子はどうですか？」

　僕を宰相に任命した張本人、ソアラ・エステル・ロートリンデ王女だ。病で没した国王に代わり、王陛下の急死のタイミングを見計らって戦争を吹っかけてきた隣国オルデンボーとの戦争で陣頭指揮を執とった勇ましく、そして麗うるわしい姫君である。

　周辺世界でも随一と言われるほど端整な目鼻立ちに、光を透かすほど美麗な輝きを孕はらんだ髪の流れる立ち姿は小国が生んだ大きな宝石。

　というのが最近聞こえる外部からの評価なんだが、

「調子が上がるわけないだろ？　なんなんだこのバカバカしい仕事。『法案が可決することはわかってるけど、席表ができてないから会議が開けない』ってなんなんだ……!?　可決することがわかってるなら会議とか無しでいいんじゃないのか!?」

「こうすることで、賛成する貴族たちがこれほどいると目に見える形でわかります。正式な国策として決定されたことを、反対していた者も目まの当あたりにする。それが重要なのです」

「心理的に必要なのはわかる。でも、席表づくりを僕に命じた理由はなんだろうな？　ライアス公爵とか、もっと適任はいただろ？」

「ナオキさんがすでに立派な貴族だからですよ？　それだけですよ？　ええ、たったそれだけです」

　ぷいっと僕から目線を外すソアラ。ちょっと唇が尖とがってる。そして当てこすりみたいな口調。

　僕の目の前にいるのは、華々しく賞賛される美び姫きではない。姫というより、ただの不機嫌な少女である。美はつけたままでもいいけど。

「ただのいやがらせだろ。僕が悪かったから機嫌直してくれよ……」

　にっこり笑ったソアラが僕を見る。

「では、ナオキさんの、なにが、悪かったんですか？」

　ソアラさん笑顔なのに圧がすごい。思わず目をそらしつつ、黙ってるのもまずそうなので言葉を絞り出す。

「あー……………………きみに、味方しなかったこと……？」

　王女殿下はとびっきりの笑顔を浮かべた。

「ふふっ、わたし謀む叛ほんされてたんですね。知りませんでした」

「謀む叛ほんは言いすぎでは」

「味方でないのは敵対するということですよね？」

「人間を表すのにそういう離散的デジタルすぎる物言いは良くなくない、かなぁ？」

　僕が苦し紛れに言ったことに、ソアラがちょっと目を細めた。ちょっとだけだが、瞳の奥に悲しげな光を覗のぞかせている。

「わたしははっきりした答えがほしいのですけれど、ナオキさんのためにいじわるだけで我慢してるんです。わかってますか？」

「……はい」

　どんなときでも物言いだけはいつでもきっぱりしているのが、ソアラという奇特な女の子の特性だった。

　白旗を揚げた僕の様子に満足したのか、ソアラは先ほどからちらちら見ていた壁のほうに向き直る。

「それで、これはなんなのですか？　見たことありませんよね」

　そわそわと体を揺らしながら、あちらこちらに貼ったメモを目でなぞって数字と図の相関を追うソアラ。この王女、どんなときでも数学には目がないのも奇特なところのひとつだ。

　目の前にあるのは円状に配置した記号を異なる太さの線で結んだ図だ。見ようによっては、

「〈魔術士〉の異名がまた広がりそうな図です」

「魔法陣でも描いてるっていうのか？　やめてくれよ」

　まったく同感なので僕は苦笑いしながらソアラの横に立つ。新しい紙をピンで刺して、その上に説明用の図を描きこんでいく。

「席表を決めろって話だから、ライアス公に頼んで仲の良さを数字にしてもらった。大雑把にね。地域ごとに分かれてテーブルに座ってもらう。で、ひとつの記号がひとつの地域だ。記号を結ぶ線の太さは仲の良さを表してる。仲が良いいほど数字が大きくて線が太い」

「では、線の太い記号同士を隣にしたほうが評価が高くなる、ということですね」

「さすがソアラ、そのとおりだ。席表を決めるために最大値を求めたい。でも隣り合わせた相手によって値が変わるのが厄介だ。だからネットワーク理論を使って、作図計算でさくっと決めてしまうことにした」

「それは、具体的にはどのような手順なんですか？」

　新しく描いたほうの小さな図形を見るためにつつつと身を寄せてくるソアラ。図形のほうに集中していて無警戒な王女が、僕の握る鉛筆を目で追う。

「…………」

　いたずら心が湧いた。

　手を大きく右に振り、左にやって、上に伸ばす。猫みたいに顔ごとそれを追っていく王女殿下。和む。背伸びしてそう。

　足元を見てみる。見えなかった。浅く仰のけ反ぞったソアラの首の下に、豊かな山と深い谷があって見えない。思わず目を見張る。すごい。足元など見えない。揺れてる。

　ソアラがはっとして目線を僕に向ける。

「ナオキさん遊んでませんか!?」

「ソアラの目線を理解しようと思って」

「思って？」

「心が安らかになった。ありがとう。いつでも立派なおっぱいの谷間が見れるの羨ましいな」

「わたしは自分のを見ても安らぎませんよ!?」

　慌てて胸元を押さえながら顔を赤くするソアラ。

「さて、たとえば７人が円卓に座る席表は何通りあるだろうか。まずは問題を簡略化してみる。７つの記号Ａ～Ｇを重複なく並べた場合、何通りの組み合わせがあるか。ｎ個の記号で作る順列はｎの階乗通りの組み合わせになる」【図Ａ参照】

「なので、７つの記号の組み合わせは７の階乗になる。答えは５０４０だ。ということは、ｎ人の席表はｎの階乗通りある。10人ならおよそ３６３万通りの席表から選ぶことになる。すべての場合を計算してたらめんどくさくなる。それはわかるだろ？」

「むぅー……そうですね」

　まだちょっと頰が赤いままだが、また身を寄せてくるソアラ。その目が壁に書き込んだ数字を追う。

「そして、試しに７人がテーブルについたときの図を描いてみる」【図Ｂ参照】

「下にあるのがそれぞれの記号が隣り合わせた場合の評価値の表だ。『A-B…0』『B-C…2』という具合に書き出していけば、仲良し指数の総計でこの席表の評価値がわかる。評価値の数が大きいほど良いい席表だ。ちなみにこの場合の席表の評価値は４。もっと大きくできるだろう」







[image: ]







「待ってください。その方法で評価値の算出と比較をひとつひとつ行っていては、それこそ時間が足りなくなりますよね？」

　ソアラの鋭い指摘がくる。

「まさにそのとおり。そこでもっと簡単な方法でやる。役に立つのがネットワーク図だ。まず計算に関係ないテーブルという要素は消去する。次に、それぞれの関係性を線に変換してつなげていく。仲良し指数の高さを線の太さで表して、記号同士をつなぐとこういう図ができる」【図Ｃ参照】

「図にすると、だいぶ関係性が見やすくなりますね」

「位相幾何学の始まり……とか語りたいけどそれはまた今度にしよう。さて、これを配置し直して席表を作りたいわけだ」

「どうするんですか？」

「すごく簡単に言うと、なるべく線の太いところを通るようにネットワークをひと筆書きで辿たどるだけだ。同じ記号を通らずにすべての記号を一周できれば、あとはなぞった順番に入れ替えるだけで席表ができあがる」【図Ｄ参照】

「この席順なら評価値は16。さっきの４倍になる。ということで、効率的に席表が決められるわけだ。──非効率な会議を開くためにね」







[image: ]







　苦笑いする僕に、ソアラはいたずら好きそうな微ほほ笑えみで返してくる。

「こういう面白いものが見られるなら、またなにか向いてなさそうなお仕事をしていただくのも良いいかもしれません」

「宰相としては、権力の濫用に反対です殿下」

「あまり濫用することが無いといいですね。お互いのために」

　後半を強調して言ってくるソアラ。

「……まったくそのとおりでございます殿下」

　まだちょっと拗すねていると伝えてくる目に、言葉も無く両手を上げて〝降参〟を表明した。

　こんここん、と扉が叩たたかれる音にそちらを振り向く。

「御主人様、よろしいでしょうか？」

　黒と白のモノトーンなメイド服に身を包んだ、美女がいた。背筋を伸ばして一礼し、洗練された所作でこちらへと歩み寄ってくるその姿は〝貞淑〟の二文字を絵にしたようだ。

「テレンティア。見てのとおりいまは王女様にいじめられているだけだよ」

　僕が答えると、金髪の侍女は笑みを浮かべてうなずいた。

「それはそれは。ソアラ様にいじめられるなど、御主人様がそんな贅ぜい沢たくな遊びをされていたとは露知らず失礼いたしました。ライアス公にはお帰り願うことにいたしましょう。続きを見たいので私わたくしが戻るまで少々お待ちください」

　朗らかに言われて、一瞬うなずきかけた。

「待ったテレンティア。判断がおかしい。そこは王女様を諌いさめて公爵と面会させてくれ」

　公爵より遊びを優先させるんじゃない。いや遊んでた覚えもないんだが。

　この金髪メイドは貴族や王族相手でも物もの怖おじしないし、クセが強い性格を崩さない。それもそのはず。彼女は隣国の前皇帝家の皇女だったからだ。その皇帝家はクーデターによって滅ぼされ、リーリヤという皇女は幽閉された。表向きは。

　幽閉された先から抜けだし、クーデターを煽せん動どうした貴族を暗殺し、目的を果たしたあとふらふらしていたのを偶然出会った僕が拾ってしまった。そのときは正体を隠されていたのでしかたない。

　いろいろあって、皇女の名前を捨ててテレンティアとして生きることに決めた彼女は、ファヴェールまでついてきてしまった。

　ちなみにたしかに僕はテレンティアを雇っているが、仕事は資料などの読み込みと整理だ。メイドとして雇った覚えはない。そもこの世界に『メイドの制服』なんて概念は無くて、普通は雇い主の貴族から不要品を施されたりしたものを着てる。

　酒と尋問で僕からメイド服のことを聞き出して、面白がってソアラと一緒に作っていつの間にか着用していた。

　なんというか、そう、つまり自称侍女である。──ただ、すっかり家政婦長的な実権を握られているので自称とも言えなくなってきた。

「御主人様、ライアス公のことですからきっと議会法や国民軍編成が遅れているとかの真面目な話しかしません。そんなことより王女殿下にいじめられるほうが重要でございますよね？」

　いつもこんな調子なので、なにがどこまで本気かわからないうちに本人の気に入ったところはするりとかっさらっていくのだ。

「真顔でおかしいこと言うのやめようなテレンティア。っていうか国民軍のこと遅れてるの？　まだそれ聞いてないんだけど、なんで僕より先に知ってるんだ？」

　テレンティアはくるりと身を回してソアラに向き直った。

「それではライアス公をお通ししますので、お楽しみはまた今度にとっておいてくださいましソアラ様。別室でお仕事をどうぞ。コーヒーをお淹いれいたしますわ」

「はちみつ入れてくださいね、テレンティアさん」

「承知いたしました。山羊やぎの乳がありますが、それも？」

「お願いします。ところで、ナオキさんのお話で作った『めいど服』はどうですか？」

「やっぱり使用人には仕立てが良すぎる気がいたしますけれども、こちらですと御主人様の視線が熱いので積極的に着用してございます」

「あ、それ詳しく聞かせてください。それではお部屋をお借りしますね、ナオキさん」

「……はい」

　ソアラとテレンティアは仲良く一緒に部屋を出て行った。あのふたり一緒にいさせたくないなあ。










「議会法の成立は決定してるんだ。たとえ席表が無くてもね。席表と言っても、テーブルの並びだけだ。仲が悪い地域同士を隣り合わせにしたくはないけど、それほど神経質になることはないね。トップが前、それだけ守ればあとはいい加減なものさ」

「頼みがあるんだライアス公爵。それ以上僕の徒労感を大きくしないでくれ」

　書斎に迎え入れたライアス・ヴァステラス公爵は、相変わらず僕と相性が悪い。ソアラに命じられた仕事が、大きい意味を持たないという話からスタートさせる。いやがらせっていうのはちゃんと気づいてるので、あまり強調しないでほしい。

　ソアラの従兄にあたる貴族で、外国の軍学学校でエリート教育を受けたハンサムな青年。結婚して子どももいて、人当たりが良くて隠れマッチョ。僕から言わせれば異世界版体育会系リア充である。僕が苦手なタイプだ。そんな僕らの共通項目なんて、ふたつほどしかない。

「それは悪かったよ。気をつけよう」

「もっと良いいニュースはないかな。僕の気分が沈んだぶんを引き上げてほしい」

　ソファに身を沈めて頰ほお杖づえついた僕に、ライアス公は指を振って意地悪く笑う。

「あいにく俺は従妹殿下の味方をするよ。大切な姪めいが珍しくいじわるしたがってるんだ。助けはしても邪魔はしない」

　共通項目ひとつめ。ソアラの味方であること。ただしこれは、対立しないという保証にはならない。実際、王室運営について西方戦線では対立した。そのときは彼が折れたが。

「まーた敵か味方か論か。ライアス公も離散デジタル派とはね。連続アナログ派の人間をもっと配置してバランスを取るべきだな」

「なに言ってるんだ。我々は王室として一丸になるべきだろう？」

「脳筋は意志じゃなく主義まで統一したがるから考えが極端になるんだ。全員が全員同じものになったら、同じ弱点を持って一撃で全滅するだろ。もっと多様な人材がいないと、組織の脆ぜい弱じやく性が高まることになる」

「それでまとまらなくて内紛が起きたら元も子もない。俺と宰相みたいにね」

「むしろ内紛してたのはあんたとソアラだろ……僕は巻き添え食らっただけだと思う……」

「それはどういう見方をするかによるよ」

「だったら僕の見方は決まってる。ソアラと──」

　ソアラの従兄、若くしてヴァステラス家の当主を務めるライアス公爵はハンサムな顔に余裕の笑みを湛たたえて僕に笑いかけた。

「もっとも、ここ最近の王室が次々と行政改革をしたがって。それでだれが一番働いていたのか、って考えればきっと宰相は俺の望む見方をしてくれるんじゃないかと思うんだ」

「──オウサマタチハ、イツデモナカヨシデシタ」

「それでいい」

「腹黒ハンサムめ……自分の信仰を押し付けやがる……」

　聞こえないように口の中で毒づいておく。

　涼やかな外見とは裏腹に僕と相あい容いれないスタイルなのは、この時代で人付き合いに重きを置く貴族としてはある意味当然でもあった。とはいえ、この公爵の協力がなければ国政首脳部である評議会の体制を大きく変える議会法は認められなかったのも事実だ。

　議会法は、評議会とかいうほんの１００人にも満たない人数で国の重大事を決める体制を変えようと制定を目指した法案である。議会の運営が正確な手順も役割も無く〝なんとなく〟で決まるのをやめさせたかった。

　どのように開会し、どのように提案し、どのように議案を取り扱うか。それを明文化して〝空気〟で議案が取り下げられることが無いようにする。市民会議や農民会議とかも統合して、上訴という形で地方の意見も扱うようにしたい。簡単に言えばそういう法案だ。

　これが成立すれば、貴族と聖職者と市民と農民ですべての代表者が集まる『王国会議リツクスラーズ』として編成し直されることになる。ばらばらだった全議会を集めて、国会みたいな公正な場所で議論をしようということだ。

　もちろん、すでに評議会で特権を持っているひと握りの貴族と聖職者から反発があった。

　なので内緒でひとりずつ面談したり、提出案にあちらからの要求に応じて妥協を盛り込んだりと手を尽くした。いろいろと工作して、ようやく過半数からの賛同をもらうことに成功している。あとは、議会法成立のために評議会最後の会議を開催して票決を取るだけ。

　提案が通るかどうか、会議の開催より先に決まっているということである。まったく、政治家みたいだ。

　そして最後の会議を開催するにあたって、戦争や政策のせいで貴族たちにも人間関係の変化が訪れていた。これも政策の一環だが、ファヴェール王国を８つの州に分けて８つの国民連隊を設立するせいだと思われる。

　これまでもっと小分けに分散していた地域もひとまとまりの行政区になり、知事のもとに集結してもらわねばならない。そのためのテーブル分けであり、議員の増員であった。

　戦時に農民から志願兵を募るファヴェール王国の伝統的義勇軍を、税制の枠にはめて国民軍として編成し訓練する制度である。つまり常備軍の設立だ。

　善意や空気あるいは必要に駆られて作られていた〝伝統〟を、〝制度〟に昇華させてしまおうということである。

　当然、いろいろな方面に変革が迫られるので貴族たちには反発や混乱も予想された。そのため、発表の場をいろいろと勘案したうえで実行した。

「まあ、こういうのを押し通すときに戦功勲章をまとめて発表する宴会を開いて。その盛り上がりでいかにも歓迎されてるっぽい雰囲気を作ったんだ。幸い、帝国相手には勝ち戦だったしね。俺のおかげで」

「……いま否定したら怒るだろうから黙っておきますよ」

　微苦笑する僕に、ライアス公は満足げにうなずいた。

「うん、賢明だよ。貴族の子弟たちとの打ち合わせもケズテルド伯が協力してくれて、俺の功績を褒ほう賞しようする流れもできてて。祝勝会は思惑通り進んでたね」

「そうですね」

「あの雰囲気の中で──宰相殿への領地の下か賜しに待ったが出るとはね！　あそこで異論が飛ぶほどきみが嫌われすぎてるのは、想像以上だったよなまったく！　驚いたよ本当に」

「ははは。今日の本題はやっぱりそれですか」

　笑ってごまかしてみる。だが、公爵はため息を吐ついて僕を睨にらんだ。

「むしろそれは前置きで。本題は、ソアラ王女が不機嫌な理由だよ。あのとき、きみが──相手を説得しようともせず、すぐに領地を諦めたことだよ」

「…………やっぱそれですよねー」

　目をそらす。言いわけのしようもないことなので。

「きちんと教えてやったよな、貴族は領地を持ってこそ箔はくがつくものだって。領地を下か賜しするのはきみが一人前の貴族だという擁立のためだ。それを受け取るのは、この国に尽くすというきみの立場の表明だ。俺たちは──というより、王女殿下はそう求めていた」

「それはもちろん、覚えてる。つまりソアラは、僕に一人前の貴族として名乗りを上げるチャンスをくれてた」

「そのとおり。忘れてないね。だったらどうしてあんなことをしたんだ？」

　若干いらついたような目で僕を問い詰めるライアス公の視線が居心地悪くて、首をすくめる僕の口に苦笑いが浮かぶ。

「でもその、あそこでまだ異論が出るのは僕らにとっても予想外だっただろう？　僕の評価は結局まだそこ止まりなんだ。僕が引っ込むかわりに、議会法や国民連隊制度についてはみんながスルーした。他の法案もだ。つまり落とし所になれた。そうだろ？」

　いろいろ理由を口にしてみた僕に、ハンサムながらもみっしり筋肉が詰まった体が前のめりに固定されて巨木みたいな雰囲気を纏まとう。すごい。こういう迫力のつけ方もあるのか。

　できれば自分に向けてほしくなかった凄すご味みのある態度のまま、指を差される。

「あのな宰相。ナオキ・セリザワ殿。本当に本当の問題がなんなのか、わかってるのか？」

「……ケズテルド伯爵に言われたとおりのことだろ？　つまり、領地を受け取ることでこの国に責任を持つ男になる。そして、まあ、なんだ。ソアラが安心できることに意味がある。そういう話だった」

「ちがうだろ。伯爵はこう言ったんだ。『安心して婿にできる』ってな。つまり、領地の下か賜しは従妹殿下から宰相への──婚約指輪だった。きみはそれを断った」

「う」

　ぐさりと、指が伸びて心臓を刺した。

　いや実際にはそんな怪現象は起きてないけど、気持ちの上ではその程度に痛いところを突き刺された気分だ。

「なのに、以前と変わらないくらいには俺の従妹殿下に好意を見せてる。そういう状態なんだぞ。わけわからん」

「わからんかな」

「わからないとも。従妹殿を断ったのもそうだし、そのくせにあんな仕事を振られても文句を言わずにご機嫌取りに全力だ。きみはどうしたいんだ？　姫が不機嫌になるのも納得だよ。イエスなのか？　ノーなのか？　誰だってはっきりしてほしいと思うさ」

「あー……………………………………ソアラにも、それ言われてます……」

　親族で連携して攻勢に出てきている。

　僕はもう白旗を揚げて全力で左右に振ってるんだが、王族は容赦なく白旗を銃撃してきた。

「で、答えは？」

「少なくとも……ノーではない、んだけども……」

「〝けども〟？　続きは？」

「そのー……複雑で……」

「ええい気持ち悪い！」

「ぁ痛ァ──!!」

　頭を平手でぶっ叩たたかれた。なんだよちくしょう！

「男が『複雑で……』とかぬかすな！　煮え切らないな宰相は！　夫婦は素晴らしい！　俺は妻を迎えて最高だった！　だからきみたちも最高の人生を送ればいいじゃないか！」

「こっの！　こっのクソ脳筋ハンサムが！　自分にできたからって他人にあっさり強要しやがって！」

「はあ!?　じゃあ逆に聞くが、結婚して浮うわ気きして財産を奪われて実は相手も最初からそれ狙いだった男の言うこと聞いて結婚したいか!?」

「それはいやだけれども！　っていうか従兄的には僕でアリなんですか？」

「………………うーん……複雑だな……」

「男がそれ言うなって言ったじゃねえか！」

　頭をぶっ叩たたこうと手を振ったが、回避された。ムカつくなこの公爵。

「でもなぁ、しかたないかなと。休日にあの子と一緒にいて、10分も会話が続いたのはきみくらいだ」

「いや祝勝会とか会議とか、ソアラだってしゃんと会話してますけど。テレンティアとも仲良いし」

「いままで王女殿下を普通に口説こうとした男がいなかったと思うか？　そういう相手がいまや社交界に存在しない理由はわからないか？　そういう男が、俺の言ってる会話の続かない人種だったってことだよ」

「ああ……」

　どう見てもソアラは幼いころから見み目め麗うるわしいタイプだ。12歳でもう婚約してておかしくない貴族社会。それが男関係の匂いがしない王女がいて、王女自身に理由があるとすれば。

「まあちょっと変わったところあるからなぁソアラ……」

「〝ちょっと〟で済ませてるのは宰相くらいなんだよな……だからもう、従兄としてはまっとうな相手を諦めざるをえないというか」

　ヒートアップしていた男ふたりがこの場にいない少女が理由で鎮火する。すとんとソファに座り直して、お互い一息入れて間合いを計った。仕切り直しだ。

「でも、理由はずいぶんまっとうだ。僕はもっと、政略結婚に使えたりとかそういうの言われると思った」

「まともな政略結婚なら歓迎さ。姫は見み目め麗うるわしいから、引ひく手て数多あまただ。だけど、従妹殿は姫のままじゃない。女王になる。王自身が望んだなら、よっぽど悪いことが起きること以外は叶かなえたい。家臣としては、へたに邪魔するよりはその手助けがしたいのさ」

　忠臣じみた殊勝な考えを言ってくれる。僕はなるほど、とうなずいた。

「っていうか考えてみたら、邪魔するほうはもうじゅうぶんやりきってたっけ公爵は」

「うるさいな。俺は数少ない味方なんだぞ。怒らせるなよ」

「はいはい失礼。失敗したら引きずらずにすっぱり諦める姿勢はすごく尊敬してますよ」

「嫌みかい？」

「いや、本気ですけど」

　実際、そういう切り替えができない人は多い。

「……ふぅん、じゃあきみの理由も、意外とそういう人間味のある理由なのか？」

「？　どういう意味ですか？」

「領地の下か賜しを見送った理由さ。明確に断りたいわけじゃない。だけどあっさり引き下がるくらいには怖おじ気けづいてる。きみのことだから謎の理論でも持ち出してくるかと思ったけど──なにか失敗したことがある、そういうことなのかなって思ったのさ」

「…………うわあ」

　語るに落ちるとはこのことか。

「顔に〝正解〟って書いてある。俺が腹黒っていうより、宰相が素直すぎだね」

　ライアス公が僕の顔に視線を当てる。彼は勝ち誇るでもからかうでもなく──気づかうように眉をくもらせていた。

　僕は思わず目をそらし、意味もなく額を撫なでたりして、それからようやく、

「あー……うーん……まあその、うん、心当たりは、それです、ね……」

　肯定した。はっきり口に出して言葉にするのは嫌だったが、なんとか、言葉にしてみる。

「どんな心当たりか、聞かせてくれないか？」

　誠実な声で、ライアス公が追及してきた。まったく、コミュ強きようはこういうとき強い。

　そして、僕は弱い。

　思い出すのは、お祖父じいちゃんの、死に顔。──まだ死んでないときと、死んだあとで、なにも変わっていなかったあの顔だ。

「……天才と、仲良くなったことがあるんだけど、その別れかたがちょっと……だめだったんでね。おもに、僕のせいで」

「詳しくは、聞かせてくれないんだな」

　あいまいな言いかたに、ライアス公が目を細める。僕は肩をすくめた。苦笑いしか浮かばない。

「詳しく言ってもしょうがない」

　僕の答えに、公爵はため息を吐ついた。呆あきれられたらしい。だが、怒る気にはなれない。実際、自分でも呆あきれられて当然だと思ってる。

「わかったよ。この件については、今日はここまでにしておくとするさ」

「そいつはありがたい」

　引き下がってくれたことに安あん堵どして、僕はゆるゆると息を吐く。尋問じみた時間がようやく終わってくれたということだ。

「あとはこれくらいだね。国民連隊関連の進捗だ。各地の徴兵と徴税、それに工事の進捗、それに軍用道の測量とか。俺には見てもよくわからないのもあったからまとめて持ってきた」

　ライアス公が、足元に置いていた木箱をどさりとテーブルに置いて僕に寄せる。

「これ全部チェックすんの？　僕が？」

「布と紙と装備品に関しては、言われたとおり王室衣装部に回した。行政区がまだ機能してないのに、国民軍用の工事だけでも先回りで発注したいとか言うからこういうことになるんだ。まず頭、次に手足。順番は守れって言っただろ？　教訓にしろよ」

「僕が昇進したのは主に現場ばっかりだったんでね……」

　野戦昇進の欠点。平時に書類仕事がどれくらい膨れ上がるか、想像できてない。戦場だと実行部隊に直接命令してたから。

「これは王室の領地で行われてるぶんだけだ。全土に広げたときは、宰相と俺たちの限られた人間だけで回せるもんじゃない。でも、試験的な実行で作業の前例を作っておくのは、あとでありがたがられるよ。貴族として声望を稼いでおくのは悪くない」

「なるほど。これもソアラのサポートってわけですか」

「おいおい、きみの援護でもあるんだぜ。なにしろそうなったら俺とナオキ宰相は親戚だ。義理の従弟を助けたいのさ」

「ほんとライアス公爵は王族らしい王族だ……」

　全方向に恩を売ることを忘れない。おまけに、助かることは事実なので反論のしようもない。

　そんな気持ちを抱く僕に、ライアス公は涼やかな笑みを浮かべた。

「はははっ、ありがとう。だけど、俺は王族である前に可愛かわいい従妹を気にする親戚でもある。そして同時に──きみの戦友だってことも、覚えておいてくれよ」

　顔を歪ゆがめないスマートなウインクとずっしり重い書類の束を僕に叩たたきつけて、公爵は去っていった。

　やり込められた気分である。むかつく。むかつかないのがむかつく。

　ライアス公から渡された箱に手を突っ込んで中の書類を持ち上げると、まとめて紐ひもで縛られた紙が束になっていた。

　メモがついている。地域ごとに束ねてあるようだ。

　ぼん、ぼん、ぼん、と箱から出していくつ束があるのか数えてみる。全部で５つあった。と、

「うわ、この地域だけやたら分厚いな。いちばん問題が多いのか？」

　なにやら他のより３倍くらい分厚い束があって目を引いた。添えられたメモにある地域名は、

「あー、『リーラム』か……」

　ここなら納得。なぜならここは、

「旧侯爵領、ですね」

　と、部屋に足を踏み入れつつ言ったのはソアラだ。手にした銀の盆にはカットした果物と湯気を立てるカップがある。ちょっと危なっかしい手つきだが、皿とカップは机に軟着陸した。

「ナオキさんがいちばん最初に参加した戦争。アルマ戦争にてファヴェール王国を裏切り、オルデンボー側についたウィスカー・クリストヴィスト侯爵。彼の家から王家に吸収というか、没収した侯爵領のひとつですね。そこがどうかしましたか？」

「それ僕も食べていい？」

　一口大にカットされた果物を指差すと、ソアラは皿を押し出してうなずいた。

「どうぞ。わたしもいただきますけれど、かまいませんか？」

「うちでくらい好きにしてくれ。なんなら食べ歩きしても咎とがめないさ」

「ありがとうございます」

　言いつつソアラも果物を手に取って、お互い空いてる方の手だけで書類を紐ひも解といて机の上でばさばさ広げていく。

　リーラム。ソアラが言ったとおり、少し前までウィスカー侯爵の領地だった土地だ。

　侯爵、というのはかなり偉い貴族だ。領地を複数持ってる大地主が名乗るもの。王に対抗できるほどの財を持つ大貴族であることが珍しくない地位である。

　王室とはいえそんな相手にソアラが大上段に命令できたというのは、他国ならほぼありえないらしい。ファヴェール王国の歴史が関係あるとか。聞き及んでいるかぎりでは、ファヴェールの貴族はその昔オルデンボーの大粛清があってどうとかこうとか。

　ともあれ、最近の戦争でそんな大貴族のウィスカー侯爵は敵であるオルデンボー側に寝返り、そのまま亡命した。いやまあ、本人はその土地に帰ってくる気があったかもしれない。

　敵国があのまま土地を奪っていたら、いったん土地から離れても侯爵は戦功褒ほう章しようという形で普通に統治者として戻ってきただろう。領民も受うけ容いれたと思われる。しかし、侯爵が離れて宙に浮いた瞬間に、ファヴェール王国が停戦交渉でかっさらった形なわけで。

　果物の爽やかな甘みを飲み下すまでの間に、ざっと書類を読んで首を傾かしげる。

「地元が反発してるかな？」

　僕の疑問に、ソアラが唇に指を当てて考え込む。

「んー……いえ、反発というほどでもないと思います。ある意味では戦争でもっとも混乱した土地ですから、秩序を取り戻すのに時間がかかっています。現地では権力が錯さく綜そうしてしまって、問題解決が遅れているといった程度ですね」

「テレンティアが言ってた編成の遅れっていうのはこの地域かな……」

「ええ、王室衣装部の情報はテレンティアさんがいちばん詳しいですから。リーラムの陳情などから推測していたそうです」

「教えてくれれば良かったのにな」

「きっと、確信というほどではなかったのだと思います」

「なんとなく、って程度か……当たってるのが恐こわいね」

「テレンティアさんですから」

　顔を見合わせて微苦笑を浮かべる。直感で正解を手繰り寄せて、あとから確証がやってくる。同じものが見れる立場ながら、テレンティアが察知して僕はできなかった。才能の差としか呼べない。

「さて、村民が徴兵の選定方法に反発……こっちは工事の人足不足……現地徴税人が関所の撤廃に抵抗……うーむ、たしかにちょっと派遣した行政官の権力が通じてないなー」

　報告、陳情、請求、いろいろな書類があってうんざりする。すばやく字を読むのはそんなに得意でもないんだ僕は。げんなりしながらテーブルの上にばさりばさりと放り出していく。

「ん、あれ？」

「どうしましたか？」

　放り出した書類の束のなかに、なぜか数列が並んでいるのを見た。手に取ってみる。

「なんだっけこれ……見覚えがある気がするけど……」

　数枚ほど連なった報告書をばらばらめくる。びっしりと数列が書かれていて、ぱっと見ではなにかの数表だ。

「見せてください」

「ほらこれ」

　と、ソアラはひと目見るなりうなずいた。

「ああ、対数ですねこれは」

「それだ。対数表だ」

　少し前、電卓を使って対数表を書き起こしていたソアラの姿を思い出す。

　対数は21世紀人ならみんな学校で習う、あの「２を何回かくり返しかけ算して８ができる場合に、かけ算をくり返す回数は何回でしょうか。答えは３回です」という数である。

　もっと知的に書くと「『2x=8』とは『２をｘ乗すると８になる。x=3』である。『log28=3』と書く。これは指数関数に対する逆関数である」というところか。

　対数表を導入すれば『10×1000=10000』という計算も『101+103=104』という形にできる指数の部分だけの足し算になるというわけだ。たとえば『32×0.0625=?』という問題があったとき、対数表からlog2(32)＝5とわかり、log2(0.0625)＝-4とわかれば『log2(5-4)』に変えてしまえるという仕組みである。




【図参照】
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　大きな数のかけ算や割り算を、小さな指数の足し算に変換してしまえる。そんな対数が科学の未発達なこの世界でなんの役に立つのかと言えば、いろいろある。

　たとえば天文学。宇宙というあまりに大きな空間を相手にする天文学者は、星の大きさや距離についてもその計算が巨大化してしまう。対数という発明により、天文学者の計算にかかる時間は極端に減った。32×0.0625を計算するより５－４を計算するほうが早いのは当然だ。『対数は天文学者の寿命を２倍にした』とまで言われるほどである。

　対数を利用するのは学者だけではない。たとえば船乗りがそうだ。なにも目印が無い海の上で、彼らは天体観測と計算によって自分の位置を割り出す。その計算をまちがえれば、水と食糧の尽きるまで迷子になる地獄が待っている。

　というわけで、この世界においても対数は便利に使えることはまちがいない。しかし普及は遅れている。一部の学者、一部の船乗り、一部の知識層。実際に運用しているのはそういう者だけである。

　もうちょっと広く普及させたい。そのために、僕が唯一異世界に持ってきた科学的アイテムである関数電卓を使って表を作ったのである。

　ソアラが一晩でやってくれました。──噓うそです。一晩どころじゃ無理でした。なにしろ対数表を最初に作ったジョン・ネイピアが20年かかった偉業である。何日も何日もひたすら数字を並べる根気の必要な作業だった。

　しかし、この世界にも対数の論文はすでにあるようだし、ほんの一部とはいえ『知ってる人は知っている。最先端の数学』扱いだが対数表も存在している。

　ではどうしてそんな作業が必要になったかというと、対数の計算が簡単になる『対数尺』という便利アイテムを作成したかったからだ。知識を実用の場まで降ろすには、道具が必要だ。対数尺の役割は、簡単に言うとそろばんにlogボタンをつけるようなものである。

　ともあれ、膨大な計算を簡単にするために、前もって膨大な対数表を作るという作業が必要だった。試験的な対数尺の発注のために、５０００ほど対数を書き出す作業を強いられたのだ。

　しかし、

「この対数表は、わたしが作ったものではありませんね」

「えーっと……ああ、そうみたいだ」

　数字がちがう。計算方法がちがうのだろう。たとえば発見されたばかりの対数と、研究が進んだ対数では指数法則の理論についての完成度がちがう。当時のでは小数第４位くらいから誤差が出たりする。つまり１万分の１以下の誤差だけど。

「これはなんの書類なんだ？　行政官から……『対数尺の紛失』っておい」

　せっかく苦労して作ったできたての試作品を各地で使って実験しようとしたのに。紛失されては元も子もない。

「道中で紛失したものの、現地で計算師を雇って計算させて解決しました。という報告ですね。そのあと、海運商会に対数表を借りたところ、計算師の計算と商会の対数表は数字に小さな差異があるので判断を仰ぎたい、と。……少し、妙なお話ですね」

　同じ報告書に目を走らせたソアラが、首をかしげる。

「……これが計算されたものですか？」

「ええと……こっちが海運商会の対数表で、こっちが計算師の提出したやつ」

　テーブルに並べた書類の中から、僕が指し示したほうをソアラが見る。少しだけ目を細めて、ソアラは言った。

「たぶん、対数表を使った計算ではないような……」

「え？」

「一般に流通している海運商会の対数表と、うちで作った対数尺は少しちがいます。たぶんこの計算師は、対数尺を失なくすまでの記録から逆算して計算式を導き出したのだと思います」

「いや待ってくれ。……僕は答えを知ってるから、逆算だってできる。だけど仮にこれが、対数表の存在も知らないような人物がやったとすると──」

　その計算師に特別な給金を払ったとは書かれていない。他の行政官と比べて、特別に何日も計算師にやらせたなら経費がそれなりに発生しているはず。それが無い。なら、

「──電卓並みに計算速いぞそいつ。ソアラと同じか、それ以上に数学の才能があるかも」

　口にしてから、思わず眉をひそめる。

　天才。きっとソアラがそうであり、僕がそうではない部分。才能。

　僕はあらゆる偉大な先人が積み上げたものを、生活に不自由しない庇ひ護ごのもと十数年の月日を費やしてようやく吸収した程度の凡人だ。だが、ソアラは手探りな状態で、ひとりきりでいてすらめげずに独力で積み上げた。

　そんな天才を、僕が──

「ナオキさん？」

　ソアラが僕の顔を見て、心配そうな目つきをしていた。首を振って表情に気をつける。

「なんでもない。なんでもないけど……この土地に、天才がいるかもしれない。だったら──」

　ソアラにも、テレンティアにも優まさる、純粋な数学オバケ。もしかしたら、そいつなら。

「──逸材だ。手に入れたい。リーラムに僕が直接向かうのもアリだろ」

「ええっ!?」

　言うと、ソアラが困惑した声を上げた。

「まさか、ご自分で向かうおつもりですか？」

「まさかってなんだよ。そのつもりで言ったんだ」

「ええっと、利権絡がらみの問題がある土地に、自ら赴いて解決を目指すということですよね？」

「そうだけど」

　うなずくと、ソアラがぶんぶん首を横に振った。

「危険です！　せめてケズテルド伯爵に実地調査と地歩固めを先にやってもらってからにしてください！」

「……べつにいいだろ。いままでも戦場に行かされてたんだ。今回に限って陣頭指揮を拒否する理由は無いさ」

「あの、ナオキさんわかってますか？　あなたは宰相で、戦争時ほど緊急ではありません。いま急いで行く理由が特別にあるんですか？」

　ソアラの鋭い指摘。僕は書類を手に取ってそちらへと目を落とす。

「まあいいじゃん。上が直接行っちゃったほうが早く解決できるかも──」

　ばたん！　と、ソアラの手が書類を机に叩たたき落おとした。

「な、なん……!?」

　びっくりして顔を上げた僕を、ソアラは身を乗り出して鼻がくっつきそうなほど顔を近づけて睨にらんでいた。思わず、息が止まる。

「……あなたは、わたしに必要な人です。わかっていますか？」

「え、っと………………はい……」

「どうしても行かないとならない理由は、政治的にはありません。それでも？」

「……ちゃんと気をつける。だけど、僕は見つけたいことがあるんだ。どうしても」

　じっと、菫すみれ色いろの瞳と真正面から相対した。自分でも驚くほど真剣に、そうしていた。

　僕はこんなにも、天才にひっかかってたのか。なんて、意外にすら思いながら。

　やがて張り詰めた糸を切ったのは、ソアラのほうからだった。ゆっくり目を閉じて、だんだん眉尻が下がっていく。困りきった表情を浮かべて、少しだけ顔を離した。

「……ちゃんと、気をつけてくださいよぅ？」

　至近距離から上目遣いで言われると、申し訳無さと同時に心臓の高鳴りを感じたり。

「……そういう、めちゃくちゃ可愛かわいい顔で言われたら頭に入ってきません。王女殿下」

「う、嬉うれしいこと言われたってごまかされませんからねっ。しかたありませんから、手配しますけど」

　頰を赤く染めて顔を手で押さえて隠そうとするソアラ。相変わらず褒めに弱い。

「ちゃんと兵隊を連れて行くよ。計算師のいる村は、国民軍の駐屯地が郊外にある町と近いし。徴兵が遅れてるなら兵舎は空いてるだろ」

「そうですね。その駐屯地なら館もありますし、滞在先として不自由はないはずです。どの衣装棚を持っていきましょうか……」

　うなずく王女殿下。

「いやいやいや、ソアラも来るのか!?」

　きょとんとする王女殿下。

「えっ、もちろん行きますけれど、なにかおかしいですか？」

「いや、さんざん僕に危ない危ないって言ってただろ。来ちゃダメだろ」

「行きます」

「いやでも」

「行きます」

　うわあ押しが強つよぅい。

「いや、でも、ほら、危険が危ないですよ王女殿下」

「むー」

　頰を膨らませるソアラ。そんな可愛かわいくされてもダメなものはダメと主張したい。

　少し睨にらみ合あってから、

「……わかりました。では、派遣団の隊長はナオキさんにしておきます」

　引き下がってくれた。胸を撫なでおろす。

「わかってくれて嬉うれしいよ」

「……はい」

　ソアラが僕を見ずに首を縦に振った。拗すねてる。話題を変えよう。

「ところで、なんで駐屯地に館があるんだ？」

「そこはウィスカー侯爵の別荘地でもあったんです」

「へー……なんで別荘をいきなり練兵場にしちゃうんだ？　もったいなくないか」

「だって立地がとても良かったんです。それにあのままだと、リーラムの館が王家の保養地になってしまいます。ですから、なるべく早く別のものに変えてしまいたくて」

「……保養地のままだと、なにかまずいのか？」

　ソアラの言葉に、僕は首をかしげる。よくわからん。すると、王女様はきょとんと僕を見つめた。

「あれ、わかりませんか？」

「なにが？」

「だって別荘地ですよ？　なんの役にも立たないところじゃないですか」

「────」

　言葉が出ない。小さな両手を握りしめたソアラが僕をまっすぐ見据えて、言った。

「そのままにしておいたら、ただの倉庫以下の建物に維持費を払うことになります。どうせ保養地で遊ばせる友人もいません。それが練兵場になればとっても有効で──どうしました？」

　思わず目を覆った手をどかすことができない。

「……非効率だとか効率的だとか、そういうこと言ってた僕が言うのもなんだけど」

「はい」

「それ、きみが別荘地に良いい思い出が無さすぎなだけだろソアラ……」

「えっ……？」

　曇り無き眼まな差ざしで『別荘地なんて役立たず』と言い切ったソアラの別荘地体験が察せられる。

　友人と一緒に自然の中に放牧されるソアラ。室内からぺいっと大草原に出されたのに、行き着く先が木の陰でしかないソアラ。そんな姿を幻視した。

「あ、あっ！　ち、ちがいますよ？　わたしだって、えっと、楽しんで遊んだ思い出くらいありますよ？」

「そうか、ごめん早とちりした。良かったよ。たとえば？」

　あわあわ言い募るソアラの言葉に、ほっとして聞き返す。

「遠くを見ながらですね」

「うん」

「一辺が１の立方体に穴を空けて、１より大きな辺を持つ立方体が通るかどうかを考えました。通りました」

「そのとき他の子は？」

「ウサギを狩ってました」

　ひとりだけべつの楽しみに没頭してるよねそれ。僕も林間学校でやったよ。

　その思索はすごく面白いアイデアだけれども。

「不ふ憫びんな子だな……」

「かわいそがらないでくださいっ」

　そのへんはさておき。

　あの数式の答えが、わかるかもしれない。そのためなら命くらい賭けてもいい。

　僕にはいまそれが必要だった。ソアラとのこれからを、ソアラとの終わりを思い浮かべるとき、ひとつの恐怖が胸に浮かぶのだ。『もしも答えがわからない問いかけをされたら？』──僕はまた、過あやまちを犯すかもしれない。

　だから、答えが欲しかった。

　リーラム。その土地にいる計算師にならば、わかるかもしれない。

　あの数式の答えが。──犯した罪の、重さが。










「で、その計算師？　ソイツをさらうための寄り道ってワケだ、大将」

　うっすらハゲ上がった額をぽりぽり搔かきながら、傭よう兵へい隊たい長ちようのおっさんがそんなことを言う。どことなくうさんくさい顔には、「ちょっと面倒くさい」みたいな本心がにじみ出ていたり。

「行軍訓練だと思ってくれよおっさん。っていうかさらうわけじゃない。人材確保しに行くんだからな？」

「そんなすげえ計算師とやらが、町に住まないで村でこき使われてるんだ。きな臭くせェ。っていうか、大将もそう思うから俺と兵隊を連れてきたんだろ？」

「ソアラが気をつけろって言うからだよ。べつに荒事を期待してるわけじゃないさ」

　おっさんは肩をすくめてこれ見よがしに周りを見渡す。

「中隊ひとつの護衛がただの用心かよ。まあ確かに、軍隊相手じゃない限りは安全だァな？」

　道を馬で進む僕らの前後を、兵隊たちが群れなして歩いている。その数、１個中隊──およそ１５０名だ。なにやらきな臭い土地に向かうにあたって、それなりの兵力も一緒に連隊駐屯地へ派遣するということにしたのである。

　派遣団の隊長は僕で、副隊長としておっさん。駐屯地に先行させたテレンティア、くらいが首脳部のメンバーだろうか。

　とはいえただの調査団なので、兵数はそこまで多くない。僕の引き連れている中隊がひとつ。駐屯地に直接向かわせた中隊がもうひとつ。合わせても２個中隊３００名ほどだ。

　移動は船と徒歩行軍の繰り返しだ。大小無数の湖があるファヴェール王国では、自然と水運網が発達している。計算師のいる村へは、駐屯地へ行く途中でちょっと寄り道するルートが無駄が無さそうだったので、隊を分けて寄り道部隊は徒歩行軍中である。

　常なみ歩あしの馬に揺られるくらいなら、もう喋しやべりながらでもできる程度には慣れてしまった。

「でもよォ大将。俺ァ思うんだがね」

「うん、なんだよ？」

「大将はいままでずっと戦争ばっかしてきたワケだ」

「ああ」

「穏便な調査なんてできンのか？」

「……失礼な。僕は虚弱貧弱の数学男子だぞ。最近になるまで銃も馬も触ったことなかったくらいだ。３０００だ５０００だの物々しい野戦軍を率いて銃弾がすぐそこ飛んでる最前線にいたのがおかしいんだ。むしろこういう、調査団くらいのこぢんまりした仕事のほうが僕向きだね」

「兵隊の数が少ないほうが、むしろ銃弾に近づくと思うがね俺は。だいいち、俺が見たときにゃァもう大将は大将やってたんだぜ。なんかしっくりこねエ。せめて姫サマが一緒ならな」

「本人が危険だって言った土地にわざわざ出向くのは、宰相としてはやめてほしいね。だから説得できて良かったよ」

「はァん？　そりゃ苦労したろ、大将」

「…………いや、言われてみればあっさり引き下がったな」

　交渉や困難にはまず立ち向かうことから始めるのがソアラだ。しかし、条件とか妥協案も提示しなかった。

「ソアラにしては、粘りが足りない気がするような……」

「そりゃァおかしい。交渉で宰相が姫サマに敵かなうとは思えねェ」

「なんだと。僕は戦争のときも地味な下準備のほうがメインだったじゃん」

「そうですがねェ。作戦とかは相手を殺しにかかってたと思いやすぜ」

　肩をすくめるおっさん。今日はやけに挑発の多い傭よう兵へい隊たい長ちように、僕は眉をひそめる。

「結局、なにが言いたいんだ？」

「俺が言いたいのァ──兵隊が少なすぎじゃねェですかね、ってことでさァ。連隊ひとつ組んで、全部寄越せばよかったと思うんでさァ」

　おっさんはそんなことを言い出した。

「国民連隊はまだ各地で編成途中なんだ。動かせる部隊なんて無いよ」

「野戦連隊なら傭よう兵へいで作れるってェ話は？」

「それは外征軍を編成しないといけないときの話。そういう物々しいやつの出番じゃない」

　外国を攻めるときは傭よう兵へいを雇用しないとならない。野戦連隊についてはそういうプランだ。ただそれは攻めるための編成だ。これは国内の調査団であって、侵攻じゃない。

　僕の答えに中年の傭よう兵へい隊たい長ちようは、その口を歪ゆがめて変な顔をした。

「？　なんか変なこと言った？」

「いやァ、根拠は無ねぇんで。宰相の好みの言いかたが思いつかなくってね」

「じゃあ、聞き流すから言ってみてくれ」

　僕がそう言うと、おっさんは眉を上げてこちらを見る。

「だったら言わせてもらいやすがね。俺ァ、今回もひと悶もん着ちやくしそうな予感がするんでさァ」

「なんで」

「大将が突っ込むのは、いつだって最悪の事態が起きる場所ばっかりだ。すげェ引きの悪さしてる」

「……要は、僕の運が悪いからっていうことか？」

「ほォらな、大将の嫌きれぇな話だったろ？　自分から聞きたがったんだ。俺ァ悪くねえぜ」

　にやにや笑うおっさん。ちょっと腹立つ。

「今回はちがうね。平気だね」

「そうですかィ？　俺ァ賭けてもいい。もっと兵隊が必要になる、に大銀貨１枚」

「いいぞ、乗った」

　拳を突き出すと、意気揚々と傭よう兵へいの拳がぶつかってくる。そして拳が離れたとたん、おっさんは鞍くらの上で立ち上がった。

「……で、だ。大将、あれをよーく見てくれ」

「うん？」

　僕も同じようにして、隊列の前のほうに注目する。よく見ると、道の脇を急いで走ってくる騎馬がいる。

「伝令か？」

「なにかあったなありゃァ」

「……まさかあれを見てから賭けたんじゃないだろうな？」

「へッ」

　おっさんは笑うだけで答えない。

　そんな僕らのもとに駆け寄ってきた兵が伝えたのは、たしかに、僕の期待を裏切る物々しい話だった。




　　　　◯




　あたしが５歳のときに覚えたのは、糞ふん尿にようという汚物を数えることだった。

　自分の体と同じくらい大きな桶おけに、たっぷり入ったうんちと尿を背負って歩く。それがあたしの役割だった。

「あたしはお妃きさきさまになるのよ」

　呪うようにそう言い続けながら毎日お酒を飲んでいたお母さんは、ある日いなくなった。よく覚えてない。けどぽかんとした顔で、動かなくなっていたのはたしか。そういうやつだ。

　村長や大人たちがお葬式をすませたあと、家の中をひっくり返していろいろなものをいろいろな人と取引した。村の財産として売ったと言われた。それがあたしのためだって。

　取引するもののなかに、あたしも入ってたみたい。親がいない子どもはそうされる。なにもかもが変わったはずだけど、よくわからない。とりあえず寝る場所は狭くなった。










　満足に走れるようになったくらいのころ、すっごく臭い桶おけを運ばされた。糞ふん尿にようの入った桶おけだ。これを畑に運んで土に混ぜるのが、あたしの仕事だって。あたしと同じ仕事をしてる人のなかに、同じくらいの歳としの子はいなかった。

　村のあっちこっちの畑で同じことをやらされるうち、あたしはあとどれくらい鼻がひん曲がりそうなことをくり返さなくちゃいけないのか考えるようになった。

　桶おけがどれくらいあるかをまず数えた。５まであった。あたしと同じ仕事をする、汚いおじさんたちが８人いる。８人はべつの仕事があるときは、そっちへ行く。５人は最大。最大のときはちがう畑への移動がちょっとだけ増える。２人くらいのときは同じ畑に何度も行く。

「今日は４人。畑は道の横に２つ。10回が２つだから４人だとみんな５回行けば終わるけど、あの人はいつもサボるからだれか２人が１回ずつか、１人が２回多く行かないとダメね」

　まあそんな感じ。

　目に入るのが汚いものばかりだから、それを見ないで数を数えるようにした。畑の大きさとか、野菜の苗とかも数えられた。数えるものを探した。

「銅貨32枚が樽たる19個ぶん。32を19回足して、えーっと……」

「６０８よ」

「は？　なんだと？」

「だから６０８よ。32を19回でしょ？　10回足すと３２０で、それがふたつなら６４０だから、ひとつ引けば６０８よ」

「なんでそんなふうにわかる？」

「あたしにもわかんないけど、そういうやつでしょ」

「なんだってんだ、ガキめ……」

　そんな悪態をつかれたけど、畑の肥料を運ぶおじさんはたびたび数を聞いてきた。










　いろいろ汚かったり、めんどくさかったり、つらかったりする仕事をしながらあたしは少しだけ大きくなった。

　冬の間、あたしは日曜には教会に行くようになった。それは家の誰かが行かなくてはダメで、寒いときに行くのはあたしの役目らしい。

　あたしにとっては、教会は悪いところじゃなかった。臭くないし、危なくもない。もちろん、椅子に座ったりできないし隅っこで小さくしてないと叩たたかれるからそうしてるけど。

　地面に木で数を刻んでると、牧師のおじいさんが寄ってきた。名前はたしか、オラフ。

「なにをしておる」

「なんでもない。描いてるだけ」

「臭いぞ、お前。怪しいガキめ。私の教会から叩たたき出だされたくないなら、さっさと言え」

　オラフが怒った声で言うので、あたしはため息を吐ついて答えた。

「これは、畑」

「……畑など、なぜ描いておる。それも、ただの四角ではないか」

「いろんな大きさがあったから、組み合わせてるのよ。縦と横がそれぞれ枝１つの畑と、縦だけ枝１つの畑と、さっきの畑の横を４つに分けたうちの３つの長さが１つあるとき、全部合わせるときっちりした四角になるから」

「……よくわからん。見せろ」

　そう言って、オラフはじっとあたしが描いた畑を見た。のけぞったりかがんだりしながら目を細めてる。あ、目が悪いんだ。

「お前の父はどこでこんなものを教わったんだ？」

「だれも教えてくれないから、あたしが知りたくて数えたのよ」

　オラフは不機嫌そうな目であたしを見た。村の子どもは教会横の学校で数や計算を覚える。それに、家で父親からも教わる。あたしはどっちもしてない。

　オラフはじっとあたしを見て、言った。

「礼拝が終わったあと、少し残れ。聞きたいことがある」

「あたしになにか用事があるなら、食べ物をくれる？」

　パンの代わりにオラフが聞きたかったのは、やっぱり数のことだった。なんだか大きい数だったけれど、あたしはもらったパンを食べ終わってから答えることにした。

　お腹なかが一日ずっとあったかいままなのは、ひさしぶりだった。

　それから礼拝の日には、同じことをした。しわくちゃで目が悪くなった牧師は、手もとの紙から文字や数字を読むのに苦労してた。足し算と引き算しか知らなかったあたしに、計算を少し教えてくれた。

「ふん、お前は孤児だったか。どうりで臭いと思ったぞ」

「お互いさまだし。あなただって、年寄り臭いじゃない」

「生意気なガキめ」

　その話題が出てからしばらくして、あたしの家は牧師の家になった。つまり、また取引されてオラフの家に移ったということだけど。

　数えるものが桶おけや畑ではなく、数字になった。臭くないのは嬉うれしい。










　オラフが持ってくるのは、初めは教区簿冊と人頭税の計算とかだった。教会のお仕事なんだけど、目がよく見えなくてなんだか文字がかすむとか。紙の仕事はすごく溜たまってた。

　教会の畑や雑用仕事の合間に、紙とインクを使うこれが早く終わればもうひとり養うくらいできるから。そういうことらしい。

「大人の計算師どもは大学出のやつらばかりで、雇うにはカネがかかりすぎる」

　紙の仕事をたくさんしてると、教会にはだんだん町からも計算が届いたりした。あたしが眠いのを我慢して早くやると、オラフは大学の写本を買ってくれた。計算の本はびっくりするくらい変な計算が書いてあって、面白かった。

　その本はすぐ読み終わってしまったけれど、目標ができた。大学に行ってみたい。こういう本がたくさんあるらしい。オラフはこう答えた。

「金が貯たまったら勝手に行け。仕事をしたらそのぶんやる」

　まあ牧師の態度はずっと変わってない。いつも怒ってるみたいな顔してる。










　それから戦争が起きた。このへんでも兵隊になる人がいたり森の中に隠れたり、あと兵隊に持って行かれたものの経費を計算したりした。

　いつもとちがうことをたくさんするのは疲れる。大人はよくけんかするようになってた。大人も疲れてるのね。

「領主様が敵国に寝返った。この土地には不安が広がっておる。下手なことはするでないぞ」

　オラフはいつもどおり不機嫌そうな顔で、そう言っていた。

　だけど、問題があるのよね。なんだか新しい法律がたくさんできたけど、そのせいで気になることができちゃってた。だからオラフに教えてあげておく。あの人は牧師で、みんながいろいろ相談に来る。〝他のみんなも同じ〟ってわかると、不安がちょっとだけ減るらしい。

　だけどこれは、同じすぎる。このままだとみんな同じように死んじゃうかもしれない。まだずっと先だけど。










「このドケチ野郎め！」

　ある日、息抜きに教会の前で本を読み返してたあたしはそんな怒鳴り声を聞いた。

　３人の大人がけんかしてた。うるさいから、つい話しかけてしまった。どうしてけんかしてるの。

「子どもが余計な口を出すな！」

「ここは神の家で、あなたたちはその前で怒鳴り合ってるのよ。重大なことじゃないなら、天国の門前でも同じことをするような人たちだってこと？」

　あたしをこういう口出ししない子にしたいなら、牧師といっしょに住ませちゃいけないのよ。小さなことでもいちいち神さまを持ち出すから。

「そうじゃない、ただ俺の豚が！」「いや３人とも兄弟だろ！」「子豚が問題だろ!?」

「……３人の子ブタさん？」

　よくわかんなかった。くわしく聞くと、３人は兄弟で最近お父さんが死んだみたい。お父さんは遺言書に、畑以外のものについて取り分を書いてた。

「お兄さんに２分の１、弟に３分の１、末っ子には９分の１。……ふーん、それで分けきれないのでもあった？」

「よくわかったな。親おや父じはいくつかのものを弟にも分けろって言ってたんだが、豚だけはそのとおりにできねえ。金に換えて分けようと思ったが、弟たちがわがままで──」

「そりゃ兄貴はたっぷりもらったから気楽だよな！　オレみたく苦しくないからな！　豚はもっと太るのに、いま金になんてもったいねえことできっかよ！」

「オレなんてもっと悲惨だ。日雇い人くれえにしか金がねえ。こんなときくらいじゃねえとまとまった金なんて入らねえ!!」

　けんかをまた始めようとする。だから止めてこう言ってあげる。

「じゃあブタさんを２分の１と、３分の１と、９分の１に分けられるならいくら払う？」

　お金がたくさん貯たまれば大学に行ける。オラフもこういう相談に乗って、お金をもらってる。──あ、そうだ。

「でも相談料じゃないからね。これは、寄付だから」

　いちおうそう言っておく。牧師はお金を受け取るときいつもそう言ってるから。

　兄弟は小銀貨６枚なら、と言った。あたしは12枚ないとムリと言って、最後は９枚になった。早く牧師を呼んでこいと言われたけど、それを無視してあたしは教会のブタさんを１匹連れてきた。それからそのへんの石を集めてならべる。

「じゃあこのブタさんをあなたたちに貸したことにするわ。それで、いまからこの石があなたたちのブタさんよ。全部で17個あるでしょ、数えて」

「「「ああ？」」」

　３人はすごくヘンな顔をしたけど、目の前にある17個の石と１匹のブタさんを数えた。

「全部分けたあとに、このブタさんだけ返してくれればなにも増えてないし減ってない。それでいい？」

　みんなちょっと考えたけどうなずいたので、あたしはさっさと済ませる。

「じゃあこのブタさんを入れて全部で18ね。２分の１と３分の１と９分の１ずつ石を渡すね。まずお兄さんに９匹。弟さんに６匹。末っ子さんに２匹。余ったブタさんは１匹だけど、貸したブタさんだから返してもらうし。これでみんなちゃんと分けれたよね？」

「「「ああ……？」」」

　最初と同じ言葉だけど、今度はもっと不思議そう。３人で手の中の石と目の前のブタさんを見るけど、数は減ってないし増えてない。

　だからあたしは手を伸ばした。

「はい、払って」

　あたしの手のひらだと、小銀貨でも９枚は載りきらなかった。両手で包んだお金を家に運んで振り返ると、ブタさんがついてきてる。

　あっというまに９枚も稼いだブタさんだ。ちょっとだけパンを分けてあげることにした。ふがふが地面までなめるブタさんに言う。

「チョーシにのらないでね。あたしのほうが上だし」

　大きく太って、いちばん最初に食べられてね。










「いたぞ！　魔女だ！」「この魔女め、手こずらせるな！」

　とつぜんだった。

　いつもみたいに紙の仕事をしていたら、窓からいきなり男の人があたしをのぞき込んで叫んだ。それから、大人がたくさん入ってきてあたしは家から引きずり出された。

　なんでこんなことをされるのか、よくわかんない。

　道のところまでひっぱられて、座らされる。黒い服の人が、あたしの顎を摑つかんで上に持ち上げた。１度だけ見たことある。オラフとはちがう教会の、神父、とかいう人だ。

　オラフの教会とは神さまの信じかたがちがうから、あたしは関わっちゃいけないって言われてた。怒られないかな。向こうから来るんじゃどうしようもなくないかな。

「女よ、いま善良なる民みん人じんより告発があった。お前は神の教えに背く行いをしていると。汝なんじはこれを認めるか。自らの罪を告白し、悔い改めるか」

　なに言ってるのか、よくわかんない。

「なにか毒のあるもの、他人を害するものを門や扉の下に埋めていなかったか。邪悪な敵から受け取った棒や、脂や軟なん膏こう、粉や根を用いなかったか」

「道端を棒で引ひっ搔かいてたのを見たぞ！」「変な棒を何本も持ってたからな」「畑に埋めるのはいくらでも……」「魔女の杖つえだったのか」

　あたしになにが起きたのか、ぜんぜんわからないまま勝手にまわりの人が答えた。

　よくわかんない。押さえつけられたところが痛い。わかんない。なにがおきてるの。

　オラフがなにかを叫ぶのが聞こえた。振り返ったら、武器を持った村の人がオラフを押し返してた。もうよぼよぼになった牧師を、体の大きい男の人が棍こん棒ぼうでおどかすのはいじめてるようにしか見えない。

　あたしはそのまま村外れの『あの家』と呼ばれるところに入れられた。流行はやり病になった人や、死にかけの流る人にんが入れられる家だ。

　汚くて、寒くて、臭かった。なにより、きつく縛られた手首が痛かった。

　どうしてなんだろう。どうしてこんなことをするんだろう。

　あたしをどうしたいんだろう。

　その答えは、神父っていう例の人が教えてくれた。またなにか言いに来た。

「汝なんじ、その罪を認めるか。いま心を開き、己が魂を探るか。邪悪な敵の誘惑に屈した行いを悔い改めるか」

　そうするとどうなるんだろう。

「罪を認め、悔い改めよ。２度と同じことをしないと神に誓い、慈悲を乞うのだ」

　へえ、あたしにまた臭いものを運ぶだけの日に戻れっていうこと？　そっか、そうしたいのね。そういうやつね。




「いやよ。ぜったい、認めない」




　あたしのことは、裁判で有罪か無罪かを決めることになった。

　暗い部屋の中で、じっとしてその日を待つしかなかった。いやな家に閉じ込められてから、薄い粥かゆしかもらえない。お腹なかが寒くて苦しい。これが続くよりはいいのかも。

　ううん、そんなことない。生きたい。早く大学で本を読んでみたい。だれだっていい、もう人さらいでもいい。あたしをここから出して連れて行ってほしい。そう思った。

　──裁判で殺されるそのときまで、ずっと思ってた。




　　　　◯




　その村は、典型的な農村だった。耕地が広がり、その中にぽつぽつと家が点在する。村の中心部に池があり、村長の家や村の行政的な役割を担になう施設が池の周囲に建てられる。土地によっては池へと続く水路の上流、村から少し離れた場所に水車小屋が建っている。

　いま、水車小屋のため池を人垣がぐるりと囲んでいた。老ろう若にやく男なん女によさまざまな村人が集結し注目するのは、池の真ん中にある小舟である。

　馬を駈かけ歩あしにして伝令についていった先で僕が見たのは、そんな光景だった。

「なんだこれ。どうなってるんだ？」

「見りゃァわかるだろ」

「わからないから聞いてるんだよ」

　おっさんと言い合う僕の前に、壮年の男が何人か慌てた様子で駆けつけてくる。

「こ、これはこれはセリザワ宰相閣下。ひっ、ごき、ご機嫌麗しゅうござ、ごます。急なお越しゆえ、なにも準備が──」

「あー、落ち着いてくださ──落ち着くように。べつに村からなにかを貰もらうつもりはない。ここへは人に会いに来ただけだ」

「その、そのようなことっを、考えていた、わけでは……!!」

　息せき切らしてきた男たちは、安あん堵どやら疑いやらでそれぞれ忙しい表情をする。彼らはたぶん村の有力者たちだ。おっさんによると普通なら先触れが数日前に到来を告げてから、使用人やら護衛やらと一緒に列を成してやってきてわがままを言うのが貴族だ。

　村に貴族が来訪すれば、滞在費を押し付けられたり食糧をたっぷり持っていかれたりすることもしょっちゅうであるらしい。まずは権力者らしい態度を見せつつ、彼らの不安を取っ払ってあげないといけない。らしい。

　とにかく急いであちこち回った戦時中とはちがう。ただ国内を訪れるだけでも作法がある。気をつけてみた。

　だが、

「……失敗してるかな？」

「まァ、かなり」

　小声で訊たずねると、傭よう兵へい隊たい長ちようは何事もないようにうなずいた。そんなちょっとしたやり取りだけで、彼らは不安そうに目を見交わす。

　さっさと用件だけ言ったほうが良さそうだ。

「村長。……村長で合ってる？」

「は、はいっ！」

「うん、じゃあ村長。この村に寄らせてもらったのは他でもない。ここにいる計算師に会いに来たんだ」

「計算師ですと……!?」

　その言葉に、村長と周りの男たちははっと目を見張った。意外な反応に首を傾かしげると、村長は興奮した表情で池のほうを振り返る。

「やはりそうでしたか、あの魔女め！」

「……は？」

　予想だにしなかった村長の言葉に固まっていると、おっさんが僕の腕を小突いてきた。

「大将、マズいですぜ。あれだ」

　人垣の向こう、池のほうを指差す傭よう兵へいに促されてそちらを見る。騎乗しているので人垣越しにでも池の様子は簡単に見ることができた。

　池の中央に浮かぶ小舟の上に、両手両足を縛られた幼女の姿があった。

　栗くり色いろの髪のその子は、粗末な服を身に着け瘦せ細った女の子だった。横にいる大人の男と比べればあまりにも小さい。小学生くらいにしか見えない。

　手と足を固く縛るロープは、たとえそれが半分の太さでも千切ったりできないだろう。そんな子が、百人以上の大人たちが作る人だかりの中央で縛り上げられている。

「は？」

　異様な光景にぽかんと口を開ける僕に、村長がまくし立てた。

「失礼ながらご安心召されますよう申し上げます、閣下。つい最近のことではございますれど、奴やつめの行状を見み咎とがめてございます」

「行状？　え、なんなのアレ？」

「はい閣下。奴やつめは魔術を使って死人を欺いたのでございます。先の週に誠実な村の男が命を落とし申しました。我々は神と救済の名において記された男の遺言状を守り、その子孫に財産を分けました」

「それで？」

「男には３人の息子がおりました。兄に２分の１、弟に３分の１、末子には９分の１を与えるようにと遺言状に記され、残りは敬けい虔けんにも教会への寄付を願い出ておりました。ですが……その財産のうち、17匹の豚だけは分けることができなかったのです」

「もしかして豚が割りきれないせいか？　17は素数だから」

「ソスウ……？」

「いやそれはいい。それとあの状態のなんの関係があるんだ？」

　手足を縛られている小さな女の子。同じ舟に数人の大人もいて、そのうち黒服の司祭が聖書を手に人垣へ向けてなにか口上を述べている。不穏な興奮が人の間に垣かい間ま見みえた。

「はい閣下。３人の兄弟がまだ育つ豚を肉に分けることも、将来分けることも拒んだため教会に裁定を頼みました。すると、３人はその日のうちにすぐ『豚を切ることもなく公平に分けることができた』と浮かれておったのです」

「良いいことだろ」

　率直に言ってみると、村長はぎょろりと目を剝むいた。

「とんでもありません、閣下！　切れないはずの豚を切ったなど、魔女の仕業ではございませぬか！　怖ろしい所業に気づいた我々は、それは本当に教会の為なしたことなのか急いで兄弟を問い詰めたのです。すると、教会の前にいたあ奴やつめが、その場でやったと白状しました!!」

「えっ、あ？　は、うそだろ？　もしかしてこの村にいる計算師っていうのは──」

「そのとおりでございます閣下。あそこで神の審判を受ける魔女にございます！」

　池の中央、舟を指さして宣言する村長。おいマジかそれ。

　魔女のような扱いをされてるのは、小さな幼女しかいない。それが本当なら、対数計算をさくっとこなした逸材が、まだあんな子どもだってことになる？　いやそれもだけど！

「待て待て待て。神の審判？　なにする気だあんたら」

「か、閣下……？」

「決まってんだろ。池の中に沈めンだよ。両手両足縛って突き落として、浮いたら有罪で沈んだら無罪だ。神明裁判としちゃ、お決まりでお手軽なヤツだな」

　僕の剣幕に当惑する村長たちに代わって、傭よう兵へい隊たい長ちようがさくっと説明してくれた。

「はぁ──!?　中止だ！　中止しろそんなバカげたことは!!」

　それが裁判とか！　なんだお前ら文明人としての知性が無いのか!?　あれ、でも文明開化できる科学技術無いじゃんこの世界。じゃあ地方民みんなこんなんなの？　いやいまはそういうの置いとく。

「そんなもんを裁判とか言えるか！　いますぐやめろ！」

「なっ──そ、そんなことはできませぬ！　福音派教会が奴やつめを匿かくまおうとするのを、町から伝統派の司祭殿をお呼びしてどうにか実行した裁判であります！　いくら閣下といえど、そのように横暴なことは──」

「大将、遅い。投げられた」

　重い水音がした。水みず飛沫しぶきが上がっている。舟にはもうロープを持った男と、司祭しかいない。ロープの先は──揺れる水面の下へ、するすると吸い込まれていく。マジで沈めやがった！

「助けるぞ！」

「イイんですかい？　たぶん揉もめやすぜ」

「うるさい突撃しろ！」

「あいよ大将。──行くぞ野郎ども、おらァてめえらどけどけぇええええ!!」

　傭よう兵へい隊たい長ちようの雄お叫たけびとともに馬の腹を蹴った。村長たちと野次馬の村人を押しのけて、乗騎を池の中に乗り入れる。

　少ないながらも供回りの数騎も続いた騎兵隊突撃に、悲鳴と驚きよう愕がくの声が上がった。

　粉挽ひき小屋の養魚池だ。水深なんてたかが知れている。国外から輸入した体格の良いい馬は、池の水を勢い良くかき分けて舟へと走った。

「裁判は中止だ引き上げろ！　おい引き上げろって聞こえないのかおおい逃げんなよ!?」

　こともあろうに、ロープを持っていた水夫が僕らの突撃を見て泳いで逃げた。司祭も一緒に。思ったより素早いな奴やつら！

　残されたのは、空の舟と徐々に沈んでいく放り出されたロープだ。

「馬はダメだ大将！　踏んじまう！」

「おっさんはロープのほう！　頼んだ！」

　ある程度まで近づいてから、池の中に飛び込んだ。

　浅いのですぐに底までたどり着いた。しかし濁った池の中では視界が利きかない。手探りで暗い水の中を進む。焦あせる。

　と、指先が水と土以外の感触を摑つかんだ。水底を蹴ってそっちに体を寄せると、顔面になにかが当たった。痛い。が、たぶんこれだ。目の前にあればわかる。足だ。

　抱えて水面目指して立ち上がる。水中で動きは鈍い。たかだか馬の渡れる水深なのに！

「──ぐばぁっ!!」

　顔が空気に触れたとたんに情けない声が出た。こちとら運動に自信は無いんだよちくしょう。

「いよォィしょっとぉ！　大丈夫か大将」

　変なかけ声とともに、おっさんが横から引っ張り上げて支えてくれた。身長よりは少し浅いくらいという水深なので、人命救助にはこれでもけっこうきつい。

「おゥ、舟に乗せようぜ大将」

「そ、そうだな」

　ちょっと水の中に突っ込んだだけで、息が上がりそうだった。手に抱えた小さな体がやたら重い。大人がふたりがかりなのに。

「せェの、っと」

「はっ！　はぁっ……」

「おおい、縄だ。オウ、ひっぱれ。ゆっくりだ、ゆっくり」

　つま先立ちしてどうにか少女を放り上げて、自分も舟に摑つかまって体を浮かせる。その間にも、おっさんは部下に命じて舟を岸に向けて移動させてくれていた。

「大将、ガキがやけに静かじゃねえか？」

「……あっ！」

　急いで舟の上に顔を向けた。ぴくりとも動かない。手を小さな口に近づける。だが、風を感じない。背筋にぞっとした悪お寒かんが駆け上がった。

「息してない……!?」

　少女は、死んでいた。

　そんな。

「いま手が放せねえ。そっちで顔でも叩たたいてやってくれ。あとえーっと医者がやってたのァ、ふいごで煙を口に入れるとかか。ダメならそいつだ」

　おっさんの声ではっとする。そうか、まだ溺れたばかり。だったら固まってる場合じゃない。

「煙はいらないからなそれ！」

　僕が溺れてもそれはやめてくれ。そう思いつつ舟の上に上がり、子どもの体を転がして仰向けにする。ええっと、なんだっけ急げよ僕。

　ちょっと顎を上向きにして気道確保して鼻を摘んで、口から強く息を吹き込む。これを２回。で、次は肋ろつ骨こつの真ん中下あたりを押す。学校で教わった心肺蘇そ生せい法これで合ってたっけ？　教育って大事だなくそっ！

　助かる確率だけ覚えてる。呼吸停止から５分後なら25％で１分遡るごとに25％ずつ上昇で、２分後は90％。少なくとも３分経たってないから、75％はある。だったら。

「────っっっえ、ぶぐぐ!!」

　何回目かで濁った水音と一緒に空気を吐き出して咳せき込こみ、女の子は体を跳ね回らせた。

　生還したらしい。75％のほうに入はいれてたみたいだ。良かった。

「ごっ、[image: あ゛]っぅっ──!?」

　ごぼごぼ喉を鳴らしているので、体を横向きにしてあげてみる。仰向けだと、吐いたものがまた流れ込んでくるとかなんとか聞いた覚えが。

　頭が落ち着いてきた。75％で助かる。そう思ったのが良かったなきっと。これが25％の確率で死ぬ、と言うとたちまち死にやすく感じるからな。人間って不思議だ。

「おおすっげえ。なんだそれ。大将にゃァふいごもいらねェのか。生き返らせたのかよ」

　おっさんが感心した声を上げる。

「はぁっ……あー……死ぬ前に、拾い上げたって感じだ……」

　薄く小さな背中がえずいて揺れるのをさすりつつ、僕はげんなりと答えた。息が切れてる。疲れた。

「魔女を助けた……」「あれはだれだ？」「なにが起きた」「〈魔術士〉だよ」「兵隊を連れてるぞ」「ほら、前の戦争の……」「〈魔術士〉か」「神聖な裁判が……」

　ざわめく村人たちの声が聞こえる。

　嫌な予感しかしない。

　おっさんが舌打ちした。そして、部下のひとりに向けて人差し指で虚こ空くうに丸を描いてから拳を握る。『兵隊全員ここに呼んでこい』というハンドサインだ。

　先を急ぐために置いてきた後続部隊が、おっつけ駆け足で集合するはずだ。武装した１５０名が。印象悪くなるのを防ぐために置いてきた１５０名が。

「……厄介なことになった、かなあ」

「いったん駐屯地までさっさと引っ込んじまおうぜ大将。解決するのァ、安全になってからのほうがいい。なにしろこっちは兵隊がいる」

「まあ、そうかも」

　池の縁ふちまでたどり着いて、少女の呼吸が浅いながらも安定してるのを確認してから抱え上げる。

「だ、れ……？」

　かすれた声が聞こえた。腕の中でぐったりしている女の子のものだ。だれ、というか、

「〈魔女〉の味方だ」
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　僕の答えに、女の子は眉間を寄せてつぶやいた。

「……ひとさらい？」

　ひどい。

「拐さらいに来たわけじゃないんだけどな……」

「さっさと逃げようぜ、大将」

　縛られた少女を抱え上げて逃げる相談をしている姿では、ちょっと弁明が難しい状況だった。










　濡ぬれた服を着替える間もなく向かったのは、ヨーセルという町だった。南西へと流れるセヴェル川を中心に町並みを形成した物流拠点である。川を下れば外海へつながるイェーセン港がある。国外へ輸出する鉄・泥でい炭たん・木材などが舟に乗って運ばれていく、いわば中継地点だ。

　その物品や荷運び人たちから徴収する関税や宿場町の商売が、町を潤す財源になる。財政上はありふれた町と言えるだろう。

　国境が近い土地なので、戦争が起きれば兵隊が来て免焼税を払わされたりすることもある。

　ただ、ヨーセルは小さい町であり物流もそこまで盛んではない。近くにはイェーセン港というもっとおいしい獲物がある。税を払わされることはあっても、攻撃を受けるほど激しい被害には遭わない。そんな微妙な規模の町だった。

　しかしながら、この町はこれから徐々に大きくなるはず。イェーセン港までの運河がごく最近ながら開通していて、国家の方針が貿易振興に大きく傾いている。

　リーラム地方およびその周辺は鉱物資源に恵まれていて、一帯は鉱業農民たちがたくさんいる。輸送路もある。となれば、工業地帯として活躍してもらうことになるのは火を見るより明らかだ。

　ヨーセルも、物流の中継地として恩恵が注がれることになる。歓迎はされないにしろ、よほどのことがないかぎり険悪とまではならないだろう。──というのが、僕の認識だったんだが。

「だいたい最悪から４番目ほどの着任でございますね、御主人様」

「じゃあそんなに悪くない？」

「20段階評価ですが」

「優・良・可・不可の４段階なら最悪のゾーンで落第点じゃないかそれ」

　兵隊たちで周囲を固めつつ引き上げた僕は、町の近郊にある館で着替えをしていた。なぜ町ではないのかといえば、そこが本来の目的地であるからだ。自分の味方となる手勢がもっとも多く、本拠地となる場所。

　侯爵の残したドラウア城を改築して建造中の、ドラウア駐屯地である。

　敷しき地ち内に使用人の家と客用の屋敷と主人の館があり、生け垣でそれとなく敷しき地ちが区切られている。敷しき地ちの外縁は石積みの防壁で囲んであり、畑もいくらかある。

　小さな丘と裾野を広く使った施設だ。緩やかな坂の上に、主人の館であるレンガ造りの建物が数棟ほどそびえ立っている。前庭とか周辺とか本来は樹木が林立する庭園風だったかもしれないが、いまは芝生と畑でずいぶん平面的になっていた。

　貴族の家に付きものの木立をさっぱり伐採し、見通しが利きくように刈り取ったと見える。つまり防衛施設っぽい造りに改築されているようだった。駐屯地設備に生まれ変わっている。

　ここは周辺で物理的にもっとも安全な場所である。個人的には、人心地つくならそういうところが望ましい。戦争に２回も参加したせいでついた習性かもしれないけど。

　ともあれ、そんな駐屯地に駆け込んだ僕は濡ぬれた頭を拭きつつ、テレンティアによる辛口の採点を聞かされていたところだ。

「ここから最善を尽くすよ。まずは村の人たちの誤解をどうにかしよう」

「ぜひそうなさってください。おそらく、今日中にでも村から抗議の人がお越しになるでしょうから」

「はいはい了解。さっさと着替えて迎えて関係改善しよう」

「では、着替えをお持ちします。それと、お姫様のご機嫌をお伺いしてきます」

　お姫様？

「それってあの女の子か？」

「ええ、あの女の子でございます。それでは失礼します」

　テレンティアがにっこり微ほほ笑えんで部屋を出て行く。濡ぬれて体に貼りつくシャツのボタンを外しながら、僕はため息を吐いた。

「まったく、スタートとしては最悪だなほんと……」

　思わずひとりごとをつぶやきつつシャツを脱いで、椅子に座って靴くつ紐ひもをほどくために頭を下に向ける。

　キィィ、と扉が開かれて洋服を持ったメイドが入ってきたのを視界の隅で見る。下を向いて靴くつ紐ひもを指でひっぱりつつ、思う。一瞬だけ見たそのメイドの髪が、陽光できらめいたみたいに見えたので。そういう髪の持ち主のことを。

「……ソアラがついて来てなくて良かった」

　こんなヘマをしたところを見られたくないし、なにより危険が増している。国家最高権力者がいちいち最前線に出るのはこの時代では珍しくないとはいえ、避けられるなら避けるべきだ。

　ようやく紐ひもをほどいた靴から足を引っこ抜いて、顔を上げる。

　と、そこに、

「来ちゃいました」

　メイド服の、ソアラがいた。

　椅子から転げ落ちるほどびっくりした。




　リーラム戦線、異状あり。








◯第二章　理論と実践。期待値と検定









　テレンティアの言ったとおり、すぐに来客があった。メンバーは村民共同体代表・伝統派教会代表・町民参事会会長の３名だ。

「御主人様、おそらく抗議されますがくれぐれも関係改善に努めてくださいませ。彼らはこの土地の権力者で地の利があります。お忘れなく」

「誤解を解くだけだよ。ヘーキヘーキ」

　テレンティアにはそんなことを言ったものの、

「これは我々の権利を侵す行為に値しますぞ！　我々はつましい暮らしの中でまっとうに税を納め続けております。裁判権は村民共同体が持つ権利であり、それを支障なく行うことは義務を果たしている証あかし！　正当な手続きを武力で妨げれば、みなが不安に震える。宰相閣下はいかにお考えかお答え願いたい！」

「手前どもの敬けい虔けんな神のしもべたる司祭が、恐怖のあまりいまだ震えが止まらないと訴えていましてな。裁きの代行者として立派に職務を全うせんとした男とて、騎兵の白はく刃じんに晒さらされて無事にはおられませぬ。命からがらに宰相殿から離れたと、そう告白し申した。ご説明を」

　挨拶もそこそこにまくし立てられたのは、そんな糾弾だった。それぞれ共同体代表村長と教会代表の司教という壮年の男たちだ。

　うーん、これは僕がやったことがよほどのことなのか。それとも、交渉の前に恫どう喝かつしておく前仕込みなのか。いずれにせよ、あれがつけいる隙になってるのはたしかだけど。

「まあ村長、抑えてください。こちらは到着したばかりの宰相殿だ。この土地については右も左もわかっておらなんだご様子。なにか勘違いがあったのやもしれませぬ。そうですな？」

　さっと手を振ってふたりに声を投げかけた男がいた。対面に並んで座った３人のうち、僕から見て右端に座る小男だ。名前はたしか、ニルス・ニコラス・デフェリス。

　……大仰すぎて偽名っぽい。でもこの国では戸籍は作成してないので、名士としてその名前を名乗っているなら彼はニルス・ニコラス・デフェリスになる。教会に金を払って教区簿冊の名を立派にする人はたまにいる。参事会会長と言っていたし、さもありなん。

　しかし、庇かばわれたのか皮肉を言われたのかわからない。注意深く彼らを観察する。だが、

（正直さっぱりだ……）

　僕は彼らを見るふりをしつつ、その後ろ、壁かべ際ぎわに控えるメイドを見た。『もうですか？』みたいな顔をした銀髪のメイドが、その両手で図形を作る。親指と人差し指を伸ばして合わせた。

（『△』。中立。友好的じゃないけど敵対的じゃない）

　その横ではテレンティアがめちゃくちゃ楽しそうに笑っている。

　ああ、胃が痛い。

　来ちゃいけない人がね、来ちゃってたんですよ。どうしてだろうね。お忍びで追いかけてきたとか言ってたけど。

　三角巾と三つ編みで隠してもちらちら銀髪が見えるし、気づく人なら気づくんじゃないかってびくびくしてる。そんな僕とは裏腹にそこにいるのは当たり前みたいな態度で、ソアラとテレンティアは授業参観みたいに僕を壁かべ際ぎわから見守っていた。

　あらかじめいくつか符丁を打ち合わせしておいたので、少し交渉のヒントはもらってるけど。地位のある人たちは使用人には気を配らないので、こういうとき小細工ができてありがたい。

　雑念をなんとか振り払う。

　いまはこの挨拶に集中だ。三角なら態度ほど怒ってるわけじゃない。普通に相手をしよう。

「お話はよく分かりました。なるほど、大変失礼なことをした。僕は武力でもってあなたたちを脅しつけるつもりはないのです。必要なら公衆の前でも、そう宣言しますよ。あなたたちには、僕の方針をみんなにきちんと正しく伝えてほしい」

　僕は体を前のめりにしてはっきり口に出しておいた。べつに兵隊で横車を押しにきたわけじゃないよと。そういう意味だ。

　ニルスがにやりとして、横のふたりに笑いかけた。

「ほら、私の言ったとおりだ。村長も、司教殿も、勘違いしている。彼は無用な〝誇り〟を語るようなタイプではない。私と同じだ。現実主義者だ。だから言っただろう！」

　少し興奮したようなその語り口は、ちょっと不気味だ。っていうか他のふたりもちょっと引いてるな。彼らの後ろで、ソアラも若干だが眉をひそめている。

「あー、まあ、否定はしません。実際的な話をしたい。裁判することを決めたのは村民共同体に加盟していた村の村長で、取り仕切ってたのは伝統派教会の司祭様だ。ひとつ教えてください。福音派教会の牧師が養育してる子の裁判を、なぜ伝統派の司祭が？」

　権利がどうこうと言うなら、まずはそこだ。

「それは伝統派教会こそが、魔女裁判において実績があるゆえですな。村民共同体から依頼を請け、神の秘ひ蹟せきを示さんがため経験豊かな司祭を派遣いたしました」

　誇りを感じさせる司教の口ぶりにうんうんとうなずいてから、村長を見る。

「で、少女の裁判を執り行ったと。そこで不思議なことがあるんだ、村長。どうして定例集会で起訴をする正式な手続きをしなかったのか、少しわからない。それが通常の手順だって聞いてるけど」

「い、いいえ、今回は急を要したものですでな。相手はなにしろ魔女。得体が知れないのです。魔術を使った証拠が消されたりしては、元も子もなくなってしまう。審問に来てくださる司祭様へのお礼も満足なものにはできないし、なにより村民に不安な夜を与えてしまう」

「なるほど、なるほど……村長というお役目も大変ですね」

　僕は腕を組んで感じ入った。フリをした。ライアス公のまねだが絶対へたくそだなこれ。でもソアラは『◯』のサイン。この流れでいいらしい。まずは褒めろと。

　村長は鼻息を荒くして勢いを増して弁舌を振るう。

「偉いかたにはわからないでしょうが、田舎の村はみな苦しい生活を強いられている。だのに、あの魔女は見たこともない本を買って、しかも読んでいる！　どう考えてもおかしいでしょう。本来ならあれを飼っていた牧師も糾問されておかしくないところを、魔女だけにした」

　もしかしてこの村長の瘦せた顔つきは、貧者だからというよりは神経質だからじゃないかな。

「ことを急がせて手続きを省いたかもしれませぬが『必要は老婆も走らせる』と言いますでな。村長としての責務を果たしたまでです」

「ふぅむ、もっともですね」

　村長の言い分はこのくらいか。だいぶ満足した顔してる。

　僕も最近テレンティアに教わったことなのだが、人は自分が言いたいことを全部言ってからじゃないと話を聞いてくれない。

　つまり、いまからは聞かせるほうに回っていいはずだ。

「ところで、あの子がやった魔術というのは、例の『17匹の豚を分ける』ことですよね」

「そうですな。あんなものをするのは、魔女にちがいない」

「さて、それはどうか」

「なんですと？」

　村長が険しい顔をする。僕はポケットから紙と黒鉛を取り出して机に置いた。

「こう考えてみてください。もしも遺言状のとおりに分ける豚が、１匹しかいなかったら？」

「１匹だけの場合？　分けられないに決まってる」

「ではその１匹だけの豚をお金に換えて銀貨18枚の値段がついたら、どう分けます？」

「それは遺言どおりに……」

「じゃあ遺言どおりの割合を出してみますか」

　簡単な計算式である。
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「分数の計算だ。２分の１、３分の１、９分の１。これを全部足すには、分母をそろえて18にする。答えは18分の17になる。なら18枚の銀貨を遺言どおりに兄弟に分けたとき、兄が９枚。弟が６枚。末っ子が２枚もらえる。この余った１枚はどうしますか？」

「兄弟で分けるか、村や教会に寄付してしまうのが通例でしょうな」

　その言葉が聞きたかった。

「さて、じゃあ今回の場合、17匹の豚すべてに銀貨18枚の値段がついていたら？」

「すべてに？」

「そう、17匹全部に18枚。そうしたら、総額は17×18でいいですよね？」

「さようですな」

「兄の取り分は９×17。弟は６×17。末っ子は２×17。余りは１×17。そうなりますよね」

「当たり前でしょう」

「じゃあこの余った銀貨17枚ですけど、兄弟で分けてみてください。遺言の配分どおりに」

「だから、17を割り切ることはできないと──」

「そうかな。枚数で考えたら、遺言どおりの配分で兄は９枚。弟は６枚。末っ子は２枚だ。全部足すか、17から引いていくか。どちらでもいいから実際にやってみてください」

「９＋６＋２など子どもでもできましょうぞ！　17でしょう！　……17、ですな」

　おかしいな。みたいな顔で考え込む老人の姿があった。僕は続ける。

「だとしたら、余りの17枚も配り切れる。特に残らない。それでいいですよね？　これで17匹の豚を遺言どおりに配分して、配りきったことになる」

「これはいったい……？」

「最初に言ったとおりのことが起きただけです。１匹の豚から兄弟全員で18分の17もらう。余りは18分の１になる。なら１匹の豚を分けたとき18分の１余るんです。17回くり返せば18分の17になって、兄弟がもらう比率と等しくなる。だから分けられる」
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「では、最後に分けたのは余りの総額……？」

「そういうことです。たしかにこれは厳密には遺言状どおりの取り分ではなくなります。余ったぶんを余計にもらっていることになる。だが配分そのものは遺言に沿っている。で、余ったものについてどうすると言っていましたっけ？」

「あ……相談して分けるとか、村の共有財産にするとか……」

　村長が顔に脂汗をにじませつつ、目をそらしてぼそぼそ言う。

「あるいは、教会に寄付なんていうのもありましたよね」

　テレンティアとソアラが目を合わせて微ほほ笑えんだ。なんだその正解を引き当てた我が子を見守る授業参観モード。

「そ、そうですな……」

「余ったぶんは小銀貨９枚として見積もって、あの子を養育する教会に寄付されたそうです。その善行のおかげで、神があの子にひらめきを与えた。１匹の豚を目の前に置くことで、わかりやすくしてくれたんでしょう」

　そのへんで妥協しない？　という言外の提案に、村長はしぶしぶ首を縦に振った。

「は、はい……そう、ですなあ……」

　ちらりと壁かべ際ぎわの使用人をうかがう。テレンティアがソアラの手を取ってふたりで『♡』を作った。王女の頰がちょっと赤い。

（いやそんな符丁は作ってないだろ……！）

　突っ込みたい。でもいまは我慢。

　さて、説得しないといけないのはあとひとりだ。押し黙っている司教に視線を移す。

　さすがに顔色を変えてないけど、視線を当てたらスッと短く息をした。うん、びびってるね。

「信仰の形式で福音派教会と伝統派教会は争っていますが、今回あの子は水に沈んでいった。ということは、やはりあの子は魔女ではないということでいいのでは？」

「さ……左様ですな。しかし裁判が途中で取りやめでは、面目が──あ、いえ村民らが納得できないやも……」

　そんなこと言われてもな。

「いや簡単な足し算まちがえて魔女って言った司祭の面目を立てるのはフツーに無理では？」

　つい口が滑った。

　テレンティアが胸の前にお盆を構えた。裏面に大きく『[image: ×]』が書かれている。いつのまに小道具まで用意したんだそこ。ソアラも小さな『[image: ×]』を手で作って首を横に振っている。
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「彼を侮辱するおつもりか、宰相殿！」

　司教が声を荒げた。まずい。

「いやあの、そういうつもりではなく」

　挽ばん回かいしないと。なにかこう、ないかな。

「もちろん閣下には侮辱するつもりは無いでしょうな。ミスはミス。どこも泥をかぶらずにミスを無かったことにするのは、無理な話だ」

　にやにやしながら成り行きを見ていただけのニルスが、身を乗り出した。

「閣下、司教殿は伝統派だ。司教区を取り上げられて信徒がどんどん減っている。福音派が国教として後ろ盾を得て、自由に布教活動をするのが邪魔なのですよ」

「なっ──無礼であるぞ、デフェリス会長!!」

　たちまち顔を真まつ赤かにした司教が、椅子を蹴立てて立ち上がる。挟まれた村長はおろおろと左右の男を見ていた。もしかして３人ともが仲良いわけではない？

「落ち着いて。僕はこの土地の問題を解決しに来たんです。揉もめ事ごとを起こしに来たわけではない。不本意な形での挨拶になってしまったけど、あなたたちの合意と協力で行政の遅れを解消したいと思ってるんです。ですから、土地の事情に詳しいあなたたちに争ってほしくはない」

「もちろん、私は協力をお約束しますよ閣下」「……私も、できうる限りのことはいたします」「私もそのつもりでいますとも」

　これ絶対口で言ってるだけで、３人とも裏があるよなー。

「それは心強いですね。ありがとうございます」

　あ、なんかソアラみたいなこと言ってる僕。

「しかし閣下、なぜたかが計算師ひとりにあのような騒動を引き起こされたのか。私たちはその真意を知りたいと思って参じたのです。裁判は地元の管轄にあった。たとえ正しくないことだったとしても、すべての些さ事じにも正しさがために兵をけしかけるおつもりなのか、とね」

　司教がそう言えば、村長が同調する。

「そのとおりですな。万事に絶対の正しさを求められれば、常に閣下の意向どおりには叶かなえられないかと。若者が踊ることにまで口を出されれば、反発があるのはたしか」

　口をそろえて忠告めいたことを言われる。

　ようやく彼らの真意がわかった。

「つまり、こういうことですか。領主の名代でもない派遣団隊長という役職の僕が、どれくらいこの地方に介入するつもりなのか。それを知りたかったんですね」

　新しい行政官──つまり僕──が、どれほど厳格に法の執行を考えているのか。また、どれほどのことに軍隊を差し向けてくるのか。それを探りに来ていたのだ。

　だったら、そのへんを教えてあげないと帰れないだろう。さっさと口にする。

「先ほど言われたとおりです。『必要は老婆も走らせる』。僕の場合は〝騎兵も〟だ。あの計算師には類稀まれな才能があると見込んだからこそ、あの村に立ち寄った。国政にとって軍にとって必要だと思えば介入しますが、お祭りで裸踊りをしている若者はあなたたちに任せますよ」

　僕が笑うと、司教と村長は顔を見合わせて軽く笑いを返してきた。

　うん、ようやく合意に至ったな。過度に干渉しない、その限りでは付き合ってくれる。そういうことで。

　ちらりと姫をうかがえば、テレンティアと肩を寄せ合って嬉うれしげに僕を見ている。その成長を喜ぶ母みたいな生暖かい微ほほ笑えみやめてくれないかな。

「……あの小娘がそこまで必要だった、ということですかな。なにほどの娘なのですか？」

　ニルスだけが、そんなところに食いついていた。

「人並み外れて計算が速い計算師だ。有用な人材だから、雇い入れたい。なにほどと言われても、いまはそれくらいですよ」

「そうですか……ほお……」

　そんなやりとりを最後に、会合は解散した。

　ソアラに任せてた地元への手配とか調整とかが、調査団の隊長という肩書きで一気に僕に降りかかっている。いつもこんなことしてたのかな、なんていまさらソアラに支えられてたことを実感した出来事だった。




　　　　◯




「村民たちに誤解があったと説明しなくては」

「ウーム、結局あの小娘は沈んだのだから司祭の審判はきちんと秘ひ蹟せきが行われた。その経緯をしっかりと言い含めれば良いか。本人には少し譴けん責せきを入れて……」

「ふん、お前らはその程度しか頭に無いんだな」

　ニルスという男が、露骨に小馬鹿にしてうそぶく。他のふたりは不愉快そうに睨にらんだ。

「なんだと、成り上がりが。先ほどもよくも侮辱してくれたな」

「会長殿、司教殿、まあ落ち着いて」

「ふん、事なかれ主義者め。お前も気づいておらなんだか」

「む？　というと？」

「貴人が池に飛び込むほどの小娘だぞ？　なにか秘密があるにちがいない」

「……なるほど」「ムウ、一理あるか……」

「私は成り上がりだが、野心を持っている。人より先回りする才能がある。だから儲もうけた。そして今回は村長殿、司教殿。そちらにも一枚嚙かんでもらうのが得になると思う」

「ホウ？」「と言うと？」

「小娘について調べよう。宰相閣下の真意を暴き、その先を探るのだ」

「……いいだろう」「ワシもだ」




　　　　◯




　あたしは生きてた。

　ちょっと覚えてないけど、ばらばらな光景が頭に浮かぶ。気づいたら男の人に抱えられてるとか、馬に乗せられてるとか、なんか柔らかいのにくるまれて眠くて寝たとかそういうの。

　自分が生きてることに気づいて、目を開けたら最後の記憶は意味がわかった。なんかふかふかの寝台で、あったかい掛け布の中で寝てた。

　なんだろうこれ。信じられない。あたしは死んで天国に来たのかもしれない。気持ち良く眠り続けられる場所は天国でいいと思う。

　だけどここは天国じゃなかった。だって、お腹なかがすいてぐるぐる音が鳴ったから。これじゃ眠り続けるのは無理。なら天国じゃなくて生きてる。

　じくじく痛み始めたお腹なかをさすった。お帰りなさい、人生。

「……ここどこだろ？」

　とりあえずあたしは起き上がった。服着てない。なんでだろ。あ、でもあんまり寒くない。池に落ちたけど乾いてるってことは、だれかが脱がして拭いてくれた？

　ぼーっとする頭をどうにか動かして部屋を見渡すと、そこはとっても広くて清潔な部屋だった。床には敷しき物もの。窓から景色が見える。ガラスの窓？　お金持ちの家だここ。

「…………」

　もふ、と背中を布に預けてもういちど倒れた。

「『お妃きさきさまになるのよ』かぁ……。お母さん、こういうのしたかったのね」

　一通の手紙っぽいものを眺めては、そうやって言ってた。まあお酒くさくないお母さんは見たことないから、あんまり信じてなかったけど。

　なりたいっていう気持ちはわかった気がする。あったかいところで寝ると気持ちいい。

　だけど、もういちどお腹なかが鳴った。

　はいはいわかったわよあたし。寝てると死んじゃいそうなのよね。

「よっと」

　寝台から降りて、周りを見回す。とりあえず着るもの。そのつぎに食べもの。

　またお腹なかが鳴った。うん、どっちが先でもいいから両方見つけなきゃ。とりあえず廊下で人を呼んでみよう。

　決意したとき、部屋の扉が開いた。あっ、どうしよ。




　　　　◯




「あら、いませんね？」

「えっ」

　テレンティアの言葉に驚いて思わず部屋を覗のぞき込こむと、そこにはもぬけの殻になった寝台があった。幼女の姿が無い。

「服も着ないで逃げた？　怖くなったとか」

「いえ、館の中には少ないですが使用人もいますし、見かけたら私に報しらせが来るはず」

「隠れて逃げたとか」

　言うと、メイドがかがみ込んだ。床を注視している。

「……それもないと思いますわ。足跡が廊下にございませんし」

「そんなのわかるの？」

　館の廊下は木張りで絨じゆう毯たん敷き。わからないほどじゃないかもしれないが、断言できるほどというのは技能だ。

「うーん、ベッドから落ちてないよな」

　寝返りうって向こう側に落ちてしまったとかそういう事情じゃないのか。そう思って部屋の中に足を踏み入れる。

　ぐぎゅおおお、なんて変な音がした。

「…………」

　音の発生源、押し開けた扉の裏側を見る。

「ぁう」

　お腹なかを押さえた全裸の女の子がそこにいた。

「……ここにいたから、服と食べものを早くあげといて」

「かしこまりました」

　苦笑いしてテレンティアと入れ替わった。どうも可哀かわい相そうなタイプの子みたいだ。










「あたしはトゥーナ・クリス・キルナです。助けてくれてありがとうございます、かっか」

　しっかりと〝閣下〟呼ばわりだけど慣れてなさそう。

「子どもに敬語使わせるのめんどいし、普通に喋しやべってくれていいよ」

「そう？　じゃあそうする。ありがと。でもかっか、あとで怒るのはナシ」

「おっと、失敗しなそうなタイプだったなトゥーナちゃん」

「すぐに呼びすてしたくなると思うから、〝ちゃん〟をつけずに呼んでいいわ」

「そうか、ありがとうツナちゃん」

「つな？」

「短いほうが呼びやすくてね」

「……かっかは、ひねくれたタイプの大人なのね」

　もっきゅもっきゅパンを口に詰め込みながら、栗くり毛げの幼女はそう言った。ちょっと息が止まってたわりに元気そうでなにより。服も着せたので、隠れることはなくなった。

　村の孤児で、牧師の仕事を手伝っているそうだ。伝令が牧師に聞き取りしたところ、手伝っているというか大きな計算は彼女が全部やっていると答えたとか。

　ぐわっと口を開けてパンを詰め込む姿は、あんまり賢そうでもないんだけど。

「歳としはいくつかわかる？」

「きゅうふぁいよ」

　口に物を詰めたままちょっとくぐもった声で答える９歳児。

「んぐ、ぐ……でも、りっぱな仕事ができる９歳なんだからね」

「ふむ、そっか」

　甘く見られたくない年頃かな。

「じゃあ95×97は？」

「９２１５」

　即答だった。マジか。

「なんで９２１５にした？」

　これは僕がわからないのではなく、手順を知りたかったのだ。だが、トゥーナはきょとんと首を傾かしげた。

「ふつうにかけ算しただけよ」

「……ジョン・フォン・ノイマンかよ」

　暗算がだれよりも早く同時代の科学者から〈宇宙人〉とあだ名された数学者だ。電子計算機コンピユータの発明にも関わり、電子計算機が完成したときに計算が合っているかどうか隣で答え合わせする役目を任された。そのとき彼は『おれの次に計算が速いやつができた』と喜んだという。

「じゃああなたは？」

「うん？」

「あなたはなんで９２１５にしたの？」

　そうきたか。

「１００から95をひくと５。97をひくと３。答え同士を足すと８。(100-8)×100+5×3=9215だから」

　簡単なやりかたで暗算が素早くできる計算を選んだのだ。

「……どうしてそんなふうに考えるの？」

「んー、ちょっと書いて説明しようか。95も97も１００に近いだろ。１００×１００の正方形のうち、余分な部分だけひいて考えればいい。つまり５と３だな。１００からひいてしまう。２回ひいてしまっているから、１回足しとく。それで９２１５。こういう方程式もある」




【図Ａ参照】




　トゥーナが目を見開いた。

「それ知ってる。一次式ね！　本で読んだわ！」

「そうそう」

「あたしも畑の大きさ合わせるのに逆のことしてたのよ」

「畑で、逆のこと──因数分解したってことか？」

「うん、正方形の畑がタテとヨコをｘで、かたほうだけｘの倍数の大きさとして。で、てきとうな大きさに畑を区切ったのを作るの。長さをそろえるのがコツね」

「あー……描いてみて」

「うん！」




【図Ｂ参照】
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　元気良く描き始めるトゥーナ。

　描き上がったものを見ると、畑の大きさでパズルのような因数分解がされていた。

　それを見て納得。

「なるほど、式の展開と因数分解」

「んっふっふぅ～。これ便利～」

　幼女は筆記具に感動していた。気持ちはわかる。黒鉛を木の板で挟んだ鉛筆。これがインクと羽根ペンだと、インク壺つぼとペン立てを用意して、インクを適量つけて……というめんどくさい注意事項がある。それになにより、鳥の羽根は折れやすい。ポケットにつっこんでおけない。

「しかし、天才っているなぁ……」

　半信半疑でいたのだが、この少女はろくな教育も学習環境も無かっただろうに自力でいくつかの式にたどり着いているということだ。

「しかし『ふつうに計算した』か……野生の天才を捕まえたけど、ちょっと育成しないと『あの数式』は無理そうかな……」

　レベルが低い伝説のモンスターを前にしたモンスターは、こんな気分だろうか。いや、トレーナーのほう？

「はーすごい……こんなに食べたのはじめて……」

　ようやく食べ終えたトゥーナが、お腹なかをさすって恍こう惚こつとする。運んできた食べ物が全部無くなっていた。

　幼女が足を揃そろえて座り直す。

「えっと、あのやさしそうなお姉さんにきいたけど、かっかは命をすくってくれたのよね」

「まあ、結果的には」

　というより途中経過的にか。数式の謎を解いてもらうためにやっているわけで。いやでも、同じ理由で同じことされそうな子は助けるか。じゃあ普通に〝助けた〟でいいのかな。

「恩返ししたいんだけど、あたしにも目標があるの」

「へえ、それはいいことだ」

　日々を目標へ向かうために生きている人間は、とても行動力がある。

「だから、だからね。かっかがあたしを使うなら、お金がほしいの」

「ほう」

「大人と同じくらい」

「なるほど」

「えと、言ってること聞いてくれてる？」

「もちろんだ」

　大人相手に交渉を試みる女の子。これも〝目標〟の力かな。たくましい。

「実はね、僕にも目標がある。だけどそれをするためには、きみにいままでより勉強と計算をしてもらわないとならない。きみがそれをしてくれるなら、大人と同じだけお給料を出そう」

「えと、どれくらい？」

「１年契約で銀貨１００枚」

　トゥーナがむっと体を小さくした。

「そ、それじゃ足りないわ。子どもだからってばかにしないで」

「ダメだった？」

　王都では家族持ちが１年暮らせる金額の相場なんだけど。

「じゃあちょっと色をつけて１２０枚」

　しかしトゥーナの反応は良くなかった。

「大人ならもっと何倍ももらってるの、しってるんだからね」

「いや、たしかにもらってる人もいるにはいるけど……」

　それは上級役人から上くらいでは？　と考えて、気づいた。

　このあたりで流通する小銀貨は、僕が普段扱うフィセター銀貨の20分の１くらいの価値だ。

「フィセター銀貨で、なんだけど」

「ふあ？　ふぃせーたー……大銀貨？」

「そうそう」

　まばたきをひとつして、少女が肩から力を抜いた。そのまま首の力も抜いて、天井を向いてしまう。

「けたがちがった……」

「身に覚えがあるなこれ」

　僕もソアラに賃上げ要求したら前金で年収分くらい渡された覚えがある。

「だったら、１２０枚で契約成立でいいかな？」

「すきなだけあたしをお使いください、かっか！」

　ばね仕じ掛かけのように急に立ち上がったトゥーナが、紅潮した顔で叫んだ。

　背後でがしゃんと物が落ちる音。

「な、なおきさん……そんな小さい子を……？　ち、小さいほうがよかったんですか……？」

「即誤解するのやめてくれないかなソアラ！」

　元祖間の悪い子がそこにいた。

「そあら……なおきさん……？　かっかは使用人とお友だちなの？」

　目を丸くするトゥーナに、咳せき払ばらいをして青ざめた顔をひっこめたソアラが歩み寄る。

「ふっふっふ。ナオキさんは身分にこだわらないかたですけれど、わたしはただの使用人ではないのです」

「それじゃあ、なんなの？」

「わたしは……お忍びでこの地に来たのです。使用人とは世を忍ぶ仮の姿。本来のわたしは、なんと──光出ずるファヴェール王国が王家ロートリンデの第一継承者。エストラエンソを祖にダーラナの盟約に名を連ねし血脈。ソアラ・エステル・ロートリンデ王女です！」

　三角巾を取り去り、髪をぶわっと広げながらソアラがドヤ顔をした。『そんな大仰な挨拶見せたことほとんどないのに子ども相手にそんな。〝仮の姿〟とか言って調子に乗って』

　いろいろ突っ込みたかったけど、トゥーナの前なので王家の威厳を気にして黙っておいた。

「えええっ!!　すごいっ！　すごいすごいすごいっ!!　──お姫さま、お姫さまよねっ！」

　ツナちゃんは大ハシャギだ。今日びヒーローショーでもこんな大歓声をあげる子どもはいまい。調子乗ったソアラもちょっと照れつつ嬉うれしそうだ。

「じゃあじゃあ、かっかとお姫さまはみんなが死んじゃうのを助けに来てくれたのね！」

「「──えっ？」」

　トゥーナはいっぺんの曇りも無い眼めで、僕らの予想だにしなかった危険なことを口にした。

　なにそれ。ちょっと詳しく。










　経済学者のトマス・ロバート・マルサスが記した『人口論』というものがある。一般に『マルサスの人口論』と呼ばれたりもする。

　そこで述べられている前提はこうだ。

　①食糧は人間の生存に不可欠である。

　②人間は異性に欲情する。

　マルサスはまず「人間は可能な限り繁殖する」という法則性を提唱した。そしてまたその法則性がもたらす危機を想定し、社会に投げかけたのだ。

　いわく「人口は指数的に増加するが、食糧は線形的にしか増やせないため、生活資源は必ず不足する」というものである。

　数学的に言うと「個体増加速度dP/dtは個体数Ｐに比例するため幾何級数的に個体数が増加する」ということ。

　簡単に言うと「畑より人間のほうが早く増える。増えすぎてみんな飢える」ということだ。

　図にするとこんな感じ。




【図参照】
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　このマルサスの警告は１７９８年に発表され、ヨーロッパ社会に衝撃を与え多くの知識人から注目される。と同時に、強い批判も浴びた。

　資本主義的な論によって著名な経済学者からマルサスの人口論は否定され、経済学的には２００年あまりも評価されることはなく影をひそめていた。

　しかし、世界の人口爆発と地球の生産力の限界が取り沙汰されるようになった20世紀で、マルサスの人口論は再び脚光を浴びる。

　人口増加法則については、マルサスさんが初めて発見したわけではない。13世紀のレオナルド・ピサノの算術書にも、かの有名な『フィボナッチ数列』として幾何級数的成長の法則はうさぎの増殖をモデルに書かれている。オイラーも微分方程式で提示していた。

　そして、この世界ではトゥーナ・クリス・キルナという少女が、同じ知見に至っていた。

「畑の収穫がすごく減りすぎてる。なのに、移民がたくさん増えてて食べ物がないの。そのせいでたぶん麦が買えなくなるくらい高くなる。そうすると、このへんの農家はたくさん死んじゃう。みんなそんなにお金がないの。戦争で持ってかれたり、焼かれたりしたから」

　その大胆な予想に、僕とソアラは顔を見合わせた。

　そして、悩む。

「減りすぎてる、ねえ……どの程度なのかがわからないな……」

「それだけでは……たしかに麦の相場は上昇傾向にありますが、戦の影響と買い占め、それに兵隊たちの兵へい站たん的負担もありますし。これからベネルクス連合王国の船との交流が盛んになって、穀物輸入を増やすことになっています。特別な理由がないかぎりは、それで戻りますよ」

　マルサスの人口論も、２００年経たつまで表に出なかったのは理由がある。輸送技術の向上や化学肥料の普及、つまり食糧生産技術の向上が低く見積もられていたことだ。技術の発達は人口を支える。

　しかしトゥーナは頰を赤くして力説した。

「あたしはいろんな計算をしたけど、数字を忘れたことはないの！　お仕事で10年ぶん台帳をつくったりしたし、いろんな村の畑もどんなのか知ってるわ。見たことないけど、収穫量は知ってるのよ。このあたりの畑は、とってもおかしいの」

　幼女の口からそんな話が出ることにちょっと困惑する。

　しかし、ソアラは僕を見た。

「ナオキさん、リーラムで税収の低下などありましたか？」

「そもそも徴税が滞ってる。台帳作成なんてぜんぜんできてなかったよ」

　まともな守備兵をようやく各地に配備できたというくらいだ。徴税するにも徴収した税を運ぶにも、まずは安全が確保されなければ仕事はできない。

　戦地で荒らされた土地は免焼税などで共同体の財布も激しく出入りしているから、帳面が整うまで待ってくれと言われれば受け入れざるをえない。

　だってこのへんの村を見捨てるような持久戦を選んだのは、僕だし。

「急いでください。兵隊は４個中隊６００名が駐屯地にいます。彼らを使って工事と徴税と、それに兵役の布告と行政官にここ最近の調査をさせてください。わたしはお忍びですから、お手伝いしかできませんけれど」

「あ、お忍びは本当なんだ。まあわかったよ。つまり、遅れてたこと全部だな」

　もともとそのために来たわけだけど。姫がこっそり連れてきてくれた２個中隊がありがたい。中隊付き事務官とか主計係にも仕事をぶん投げよう。

「え、えっと……どういうこと？」

　トゥーナが僕と姫を見ておろおろしている。

「えっとだな、王女殿下はきみの言うことを信じてくれた。だけど、それを数学的に証明しない限りは正式に関与できない。なにせ地元には地元のルールがある。だけど軍や国政に深く関わる事態なら兵隊の武力を盾にしてでも横車を押してくれるっていう──」

「かっか、あたしは子どもなの。もうちょっとわかりやすく言って」

「たくさん計算したら、力ずくでもみんなを助けてあげます。王女がお約束してあげます」

「ありがとう姫さま！」

　ぱあっと顔を輝かせて喜ぶ幼女の姿に、ソアラはにっこり微ほほ笑えんだ。

「かわいいですね……」

「懐なつかれたね」

　肩をすくめる僕に、トゥーナがはっと振り向いた。

「あっ、かっかのこともちゃんと好きだから！　助けちゆーしてくれたし！」

「ツナちゃん、きみはいま導火線に火をつけたぞ」

「？」

　ソアラが真顔で僕の顔を見つめる。かすれて震えた声で、つぶやいていた。

「なおきさん……ほんとうに……小さい子が……？」

　発火点の子どもを追い出してから改めて誤解を解くのに、１時間近くかかったと思う。










　次の日。

「トゥーナ、算術書はとりあえずしまって。牧師さんが来るから」

「大丈夫よ。あとちょっとだけ」

「だめだ。しまいなさい」

「ちぇー」

　ソアラが持ってきた数学の本を渡したら、黙々と読み続けてる。ノート代わりの石筆と石板は、すでに何度も計算が書かれては消されるのくり返しだ。

　トゥーナを雇うと決めた僕は、まずは彼女を養う牧師に会わねばならない。悪いとは思ったものの、駐屯地に呼び出しをした。村に行くならまた兵隊を引き連れていかねばならないので、刺激しそうだったし。

「御主人様、先ほど妙な要望が届きましたわ」

「妙な要望って？」

「参事会会長が、面会を希望しております。しかも、大至急と」

「なんで参事会が？」

「わかりません。理由を説明しないので」

「……敵軍に攻められたとかではなさそうだしな。オラフのすぐあとくらいに会うって伝えておいてくれ」

「かしこまりました」

　顔を合わせたのがつい昨日だ。その間に緊急の用事ができるような心当たりは無い。

「嫌な予感がするな……」

　それはそれとして、

「早くしまえって言ってるだろツナ坊！」

「はぁーい」

　ようやく本を閉じて片付け始める幼女。生意気な。










「どうもこんにちは、オラフ牧師」

「ご機嫌麗うるわしゅうございます、宰相閣下」

　いちおうそんな感じでオラフ牧師とはにこやかに挨拶できたのだが、大人が口を開くより素早くトゥーナが身を乗り出した。

「ねえねえ、あの裁判どうしてとめてくれなかったの？　あ、剣とか槍やりで脅されてたのは見てたのよ。でもおんなじ神さまを教える人なんでしょ、友だちじゃないの？　なんでオラフは魔女めーって言わなかったの？」

　子どもは興味があることに一直線だなおい。聞きづらいこと全部言う。

「ふん、これだからうるさ──あ、いや失礼いたしました宰相閣下。発言をお許しください」

「ええもちろん」

「……いいかね、トゥーナ。私はお前が不当な扱いを受けたことに、伝統派教会へと抗議を送っていた。不幸な行き違いから、悲劇を生んではならない。しかし人は怖おそれで目を曇らせ、私の言うことを耳に入れなかった。同じ神に仕える身でも、信じるところがちがう者はいる」

「だから？」

「私が兵士を呼んで蛮行に及んででもお前を取り戻そうとした、などという疑いを持たれてはならなかったのだ。正式な手続きを踏むことは、私にもお前にも不可欠な手順だった。しかし、面子めんつを潰された伝統派からの抗議もあってだな──」

「なんかへんよ、オラフ。いつもみたいに言って」

「……こっちへ来なさい、耳を貸して」

「なになに？」

　テーブルにほぼ乗っかる形でぴょんと牧師へ顔を近づけたトゥーナに、彼は小声でささやきかける。

『止められるなら止めておったわ。腹立たしいが、私の力ではどうにもならんこともある！』

「さいしょからそう言えばいいのに」

　残念ながら僕の耳は遠くない。ささやき声もしっかり聞こえた。老牧師のトゥーナに対する素のやりとりはそんなもんなんだろう。幼女のほうもべつに気にしている様子はない。

「トゥーナ、ちょっと静かにしてるように」

「はーい」

　言われた幼女は首をすくめて座り直した。僕は咳せき払ばらいしてオラフさんを見る。

「それではオラフさん。今後のこの子の扱いをどうされますか。本人が同席しててもいいとおっしゃったので連れてきましたが、察するに良いい話だと期待しています」

　悪い話なら子どもの前でやろうとは言わないだろう。牧師らしい静かなうなずきで、老人は答えた。

「その件ですが、宰相閣下に雇っていただいたことに感謝を。見たかぎり寝食ばかりか服までいただいておるようですな。慈悲ある施し、と思って良いでしょうか？」

　衣食住についてあとで代金を請求するのか、という疑問だろう。僕はさっくり答える。

「いいえ、施しではないです」

「では、どういうおつもりでしたかな？」

　老人の気配が途端に硬くなった。僕を深く探ろうとするかのように目を細めて見つめてくる。

「これは、本人の才能に対する投資です。仕事するならモチベーションが高いほうがいい。衣食住については、前金みたいなものです。これにプラス提示したお給金。それくらいもらう価値が、この子の才能にあっただけです」

　施しとかではなく、この環境を与えるくらいトゥーナを評価している。ということだ。気まぐれに取り上げたり、いきなり放り出したりしないということを知ってもらいたかった。

「ん？　あたしのこと褒めてる？　ん、ん？　えへへー」

　ツナちゃんがうざい。

「……宰相閣下も人が悪い」

「トゥーナからは、オラフ牧師はもっと強こわ面もてだと聞いていますけどね」

「子どもの口が軽すぎることは、解決しがたい悩みですな」

　否定しないということだ。トゥーナの目にしている姿は頑固で無愛想なジイさん、というのは本当のことなんだろう。

「閣下、私としましてはこのような騒ぎのあったあと、この子をどうしても村に引き戻したいとは思いませぬ」

「えっ!?」

　驚いた声をあげたのは、話題の中心トゥーナだ。

「そんなのいいの、オラフ？　あたしがいないと紙の仕事がたいへんだよ？　まあいいならいっか。え、でもどこ行こう。１年はかっかが使ってくれる約束だけど、うーん……」

「…………」

　困った顔で固まる牧師。話の段取りをいろいろすっとばすツナちゃんの話術すごい。

「ええっと、オラフさんはこの子がどうするのがベストだと思いますか？」

「……この子は大学に行くつもりだと、つねづね言っておりました。私としましても、老骨が子どもの足を摑つかもうという気はありませぬ。村の共同体は里親に支払う養育費も不要になりますし、反対はされんでしょう。あとは……この支度金を閣下にお預けしておくくらいですな」

　どす、と小さくも重々しい音がする袋をテーブルに置いてこちらへ差し出してくる。

「この子が仕事で貯ためた金です。学費には不足しておりますが、切り詰めれば在学中の生活費くらいになる。良ければ、今後は閣下にお預けする形にしたい」

「わあ、フィセター銀貨だ」

「開けるな数えるなあとにしなさい」

　なぜトゥーナはこうも自由なのか。テーブルの上で袋を広げ始めた幼女の首根っこを摑つかんで椅子に戻す。

「──つまり、この子の面倒は僕が見るようにと？」

「特殊な才覚のある子です。凡夫の手には負いきれませなんだ」

「僕もいわゆる〝凡夫〟のカテゴリなんですがね……」

「ははは、ご冗談を」

「はは、冗談ならどれだけ良かったか」

　言いつつも、考えてみる。

　この世界では子どもだって貴重な労働力にカウントされる。しかし子どもが子どもであることは変わりない。トゥーナは村では孤児で、共有財産に計上した村の財布から里親に養育費が払われる。つまりそんな仕組みが無ければ、放置され死んでしまうからだ。

　まちがってはいけない。金があればなんとかできるのは、大人だからだ。子どもが金だけ持っていたところで、奪われるなり騙だまし取とられるだけである。

　労働力として僕が雇い入れた前例といえば、テレンティアがそうだ。王都の屋や敷しきでもここでも、使用人兼副官という兼任をこなす敏腕。対してトゥーナはどうか。計算師の仕事を与えてあげることはできる。しかし、衣食住は？

　テレンティアとのちがいは、まさにそこだ。トゥーナを預かろうと考えるなら、あと十年近くは世話をする覚悟でいないとならない。恐ろしい。恐ろしいが、しかし、

「いいでしょう。わかりました。トゥーナは僕が預かりますので、安心してください」

　結局、そう言った。

「……それは良かった」

　オラフ牧師が肩の力を抜いた。だが、

「あー、いちおう本人の意志も聞きたいんだけど……トゥーナは、それでいいか？」

「えっ、あたし？」

　びっくりした顔で幼女が僕を見る。そしてオラフを見て、僕を見て、ぷくっと鼻をふくらませてなにかを考えた。

　それから答えを出したらしく、うなずく。

「大学には、行かせてくれる？」

「いいよ。今年から王都近くの町にある大学に援助金を出すから、そこの奨学金制度の審査を受けてみてもいい」

「じゃあ決まりよ。オラフ、いままでありがとう」

　欲求にものすごく素直なお子さまだった。牧師は肩をすくめる。

「閣下に愛あい想そを尽かされんようにな」

「そんなのぜったいにないもん！　大丈夫なんだから！」

　常になく強いツナちゃんの様子に目を見開いたオラフ牧師が、額を搔かいて僕を見つめる。

「……大丈夫ですかな？」

「え？　あ、まあ大丈夫だと思いますけど。子どもが生意気なのは当たり前だし」

「……うぅむ、そうですか。閣下は……そうですか」

　なにかをもごもご口の中で嚙かみ潰している牧師がいた。なんだよ。

「まあ、きっと大丈夫でしょう。……そうあれかしエイメン」

　なぜいま祈る。

　ともあれ、これでトゥーナのことは一件落着ということにしよう。

「それで、オラフ牧師。トゥーナの件はそれでいいとして、もうひとつ。頼んでいたものはいただけますか？」

「はい、こちらです閣下。どうぞご自由にお使いください」

　牧師が床から包みを取り上げて開き、テーブルに恭うやうやしく置いて差し出す。それは、本のような分厚い紙束だった。トゥーナが首を伸ばして覗のぞき込こむ。

「なにこれ？」

「教区簿冊だよ。調べものに必要だ。きみが言ったことについてもね、データが欲しいんだよ」

「へー」

　教会が管理する死亡者・結婚者・出生者などの住民の記録や、畑にかけられた何種類もの税やその他の帳簿などが載っている。もちろん１冊ではないだろう。

「残りは？」

「使用人のかたがたにお渡しいたしました。なにしろ、量が量でありますからな」

　形式的な受け渡しの確認のために、１冊だけ持ってきてくれたようだ。

「ご苦労さまです」

「なんのなんの。この国で福音派教会が広く信徒を集められるのは、王家のご支援あってこそですゆえ」

「近いうちに、気持ちばかりの喜捨も──」

　そのとき、館に怒号が響いた。

「ええい、通せ！　私をだれだと思っている！」

「……なんだ？」

　廊下から騒がしい声が聞こえてきた。ヒステリックな男の声と、制止しようとする使用人の大声が届いてくる。

「なにやら、騒がしいですな」

「やなよかんー」

　だんだんとこちらに近づいてくる。僕とオラフ老は立ち上がった。

「トゥーナ、隠れてろ」

　言ったとたん、幼女は素早く銀貨の袋を手にして調度品の後ろに隠れた。手慣れてるなきみ。

　ちょうどそれと同時に、音を立てて扉が勢いよく開いた。

「ああ、ここにおられましたか！　宰相閣下、なぜ私をすぐにお呼びくださらなかったのですかな！　あれほど至急と申したのに！」

　息を荒げて僕を見るなり叫んだのは、ニルス。参事会会長だった。

「今日中に会えるよう手配はしたでしょう、会長さん。予定の時間より前に、しかも来客中に押し入ってくるなんてどうかしてる」

「来客？　ああなるほど、福音派の牧師ですな。ということは、教区簿冊の閲覧でしょう？」

　ニルスがにやりと口くちの端はを吊つり上あげて笑った。

　僕はオラフに目を向ける。牧師は小さく首を横に振った。心当たりは無さそうだ。

「教区簿冊これがどうかしたんですか？」

「白々しい！　いえ、事が事だけにしかたありませんな！　いいでしょう、私の情報網が伊だ達てではないと教えて差し上げます！　では彼らには引き下がってもらえますかな？」

　ニルスの背後で、手荒に扱っていいものか迷っている使用人たちがいる。彼らは普通に雇われた使用人たちだ。

　僕は少し悩んだものの、手を振って部屋の外に下がらせた。扉が閉まるか閉まらないかまで待ってから、参事会会長は鼻息荒く口を開いた。

「あの小娘になぜ宰相閣下がそれほど執心するのか、私は注意深く調べましてな。そして、重大な真実をついに発見いたしました。宰相閣下が探しておられたのは──これでしょう!!」

　得意満面な顔で、ニルスが懐ふところから小さな紙を取り出した。封書だ。

「なんですか、それ？」

「ふ、そんな顔をされるのもいまのうち。これは本物でございますからなぁ！　さあ、宰相閣下、どうぞ検あらためくだされ！」

　首を傾かしげつつそれを受け取り、広げる。

「『大いなる我が主の慈悲により、畏れ多くも偉大な名を汝なんじの子に洗礼名とし一部だけ与えることを認める。その者の祝福の名は〝クリス〟である。寛大なる心に感かん佩ぱいすることを許す。ただし、以後は連絡を禁ずる。館の敷しき地ちより１００歩の内に入ることもするな』……はあ、これがなにか？」

「〝なにか〟ですとな？　なにか、と？　この期に及んでまだお認めくださらないか！　よろしい、私の口から直接言いましょう。その手紙の紋章は、簡略だがこの館の門柱に刻まれたものと同じもの！　クリストヴィスト侯爵家のものだ！」

「……つまりこれは、貴族からの書簡だと？　それが？」

「その手紙の送り主は侯爵家の家令だった者。その主が、とある村の女に宛てて送ったもの。つまり──ウィスカー侯爵に庶子がいた動かぬ証拠！　では、その庶子の名はなんなのか？　〝クリス〟だ！　クリスという洗礼名を名乗る子どもが、宰相閣下の手に握られましたなあ？」

「……まさか」

　そこまで言われれば、さすがにわかる。

「トゥーナ・クリス・キルナ。あの小娘は裏切り者の侯爵家の娘。──その血を取り込もうとしたのですな！　いやあ気づくのが遅れてしまいました。まったく、巧妙なお方だ。あれは裏切り者の領主でしたが、古い血であるのはまちがいない！　庶子とはいえ、手もとに置いておけば使いみちはあるかもしれないし、不要になれば処分できる！　冴さえたやりかたですな！」

「…………マジかー」

　天を仰ぐ。

　その的はずれさにびっくりするし、なんでそんなにドヤ顔で言うのかわからない。あれか。見抜いたのすごいでしょ的なあれか。

「教区簿冊には、出生記録もある。この城館にある滞在記録と照らし合わせれば、庶子を生んだ売女ばいたがこの館で洗濯女でもしていたときと時期が重なるはず。そういう公文書が欲しかったのでしょう？」

　べつにいらない。

「しかしそれより、これのほうがいい！　貴族の紋章付きというだけで、死んだ女の遺品から価値のわからぬ手紙を盗んだ輩やからを突き止めましてな！　あなたの狙いはこの領地、そうですな？　有能な私にも一枚嚙かませていただければ、損はさせませんぞ……？」

　びっくりするほど卑いやしい顔で僕に笑いかけながら、ニルスが握手を求めて手を差し出してくる。僕は額に手を当てて、彼に関する記録を読んだときにどんな印象だったか思い出す。

「……会長さんは、侯爵には遠ざけられてた一派でしたね。ウィスカー侯が裏切り、失脚したときに彼とどっぷり付き合っていた有力者はだいたい一緒に兵団に加わった」

　記録を見ればそれくらいわかる。

「既得権益を享受していた彼らの予想は、外れた。王室はオルデンボーと早期講和で決着した。オルデンボーの兵が国境近くでいやがらせのように野盗をしていたとき、残った有力者はだいたい隣国のトロンに逃げた。本人たちも野盗を傭よう兵へいとして雇って略奪許可を出しながら」

　戦争はろくなことがない。あまつさえ船が沈みそうだと知ったときに船長がいの一番に逃げ出していたら、残った水兵たちは大混乱だ。

「野盗の大部分が解散したあとでも完全に終息するまでは混迷はつづく。そういう時期に野心と度胸でのし上がる人というのは……強運の持ち主だ」

　それがこの土地で起きたことであり、彼が参事会会長として収まった理由でもある。混乱期に現れた野心家は自信満々だから、なんとなく人気が出てしまうことも偶然が重なると無くもない程度にはあるのだ。

「ニルス・ニコラス・デフェリス会長。あなたはきっと、僕と同じで幸運な出会いと行動を重ねて出世した新しい現場の人なんだろう」

　という詳細な分析は、テレンティアによるもの。たかが資料だけでそこまで読み取るのは、僕の得意分野ではない。だからこそ、信しん憑ぴよう性が高いわけだけど。

「そのとおりです、宰相閣下！　さあ、手を結びましょう！」

「無理っす」

　読んだ手紙をその手に置いた。

「──は？」

　握手するつもりだったのだろう。参事会会長はくしゃりと潰れた手紙を握りしめて、ぽかんと僕を見つめてくる。

「いや、無理です。僕にはあなたの考えがわからない。新しい世代になったばかりってことは、利益が出る前の段階だ。つまり損をひっかぶらないといけないんですよ。なんでそんなときに自分の足元を固める前に、前の人たちを掘り返そうとしてるのかわからない。ほんと無理」

「え、いや、それは……前世代を利用して、私たちは利益をうまく……」

「新しい通貨を発行したのに古い通貨で取引してたら、信用されるのは古い通貨のままだ。理屈に合わない。これからは、伝統を疑う時代だ。血統に頼っている場合じゃない」

「…………せっかく！　せっかく私が、この私が苦労して手に入れたものをここまで無下にされたのは初めてですな！」

「僕も同じ気持ちです。僕はあなたが混迷した人たちを率いた手腕を評価していた。きっと実力派の人だと思ってた。なのに、こんなことを言い出すなんて……すごく残念だ」

　顔を真っ赤にしてニルスが僕を睨にらむ。

「ふん、では次の定例会議ではさぞや新しい施政を布告するのでしょうな！　少しでも瑕か疵しのあることを発言できるとは思われぬことだ！」

「会議の提案と、個人的な戦略方針はべつでしょう。この件は合意できずとも、政策は国民の利益になるよう考えて作成してる。協力願えませんか」

「できるわけがない！　私は失礼する！」

　勝手に先走って勝手にぶちキレて、そして勝手に帰っていく参事会会長。

「……よろしいのですか、閣下？」

　ニルスの背中が見えなくなってから、オラフ牧師が訊たずねてくる。

「よろしくはないですけど、できない約束は最初からするもんじゃないですからね」

　それより、だ。

「……おーい、ツナくん？」

「あっなっ、なにっ？」

　声を裏返らせたトゥーナが、隠れていた場所から飛び出てくる。

「聞こえてたか？」

「それは、う、うん。声おっきかったし」

「だよな……自分のこと、知ってた？」

「ぜんぜん」

　ぷるぷる首を横にふる幼女。

「お母さんは『あたしはお妃きさきさまになる』なんてずっと言ってたけど、まいにちお酒を飲みながら言ってたのよ。本気だなんて思わなかったわ」

　僕は腕組みして窓の外を見た。特に意味はない。現実逃避だ。遠くが見たい。

「まさか……こんな小さな子が爆弾だったとはなあ……」

　地元の有力者があの調子では、会議では難癖つけられることは確定だ。

　徴税や国民軍編成がこの地域で遅れているということは、市民が僕らの政策に懐疑的だということだ。それを解消しに来たのに、妨害を受けながらでは当然状況は厳しくなる。

　市民が政策に懐疑的ということは、不景気になるということだ。『これから良くなる』と市民が信じている状態なら、自然と財布の紐ひもが緩んであれこれ買って仕事に精を出すだろう。働くほど金が入るのだから。その逆だと、不景気になる。僕らの政策には好景気が必要なのだ。

　もしもトゥーナが危惧する『収穫の著しい減少』がいままさに起きているとしたら、それを議題に挙げようと思うなら対策まで考えた提案でなければならない。

　たとえば『収穫が減っているかもしれないから調査する』と言えば、曖昧でネガティブな議題に『不安を煽あおっている』とか難癖つけられるし、その後に調査して対応しようにも『あいつらが来たから悪いことが起きた』などと攻撃材料にされる。

　彼は既存の権力に逆らう解放者として名声を集めているのだ。僕はすでに武力行使で裁判に介入したよそ者である。彼なら悪いほうに煽あおるのはお手の物。それで民衆を味方につけるのも得意技だろう。批判するだけなら馬鹿でもできるし、それが賢く見える手っ取り早いやりかただ。

　つまり地元有力者たちと協議して……ということはやっていられなくなった。こちらで真偽をしっかり判定する。原因を突き止める。そして『これからは良くなる』とみんなに思わせるような解決策を同時に発表する。

　そこまでできてようやく、行政改革が始められるということだ。

「ううむ……なんとかしないとなー……」

　とりあえず、ソアラたちと相談だ。










「どうして庶子を見つけたくらいでそこまで思いこめるのでしょう……」

　ソアラは頭を抱えた。僕と同じ反応だったので、ちょっと気分が軽くなる。

「やっぱそう思うよな？」

「いいえ。おふたりは、血統に対する信仰を甘く見過ぎてございます」

　テレンティアがそう割り込んだ。

「そうか？」

「たとえば、いまはどこかで女中をしている女の話なんですけれど──」

「それはつまり僕の目の前にいるメイドさんの話か？」

「お尻が柔らかいメイドさんのお話なんですけれど、たしかめます？」

「わかったもう邪魔しないから！」

　こっちに下半身を突き出すのはやめてほしい。ソアラの目が怖い。

「ええ、ではメイドさんが生まれたお隣の帝国だと、宮廷で惨劇が起きましたわ。民衆が飢えに瀕ひんして『救世主』を求めたときに『我こそは正統な後継者である。いま起きている災いは、すべてまちがった血統によるものだ』と扇動されたのです」

「むう……」「ああ……」

　ソアラと僕は黙りこくる。その帝国で起きた混乱はファヴェールの出兵という事態をも起こし、つい最近ようやく沈静化へ向かったばかりだ。帝国からすれば、国の首脳部が何度もひっくり返って領土を大きく削られた大混乱が引き起こされた形だ。

「まあ、その彼は偽にせ物ものだったのですけれど。偽にせ物ものひとりで帝国は崩壊しましたわ。煽せん動どう者の手にちょっとした本物があれば、もっと楽にことを運べるかもしれません。そして、いまこの土地で権力を握っているのは、煽せん動どう者にちかいタイプのかたですもの」

「なるほど。つまり僕が計算能力に目をつけてスカウトしたくなったように、彼らにも自分にぴったりの人材が見つかったように見えると」

「そのとおりにございます」

　それはテンション上がるかもしれない。

「そういうことなら、まあ理解出来ないでもないか……」

　僕なら選ばない手段だけど、そういうのを好む人もいる。そんなところで。

「じゃあ具体的な問題の、政策発表についてだ。定例会議への参加は今後のためには避けられないし、かと言って布告した政務に悪い印象を付けられるのも困る。しかし、トゥーナの意見では下手を打つと飢き饉きんが起きてしまう。それは放置できない」

「飢き饉きんは暴動への第一歩でございますからね……。御主人様のような細い男性ですと、物理的に八つ裂きになりますし……」

　さっきから発言がえぐい。テレンティアが暗黒面に傾いてる。トラウマなのはわかった。

「と、いうわけでだな。定例会議に参加する前に、この土地の問題を解決できる政策が必要だ。それの発表で、まず僕たちの有用性を見せつけないとならないと思う」

「会議の前にそれをするということは、結論を出してから会議をするのですか？」

「……ライアス公みたいな感じで。幸い、オラフ牧師は各地の教会とコネクションがある。事前に『こんなことで困ってませんか？　次の会議で解決策を発表します』と宣伝して、実際にそれができたら……市民を味方につけることができるんじゃないかな？　ってところ」

「おおー、よくわかんなーい」「宣伝工作を覚えてきましたね、御主人様」

　幼女とメイドから拍手をもらう。

　そして姫は、

「立派になりましたね……」

「ここに来てからなんでママ的な目線なんだソアラは……」

「……甘えてみます？」

　両手を広げてぱちぱち可愛らしいまばたきを送ってくる姫。

「遠慮しとく」

「そうですか……」

　なぜ残念がる。

「こほん。ええっと、基本方針はこんな感じだ。やることは、ツナちゃん仮説の検証。駐屯地および国民軍編成の進行。それと、徴税や政務が停滞している地域への催促だ。いいかな？」

　ソアラはうなずいた。

「では、軍に関してはわたしがやっておきます。指揮権を持つ王家からの命令が、もっとも迅速に実行できると思いますから。ナオキさんは、それ以外をお願いします」

「わかった。あとは……そうだ、トゥーナにひとつだけ聞きたい」

「？　なぁに？」

「血筋を利用して、ニルスたちに協力したいか？　たぶん、服も金も食べものもくれるけど」

　本人の意志が肝心だ。すると、トゥーナは首を横に振った。

「ううん、かっかについてく」

「いいのか？」

「うん、だって……いままで、あたしのことをあたし以外の人と取引して決めてる大人ばっかりだった。けど、かっかはあたしに聞いてくれるし。どうかな？　って。──なんだか、自分で決められるって嬉うれしいのよね。だから、かっかと一緒がいい」

「……そうか」

　思わず、頰がゆるむ。懐なつかれるとこれはこれで嬉うれしいもんだ。

「じゃあそういうことで……ソアラ？」

「ちいさい子に……ちいさい子にあんな顔させるなんて……」

「ソアラさーん？」

　口の中でぶつぶつつぶやいてるソアラに手を振って呼びかけると、姫は青い顔で僕を見た。

「ナオキさん……ち、小さくなるのはちょっと無理です」

「誤解だってさっきも言っただろ！」

　またも手て強ごわい議題だった。市民会議より、こっちのほうが打開策が見えない。

　勘弁してくれ。










　それからというもの、定例会議に間に合わせるべくしばらく忙しい日を過ごした。

　駐屯地の工事を急がせて、徴税部隊の選定と派遣と報告の受け取り。それから20年ぶんくらいの納税台帳のまとめ。そしてなにより、トゥーナという少女へ数学の指導だ。

「いいか、農産物は収穫の総量より面積あたりの収穫量。つまり、耕地面積に対する生産性で好調か不調かを見るんだ。だから税務台帳にある収穫物の量だけじゃなくて、その持ち主が持ってる畑の面積もデータに入れないとだめだ」

「そんなの見る紙たくさんすぎるよー」

「テレンティアが得意だから手伝ってもらえ」

「事務官の増員を希望します」

「……えー、こっちもいっぱいいっぱいなのに」

「こちらもですよ、御主人様？　なぜなら、苦手な文体があるとすぐに投げ出すえらい人がいますの。よろしければ、お名前を教えて差し上げますわ」

「テレンティアは王室衣装部の処理をほぼ全部やってるしね。増員は当たり前だよね」

「さあでは、こちらにいらっしゃいトゥーナさん。文書を読むときは、必要な情報にあたりをつけるコツがあるんですよ」

「お姉さんはやさしいからすきです」

「優しい……？」

「御主人様、なにかわからないところが？」

「ありません」










「統計学が発達したのは19世紀だからな……１６５０年以前には『平均値』っていうものすらあんまり普及してなかったし……」

「かっか、どうしたの？」

「なんでもない。天才に統計学教えてる状況がすごく変だなあって思ってただけ」

「変なの」

「そうだな。じゃあツナちゃん、デカルト座標も１回聞いたら使いこなせてたし、きみなら簡単だと思う。がんばって聞いてくれ」

「がんばる」

「じゃあ──」

「あっ、ごほうびは？」

「……テレンティアの入れ知恵か」

「えへへー」

「甘いのをあげよう」

「やった」

「じゃあいくぞ。データセットの平均値を真ん中の指標として、標本データの点を打つ。これでそれぞれのデータが総平均から見てどれほど大きなばらつきをもつか目で見てわかる。で、次にこのデータの値の処理平均を取る。総平均と処理平均との差を処理偏差と呼び、ここからデータのばらつきが偶然なのか故意なのかを見ていく」

「ううう……め、めんどくさい……」

「標本調査の基本が詰まってるんだからがんばれ」

「こんなことして、なんの役に立つの？」

「天才とちがって直感だけじゃ３～４割くらい間違えるんだよ、一般人は。逆に、直感だけじゃぜんぜん気づかない間違いにも気づける」

「たとえば？」

「あー……じゃあいま鍛冶場に発注してる新型大砲があるんだが、それが届いたとしよう」

「うん」

「その大砲はすごい。１００メートル先なら80％の確率で当たる。この大砲が１００発撃って80発以上当てる確率を求めたい」

「……えー、ぜんぶ書くの？　最後の答えだけでいい？　ぜんぶだと、紙が足りないわ」

「普通の人は時間が足りないんだけどね。そのとおり、めちゃくちゃ大変だ。80本ちょうど当てる確率を求める式は、こうなる」
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「80～１００まですべての場合の確率を求めるために、これと似た計算を20回やって全部足さないとならないわけだ」

「ゆびがしんじゃう」

「まあ、凡人がやったら計算時間で死ねる。普通の電卓やそろばんじゃここまでの仕事はしてくれない。『100!』とはつまり『100×99×98×97×...3×2×1』だ。１～１００全部をかけた数に対応するには、そろばんの玉じゃ桁が足りない。だけど、もしこの大砲が66発しか当たらなかったとき、故障なのか偶然なのかを知りたいならどうする？」

「……計算していられないのよね？」

「そうだ。だから、二項分布の性質を利用する。当たりと外れの本数が５より大きいとき、最適な正規分布曲線は平均値[image: μ]=Np、標準偏差[image: σ]=Np(1-p)という性質がある」

「それで？」

「80が平均値のとき標準偏差は[image: σ]=100×0.8×0.2=16の平方根で４。66は平均値の80を14下回り、標準偏差で割ると14/4=3.5。ここで役に立つのが『３シグマのルール』というやつ。正規分布に従うランダムな事象はほぼすべて標準偏差の３倍以内にある」

「ほぼすべてって、どのくらい？」

「99・７３％。１０００回やって３回しかない」

「んんん？　じゃあ、標準偏差が４のときに、12より上の14回外したときは……」

「偶然で66発しか当たらない確率は１０００分の１未満だ。──この大砲は故障してる」







[image: ]







「えーっと、じゃあ畑の収穫量の偏差値をたしかめると」

「〝偶然〟で減った範囲なのかがわかる。たとえば〝こんなに減る確率は５％未満だ〟ってなったら偶然じゃないだろう。原因究明のためになにをした畑が減ったのかを見極めるのも、同じ手順だよ。なにもしてない畑となにかした畑で、偶然以外の差になっているか」

「へえー……偏差値って、だいじだね」

「そのとおり。でもって、電卓はひとつしかない。電卓並みの計算をしたいリストが大量にある。電卓並みに計算が速い子がここにいる。……あとはわかるな？」

「あたしの気持ちをわかってくれるのは、きっとデンタ・クーちゃんだけね」

「半導体とお話するなよ。あと３００年くらいは経たたないとそのお友だち増えないと思うぞ」

「どんなにでんたくが増えても、クーちゃんはこの子だけなの！」

「名前つけてる……」










「すごい……ナオキさん、たいへんです」

「どうした？」

「小型軽量化した軽砲と、木製砲弾を技術者たちと設計しましたよね。その第一陣が工場から届いたので、駐屯地で訓練しているんです」

「いいことだろ」

「それがその……良すぎるんです。鉄砲より早く撃てます」

「……は？」

「発射薬を火薬枡ますで流し込んで突き固めるのをやめて、あらかじめ木枠で発射薬を固定したものを使うようにしましたよね。ナオキさんのアイデアです」

「そうだね」

「冷却が早くなるように、口径が小さい大砲にしましたよね」

「したね」

「そういういろんな改良をしたおかげで、訓練をすれば鉄砲を10発撃つ間に12～４発ほど発射できる砲兵部隊がいるという報告が」

「……マジで？　まずいな」

「はい。まずいです。……火薬の消費量を計算し直さないといけません」

「実験部隊にはみんな追加しておこう。エイルンラントからの硝石の輸入量増やさないと。っていうかそんなに気軽に訓練できないなこれからは」

「火薬を節約しないといけませんね……あと、火薬といえば鉄砲の弾薬包も品質管理が大変です。兵隊から鞄かばんの中で包みが破れるという報告もありますし」

「兵隊が火薬をポケットに詰めるのを禁止するために、火薬入れ作ったじゃないか。あれみたいに専用鞄かばんを作るとか。木の板で蜂の巣みたいに弾薬１発ずつ入れる枠がある鞄かばんだな」

「装備品費がまた上昇しますね……」

「こればっかりはしょうがない。いやだけど」

「メイドのお姉さん、姫さまとかっかが、すごくイヤそうにいきいき話してる……」

「嫌なことほど効率を良くするためによく考えるというかたたちなんですよ。そっとしておきましょうね」

「なんだかヘンね」

「ええ、変ですよ。でもね、いまは変になってもしかたありませんわ。……姫様ったら、現実逃避していらっしゃるから」










「うわ、もうこんな時間か……」

　時計の針が想像してたより３つくらい先へと進んでいた。おかしい。これだと睡眠時間がやばい。

　机の上をだいたい片付けてから長くなりすぎなろうそくの芯を切って、ランタンを手に取る。

　この世界の夜は基本的に、灯あかりがないと前に伸ばした手のひらも見えないような真っ暗闇である。よく晴れていて満月前後とかなら星や月が照らしてくれるようなこともあるけど。

　古めかしい廊下をろうそくの頼りない灯あかりひとつで歩いていくのは、なんとなく不気味な雰囲気がある。古めかしいと言っても、様式が古いのであって材質は比較的新しいのだが。夜なんかはどうしてもそうなる。

　ともあれそういうわけだから、いつも寝泊まりしている部屋に入った瞬間に背筋が凍った。扉の脇に、黒い人影がうずくまっていたからだ。

「おをぅふぉうおうっ!?」「ぴゃあああぁぁっ!?」

　思わず叫び声をあげると、相手も跳びはねて転がった。

「な、なんだ……？」

　心臓がばくばくいってる胸を手で押さえつつ、ランタンをそちらに向ける。

　足がある。セーフ。太ももある。セーフ。スカートがめくれて白い下着に包まれたお尻がある。セーフだけどアウト。全体としてはメイド服と長い銀髪。とくれば、

「ソアラ？　な、なにやってるんだ？」

「ふあ？　あれ、ナオキさん……？」

　メイドの正体は、ソアラだった。
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「ああ、びっくりしました……」

「こっちのセリフだよ……」

　目を合わせる。そして、そのまま目をちょっと下に向ける。

「？　ぁっ、わっ」

　僕につられて目を下に向けたソアラが、盛大にめくれ上がったスカートを慌てて直す。

「み、見てましたね？」

　暗いので顔色まではよくわからないが、王女殿下が上目遣いに睨にらんでくる。たぶん怒ってる。見てないなんて言っても無駄だし。うん、ここは。

「よく似合ってるよ」

「そう、ですか……。いつものより、こちらのほうがいいのですか……？」

「え、いや、あれ？」

　なんだか反応が鈍い。いつもならソアラはもっとこう、ぱっと怒ってふわっと忘れてくれるのに。

「ソアラ、どうかしたのか？」

「……いえ、どうもしません。どうしてですか？」

　逆に問い返されてしまう。そんなこと言われても。

「じゃあ訊きくけど、なんでこんなところで灯あかりも持たずに座りこんでたんだ？」

　暗い部屋には僕の手にしたランタン以外の光源が見当たらない。そのせいでソアラがいたことに気づかなかった。ソアラはゆっくりと立ち上がり、手をぱたぱた振る。

「そんな、灯あかりくらい……あれ？」

「これか？」

　ソアラがよりかかっていた壁には燭しよく台だい、そしてテーブルの上にはランタンがあった。どちらもろうそくは燃え尽きていて用をなさない。

「ええっと……ちょっと考えごとをしていて……」

「そ、そうか」

　こんなところで座りこんで、ろうそくが尽きるまでずっとなにかを考え込んでいたということだ。僕も集中すると周りがおろそかになることはあるけど、明るい部屋が暗くなればさすがに気づくと思う。

「……ソアラ、大丈夫か？」

「大丈夫です。なんでもありません。なんでもありませんから。あ、これ新しい資料です。少し気になることがあって……あったので、ナオキさんも見てみてくださいね」

「あ、うん。……その、ソアラ──」

「おやすみなさい。ナオキさん」

「……おやすみ」

　僕のランタンの火を新しいろうそくに移して、ソアラは去っていった。

　なんとも言えない居心地の悪さを感じたものの、渡された資料をテーブルの上に投げ出して服をゆるめた。

　すると、部屋の扉がノックされる。どうぞ、と返そうとしたのをやめて扉を開いた。夜中に扉越しの大声を出すのは良くない。

　とりあえず開けた隙間から見えたのは、細くて白い肩。

「まだお休みではないですね、御主人様？」

「テレンティア、どうしたんだこんな時間に」

「少し、お話をしようかと思いまして」

　蒸留酒のボトルとグラスを見せながら、テレンティアはするりと入ってきた。身に着けているのは寝間着みたいな薄手の長ちよう衣いだけ。最近はメイド服の装よそおいしか見てなかったので、相対的に無防備な印象があってどきりとする。

「お酒が必要な話か……。急ぎじゃないなら明日がいいけど」

「御主人様に必要だから持ってきましたのに。それに、早いほうがよろしいと存じますわ」

　グラスを置いて少し注いだテレンティアが肩をすくめる。テーブルにある資料を見て、物もの憂うげに目を細めた。

　それから、動かない僕を横目で見る。

「早くこちらへ。それとも、私が潰れるまでそこで見守ってから寝台に連れ込みますか？　私は、それでもいいですけれど」

「わかったよ……」

　夜着の襟元を指で広げて挑発するテレンティアに負けてテーブルにつく。差し出されたグラスを傾けると、少しキツめの酒精が喉を刺激する。一気に飲むのはやめておこうと加減する僕と、淑しとやかな仕草で軽く１杯めを空にするテレンティア。さすが極寒の帝国生まれ。

「で、話って？」

「もちろん、ソアラ様のことです。先ほどの姫様を見て様子がおかしいとは思いませんでしたか？」

「さっきの？　まさかずっと監視してた？」

「いいえ。でも、御主人様の叫び声で起きないほどに安穏としてはいませんわ」

　最初に驚かされて叫んだことを思い出す。なるほど。

「ソアラ様が寝室できちんと火を消すところまで見守ってから、こちらに参りましてございます。あのご様子では、万が一もありますし。火の不始末は怖ろしいですから」

「……ありがとう。気が利きいてなかったな」

　テレンティアのグラスに酒を注ぐ。

「どういたしまして」

　金髪の従者が嬉うれしそうに椅子ごと移動して、肩がくっつくほどの距離に近づいてきた。

「ところで、御主人様。女に酒を注ぐ意味は、わかっておられますか？」

「普通の貴族が主従関係を考えたら、まずありえないことだってのはわかってる。酒は注がれるもの。それが高貴な生まれの男だ。それくらいは覚えた」

「でも、御主人様は普通ではないことを平然とされていますね」

「そうだな」

「だから、ソアラ様は安心できない」

「…………」

　僕も１杯めを空にする。ゆっくりと体温を上げながら、テレンティアの言葉にうなずいた。

「そうかもな」

「お忍びでこんなところに追いかけてきたのは、ソアラ様が不安になっているからです。目を離した隙に、いままでのことが夢だったようにあなたが消えているかもしれない。そう思えば、いてもたってもいられなかったのでしょう」

　テレンティアの言葉に、僕は息苦しさを覚えて２杯めを注ぐ。そして答えた。

「僕はそんな、無責任なことはしない。それくらいわかるだろ」

「ええ、普通ならそうでございますね」

「多少なり普通じゃないのは……しかたないだろ。そういう生まれだ」

　手酌でおかわりを注ぐ。テレンティアは追いつかれまいとするかのように、とっくに次を消費していた。

「御主人様の問題が、本当に生まれつきのことだけでしょうか？　それなら、ソアラ様もこれほど大胆な行動に出ませんとも」

「問題って？」

　訊たずねると、テレンティアは僕の顔を上目遣いで覗のぞき込こんで言った。

「簡単なことにございます。──ソアラ様をフッたことも生まれつきでしょうか？」

「いやあれは……あれは、ちがう」

「ちがいません。少なくとも、姫様にとってはちがいませんでしょうね。あれからあなたはすぐに王都から遠く離れた土地に出かけて、計算少女を拾いに行きました。危うい立場も構わずその子を救ってきました。いまでは、その子に知恵を与えるのに夢中です」

「夢中ってほどじゃない」

「ソアラ様が疑問を持つにはじゅうぶんです。どのような疑問か、わかりますよね？　〝彼はもしかして、計算を教えたいだけだったのでしょうか〟と。そのような──簡単に言えば、自分自身は計算のおまけだったのか、なんて」

「……僕はソアラから離れる気は無いし、そう伝えたよ」

「〝離れない〟と、それだけ？」

　それ以上は？　そう言われた気がする。

「…………」

「姫様は気丈なかたです。自身の望みを抑えこむことにも長たけています。たとえ深く傷ついても、その流血を悟らせません。だけど血を流すたびに傷んでいて、その心は触れるだけで古傷が痛むのでしょう。だから──ひとりきりのときだけ、涙が零こぼれ出てしまう」

　そっと引っぱられた資料の紙束が、灯あかりの中に引き出される。その書類は、ところどころでインクがにじんでいた。水滴を落としてしまったような跡だ。──ちょうど、涙くらいの小さな水滴の痕跡。

　〝なんでもない〟と、そう言っていたソアラの顔。明るいところで見ていたら、言葉とはちがう感情をきちんと読み取れただろうか。

　思わず、顔が歪ゆがむ。自己嫌けん悪おだ。

　キツめの酒を喉に流し込む。少し多めに。

「なるほどたしかに……僕に必要な酒だったみたいだな」

　ため息のような酒臭い息を吐き出して、空のグラスを見つめる。

「……僕が異世界人だって話は、したよな」

「ええ、聞いておりますね」

　テレンティアには、いまや王室衣装部ほかのさまざまな執務を任せている。ソアラとの仲も良いい。そんな人物に、電卓やたまに飛び出る現代の知識などをいちいちごまかして会話などしていられなかった。

　なにより、彼女は隠し事を見抜くのが得意で僕は隠すのが苦手だ。僕のことを疑われたままでは困る。だから身の上を打ち明けていた。なにより、彼女は僕と同じで帰る場所が無いのだ。同じ境遇の仲間である。奇妙な連帯感が湧いたのも事実。

「この世界に来たときは、本当に大変だった。金が無い。水すら無い。命の保証も無い。電球すら見当たらない。まさにお先真っ暗って感じだった」

「こんなに細い腕をしておられますし？」

　二の腕を冷たい手で撫なでられる。僕は苦笑いするしかない。

「そうだよ。腕っぷしも無かった。太い腕した農民に村に近寄るなって言われて、抵抗できずに森の中をうろつくしかなかった。普通はそのまま死んだだろうな。だけど……ソアラに、出会えた。おかげで僕は生きてる」

「幸運な出会いでございましたね」

「ああ、本当に。だから、ソアラの苦境をなんとかしてあげたかった。多少の危険くらい、僕がのたれ死ぬのを救ってくれたからお互いさまだ。それになにより……ソアラの見る世界は、ソアラが考えている未来を、希望だと思った。美しいと思った。叶かなえてあげたいって、そう思ったんだ」

「……妬やけてしまいます、ね」

　テレンティアが頰ほお杖づえをついて僕を見つめる。

「……幸せになってほしい。ソアラには不幸な人生を送ってほしくない。ずっとそれを願ってた。だから……だから、さ……だから……ここからは、もう恩返しとかそういうのじゃなくなるだろ。そんなことで踏み込んでいいことじゃない。だから、つい、立ち止まっちゃったんだよ。だって僕は凡人だからな。答えに飛びつく前に、力を溜ため込こまないと──無理だったよ」

　深く、息が漏れた。胸に溜ため込こんでいたことが、外に少し見せるだけでこんなにも溢あふれ出でるとは。

「……なんか、変なこと口走ってたな。もう少し飲んだら、忘れられそうな気がする」

　注いだグラスを手に取ろうとすると、横から伸びた白い指にさっと奪われてそのまま飲み干されてしまった。

「っふぅ……さすがに、クラクラいたしますね」

　いつの間にかずいぶんと顔の赤みを増していたテレンティアが、微苦笑する。

「じゃあ奪とるなよ……」

「せっかく口に出されたのに、忘れられては困りますわ。１度口にしてしまえば、２度目はずっと簡単でしょう？」

　空にしたふたつのグラスを、口を下にして置いてしまうテレンティア。これ以上飲ませないということだろうか。

「そういうのが狙いだったか。……苦労かけるね」

「いいえ、私も乙女ですから。恋のお話は大好物でございますわ」

　クスクスと笑って立ち上がるテレンティア。しかし、その足元はふらついていた。僕の肩につかまってくる。

「おいちょっと、大丈夫か？」

「いえ……最後はちょっと一気でしたので。そちらの水差しをいただけます？」

「あ、うん」

　座ったままテレンティアを支えつつ、手を伸ばして鉄瓶を取る。

「ありがとうございます」

「でも、グラスは──」

　言っている間に、水差しに直接口をつけて飲んでいる従者の姿があった。酔ってるなー。

　大きく喉を鳴らしてから、ぷは、と一息ついて僕を見下ろした金髪の従者が、妖しく微ほほ笑えむ。

「実は、御主人様は男性的に自信がほしいのかとも思っていたのですけれど……ぜんぜんそんなことはありませんでしたね。残念です。期待していましたのに」

「いやたしかに男らしさに自信は無いけど──期待……？」

「こういうので解決する簡単なことかな、と」

　ふわりと、えもいわれぬ匂いがした。

　膝の上に乗ったテレンティアの柔らかい内ももが密着してくる。薄着の長ちよう衣い一枚を隔てただけの接触で、その細い体が持つメリハリのついた凹凸がしっかりとわかった。

　背中を僕の胸に預けたテレンティアが、慌てる腕をがしりと摑つかんで自分の体の前に回した。自然と、後ろから抱きかかえたような体勢になる。

「テレンティ──」

「しぃーっ……」

　メイドが人差し指を口の前で立てた。思わず黙る。

　それに満足したのか、テレンティアは少し座り直して深く体重を預けてくる。

　いやあの、そこをそう押し返されるとその。

「……わかりますか、御主人様？」

「な、なにが？」

　声が上擦る。

「女の子をひとり抱きしめるなんて、簡単でございましょう？　姫様にはもう、あなたからいただいたものがたくさんあります。このうえあなたに求めているものは、それ以上のものではないんです。せいぜい……この程度なのですよ」

「……そう、か」
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　邪推した僕が馬鹿だったか。

　僕に触れるテレンティアの手は冷たいことが多い。だけど、こうして密着してみればわかる。熱くて、柔らかくて、鼓動が早くて──細くか弱い。そんな小さな体だ。

　大貴族ですら手玉に取ってみせる肝の太いあの姿を体現しているのは、まぎれもなく確かな実体であることを理解する。

　それは、どれほど偉大に見えるソアラだって同じことなんだろう。

「……わかったよ、テレンティア。ありがとう。……これだけなんだな」

「わかっていただけましたか、御主人様」

　テレンティアは微ほほ笑えみを浮かべ、言った。

「ええ、これだけなのです」

「うん」

「着ているものが」

「……うんん!?」

　下腹あたりに誘導された僕の手のひらの感触は、長ちよう衣いしかない。その下に紙一枚ぶんの布地すら感じなかった。つまり──衣一枚以外はなにも身に着けていない。

「これだけでも少しキモチイイです……ぁあ……」

「人の手を無断でなにに使ってんだよ！　僕の感動を返せぇ──!!」

　怒りに任せてテレンティアを寝台に放り投げた。火事場の馬鹿力である。

　酔っ払いはくすくす笑って寝転がり、長ちよう衣いの裾を手にとってひらひら振った。

「冗談ですからー。見てみますー？」

「それやったら冗談にならないやつだろ！」

「ふふふふふっ」

　めちゃくちゃ愉快げな声を上げて、テレンティアはそのままことんと倒れて寝た。

　ちくしょう。腹立たしい。










　一夜明けて。

「あたまが、いたい……」

　二日酔いの頭の痛みというのは、脱水症状の頭痛であるらしい。そんなわけだから、朝から水をたくさん飲んで対症療法に努めている。賢いね僕は。

　賢いのになぜ二日酔いをくり返してしまうのか。それは人類不朽の謎だ。

　１時間くらい仕事をしたのだが、ちょっと文字が分裂するので机に上半身を預けた。

「あーあ、あーあ！　この忙しいのにかっかはどうしてお酒をのんでるのよ？」

　同じテーブルで仕事に勤いそしんでいたツナちゃんが怒る。

「おとなはいろいろあってな……」

「お酒ばっかりのむ人はきらい。あーあ、あたしは今日もこれを統計のグラフにするのになー。かっかはいつまでたおれてるのかしらー」

「手厳しい……」

　栗くり毛げの幼女は容赦なく言葉のナイフを投げまくってくる。なんだきみ。お酒に親でも殺されたのか。

「ナオキさん、大丈夫ですか？　あんまりお水ばかりだとお腹なかを壊しますよ。白さ湯ゆを持ってきましたから、こちらにしてください。机に顔をつけて寝てはだめです。あとでお顔が痛くなります」

　陶とう杯はいを僕の目の前に置いてそんなことを言ってくれるソアラ。背中を撫なでてもくれる。

「労いたわりが身に沁しみる……」

「体調が悪い人を叱りつけても回復しませんからね。言うなら治ってからにします」

　優しさと合理性ってあんまり相関関係無いよね。つまり、

「ソアラは優しい子だな……」

「いまのでそうなるの!?」

「ふふ、ありがとうございます」

「むおお……」

　ツナちゃんの声が頭に響く。

「……いっそ午前はみんなお休みにしましょうか。最近ずっと働きづめでしたから。テレンティアさんもそうしてますし」

　とっくに自主休日にしているメイド。あいつめ。しかし実際それはありがたい提案だ。

「ぼくはさんせいですでんか」

「かっかが頭悪そうだし、しかたないね」

　今日この幼女ひどいな。

「それではみなさん、お昼ごはんまで自由にしてください。そのときまだ調子が悪ければ、午後の予定を変更しますね」

「了解。……あー、しんどいな」

　痛む頭を押さえながら立ち上がる。体調は最悪だ。なんだか世界が斜めに──

「ナオキさん？」

「おっと」

　斜めなのは僕だ。立ちくらみしてた。ソアラに呼ばれて持ち直す。

　もう移動が面倒くさい。部屋の隅にどけていたロングソファに倒れこむ。

「あ、そんなとこで寝るの？」

「うん……どっか別の場所で遊んでてくれツナ坊……」

「はいはい。わざわざ来たのに、ほんとはあそんでいい日だったなんてたーのしー」

　棒読みで皮肉を言ってから、トゥーナの軽い足音はぱたぱた遠ざかっていった。

　体を横にしたとたん、感覚が遠くなっていく。うん、これは寝るな僕。

「あの、ナオキさん。お部屋のほうが」

「ほっといて……いいから……寝てないんだ……」

　もう、なにを答えてるのかよくわからん。半分くらいはすでに寝てる。

「えっ、そうだったんですか。やっぱり、あんな時間に資料を渡したせいで──」

「いや……そあらのこと……かんがえ、て……」

「わ、わたしのことですか？」

「…………」

「……寝ちゃい、ました？」

「……はなれな──く──」

「…………はい」

　ぴたりと、頰に温かい手が添えられた。その心地よい熱は閉じた意識にもじんわりと沁しみ入るように伝わってきて。

　すとんと落ちた。










　温かい。そう思った。

　睡眠省エネでやっていた体が覚醒に移って、より酸素を欲しがるタイミング。その呼吸を感じて、じりじり五感が戻ってくる。

　雑に寝たわりには、あんまり不快感が無い。

　不思議に思ったものの、手を少し動かしたら理由がわかった。掛け布がある。アホ丸出しで寝てるのを見かねただれかが掛けてきてくれたんだろう。オッズはソアラ0.8とその他0.2くらい。８割がた姫の所業。ありがたや。頭の下にも柔らかくて温かい感触がある。枕までとは。

　少し頭を動かすと、ふわり、と枕が動いた。……動いた？

「ふぁ……ぁ、起きましたか？」

「──大変だソアラ。おっぱいが近い。なんだこの大きさ」

「そーいうこと言うと、隠しちゃいますからね」

「あっ、ごめん。ちゃんと可愛かわいくて賢そうな王女様の目を見てお話させてください」

「……こういうときだけ嬉うれしいこと言うんですから。もう」

　まぶたの上に置いた両手をどけてくれる。ちょっと唇を尖とがらせたソアラが、僕の顔を上から覗のぞき込こんでいた。

　膝枕されている。

「僕はいま、まちがいなく史上で最も高貴な睡眠をしたな……」

　感激する僕に、ソアラがくすりと笑った。

「なに史上ですか、それ？　でも、わたしもつられて少し寝ちゃいましたね。ナオキさんがちょっといたずらしても起きないくらい、よく寝ていましたから」

「……額に〝xn+yn=zn〟の証明でも書いたか？」

「それは……少し待ってください。考えます」

「ごめん、やめてくれ。３６０年くらい待たされる」

　元ネタは有名な『n≧3のとき、xn+yn=znとなる整数解は存在しない』という『フェルマーの最終定理』だ。

　17世紀の数学者ピエール・ド・フェルマーには、アイデアを本の余白に書き込むくせがあった。彼の死後に息子が見つけた定理とそれに続くこのような記述がある。『この定理に関して、私は真に驚くべき証明を見つけたが、この余白はそれを書くには狭すぎる』というもの。

　死後に見つかった定理を証明するために数多あまたの天才数学者が束になってかかり、そして最終的に解決を見るまでおよそ３６０年ほどかかった。

　本の小さな余白に書かれたその定理に、たくさんの数学者が人生を費やしたのだ。いくらソアラの頭が良くても、証明するまで待つには僕の人生が短すぎる。

　というのはさておき、だ。

「……迷惑かけたね」

　改めてソアラを見上げて言うと、姫は僕の頭に手を添えて微苦笑した。

「いいえ、これはお詫わびですから」

「なんかあったっけ？」

「覚えていませんか？　ナオキさんはわたしのことを考えて眠れなかった、と言ってました」

　思わず目を閉じる。

「まじか……なにを自白してるんだ……」

「それにもうひとつ、言ってましたよ。〝離れないでくれ〟って。ですからわたし、きちんとお応えしてあげることにしました」

「もういいから……もう起きるんで……」

「いいんですか？　もう少し甘えててもいいですよ？」

　ぽんぽん、と頭を触られる。くそっ、調子に乗ってくれちゃって。

　体をひねって起き上がり、床に足を下ろした。ソファの端に寄ってひと呼吸つくが、ソアラがぽふんと距離を詰めて横に座ってくる。

「……なにか」

「ナオキさんも、きちんと考えていてくださったんですね？　眠れないほどに」

「それはもちろん。当たり前だ」

「そうですね。わたしだけでなくて、良かったです」

　微ほほ笑えみを浮かべて言うソアラ。

　わかってる。──というか、昨日テレンティアにわからされたと言うべきだろうけど。

　僕よりも年下の小さな体で王女を務める女の子が、僕なんかのことでずっと悩んでくれたのはよくわかってる。不安を抱えて独りでいるのはつらい。だから、ひと晩眠れないほど悩み抜いた。せめてなにかを言ってあげようと思った。

　そして、考えこんでいたら眠たげなテレンティアに肩を叩たたかれて。いつの間にか朝になっていたことを知ったのだ。

　ひと晩ずっと考え続けても、不安を取り除きつつも時間をもらえる完璧で素晴らしいセリフは思いつかなかった。

　だけど、なにも言わないよりはマシかも。くらいの結論は出ている。だからソアラを振り返り、その目を見つめた。

「ソアラ、聞いてくれ。僕はきみに必要だって言ってもらえた意味を、ちゃんと受け止めたいと思ってる。……信じてもらえないかもしれないけど、その、この土地にはその答えを出すために来たんだよ。決して逃げようとか、離れようとかしたわけじゃないんだ。だから、あの、だから、その、な？　待ってほしいんだ。ひどいことを言ってるかもしれないけど──」

「いいですよ」

「うん、わかるよ。僕だってそんなこと言われてもすぐ〝いい〟って言えな言ったいま？」

「はい、いいですよ」

　あれえ？　シミュレーションとちがう展開。

　もっと揉もめるという僕の想定をあっさり裏切って、ソアラがくすりと笑った。

「そんなに意外そうなお顔をしないでください。だってナオキさん、考えていてくれてましたから。……それがわかれば、いいんです」

「そ、そうか。……そうなの？」

「少なくとも、わたしはそうみたいです」

　それなら、いいか。

　気合を入れていたぶん、力とともに肺から空気が抜けていく。

「はぁ──良かった。……安心したら追加で眠気が来るなぁ」

「時間はもう少しありますから、寝てていいですよ」

「なら、部屋に戻るか……」

「また、膝枕しましょうか？」

「今度はそのおへそ嗅ぐぞ」

「おへっ……!?　へ、へんたいてきですよぅ……!?」

　ソアラが両手でお腹なかを押さえて顔を赤くする。

　勝った。なんにだろう。でもそんな気がした。

　謎の征服感を得た僕は速やかにその場を立ち去る。勝ち逃げは僕の得意分野だ。

　ああ、でもひとことだけ敗北宣言はしておかないと。

　部屋を出る直前で、ソアラを肩越しに振り返る。

「ソアラ、言っとくけど……僕にだって、きみは必要な人だ。それは、たしかなことだ」

「えっ、ナオキさんいま──」

「じゃあ寝るから」

「──デレましたか!?」

　無視して急いで部屋に戻った。そのまま寝台に潜り込み、目を閉じる。

「……柔らかいのが欲しくなるな」

　寝る瞬間まで自分のことを思い出すよう仕向けたのかもしれないあの姫。小こ癪しやくな。チャンスがあったら僕も同じことしてみよう。というかデレたってなんだデレたって。僕が教えた現代語だぞ僕に向けるな。

　いろいろ思考が飛んで、今度はあまり早く眠れなかった。




　　　　◯




「この数式を？」

　ひとりだけで部屋に来るようにかっかに言われて、そのとき差し出されたのがそれだった。

「そうだ。この数式にはなにか……深い意味が隠されてると思うんだ」

「ふぅん……？」

「なにか直感でもいい。どうしても知りたい。だから、頼む。解き明かしてくれ」

　渡されたのは数式。

　いつもみたいに無限級数の和とか、そういうのじゃないみたい。

　かっかはとても重大そうに、そして、大事そうにこの数式をあたしに提示した。

「……うーん、これを解いたらどうなるの？」

　あたしは聞き返してみた。すると、かっかはなんだか寂しそうな顔をした。

「実を言うと……それも、わからないんだ」

　痛みをがまんしてるような、なにかが怖いような……それを全部、耐えて歩こうとしてるみたいな、見たこともない顔だった。

「う、うん。わかった。考えるね」

　あたしはなんだか焦あせっちゃって、慌てて部屋を出た。

　丈夫な服、暖かい部屋、たくさんのろうそく、その全部をもらったときと合わせても、いまのなんだかうずうずする気持ちみたいな感じにならない。

　かっかのあの顔を見た時みたいに、なったことはない。

　あのとき、あたしには直感を言っちゃだめな気がするという直感があった。

　見た時、思った。

「こんなの……意味なんてなんにも無いよ、かっか……」




　　　　◯




　僕らにはさまざまな事情がそれぞれにあって。いろいろ忙しくしていると時間が足りない。

　それでも無慈悲に時間は過ぎていって──定例会議の日は、すぐに迫ってきた。








◯第三章　戦争するための最低のメソッド









　その会議場は、まるで劇場のようだった。

　１階部分が会議場であり、発表会場でもあった。大学の教室を豪華にしたような印象だ。壁かべ際ぎわの壇上に数十人が座る大机があって、その机を向いてたくさんの長机と長椅子が並べられている。

　それでなぜ劇場のようかと言えば、２階にバルコニーがあってそこから会議を見ることができるからだ。

「そういえば国会議事堂も傍聴席あるんだっけ」

　そんなことをむかし学校で習った気がする。観覧と言うべきなのかはわからないけど、議会に参加する目的ではなく議会をただ見るだけもできる会場というわけだ。

　定例会議に議員として参加するのは、主に周辺で文民をやってる人たちだ。

　町会会員、村民共同体加盟者、参事会会員・会長、司教・司祭、その他もろもろ。

　そして、２階で会議を見下ろすのは周辺住民ならだれでも可である。ただし安値だが立ち見でも席料が取られるので、乞こ食じきや屋根壁を求めているだけの暇人などはいないはず。

　定例会議とは衆人環視のもとで行われる、会議という名のアイデア研究発表会のようなものだというのが、僕の最終的な結論である。

　数学科の輪講ほど手厳しくは無いけど、下手なことを言えば傍聴席の人間を介して巷ちまたに噂うわさは流れる仕組みになってるということだ。

　権力者としては、悪い噂うわさなどが流れてはたまったものじゃない。気の抜けない場であることはたしか。しかも、最近赴任してきたばかりの行政官にはアウェーの真ん中って感じだ。

　僕たちは開場から間もないタイミングで、もっとも奥まった場所に堂々と陣取った。メンバーは傭よう兵へい隊たい長ちようのおっさんとテレンティア。僕の発表の補佐だ。

　これで傍聴席や長机の人間から見れば、完全に僕たちが主役である。

　さすがに人が多いのでお忍び王女のソアラと、静かにしていられないお子さまのトゥーナは留守番である。

　僕らと同じくらいのタイミングでまず士族身分らしき男たちが入場。めいめいに座る。だいたいの人物が大机か、壇上から近い椅子だ。大机のなかには、ニルスの顔があった。

　地方とはいえ士族身分の男だとは。やっぱり敵に回すんじゃなかった。反省しているが、向こうは睨にらんできている。

「宣言されたとおり、文句を言われそうな面つら構がまえをされておりますねえ」

　続いて、聖職者たちが入ってきた。司教がいる。そしてやっぱり、僕を睨にらんでいる。あの参事会会長になにか吹き込まれたか、それとも最初から協力者だったのか。

　どちらにせよ、困ったものである。

「御主人様、福音派教会のほうにはオラフがいますよ」

　しずしずと入ってきた教会関係者たちだが、その内情は激しいものがあるんだろう。なんか、会場の中でも両脇くらいに分かれた。かたや平服、かたや黒の儀典服。福音派と伝統派で互いに対抗意識を燃やしているような感じがとてもよく見える。大机には、司教と監督僧というえらそうなのが座った。

「最後が町民や農民ですね」

　言葉どおりの人間たちが入場する。列も作らない。ばらばらの塊みたいな形である。もちろん座るところもてきとう。会議の議員だよねほんとに？

　２階の傍聴席からも、それなりに賑にぎわいが届いてくる。喧けん噪そうを耳にしながら開会を待った。いや、待つほどでもなかった。

　僕らの近くに座る貴族がおもむろに立ち上がって宣言したのだ。

「諸君、これよりヨーセル定例会議を始める」

　そして拍手が軽く響いてから、それは始まった。










「本日は新たな行政官であるナオキ・セリザワ宰相閣下をお迎えしている。彼の議題を語り尽くそう」

　議長に目配せされて僕は立ち上がった。会場の視線が集まるのを見てとりながら言う。

「ファヴェール王国宰相、ナオキ・セリザワです。この土地の行政政策が滞っているので、それを進行させるために王都より派遣されました。しかし、この地の資料を集めて分析するうちに、重大な事実が浮かび上がったことをみなに提示したい」

「ふむ、重大な事実とは？」

　そう訊たずねてくる議長は敵対的ではない。それはテレンティアと合意していた。

「それは──」

「待った！」

　ばん、と机を叩たたいて立ち上がった男がいた。全員の視線がそちらに集まる。その男とは、参事会会長だ。

「ニルスさん？　どうかしたんですか？」

　僕が首を傾かしげると、議長が眉をひそめた。

「私は定例会議をつつがなく進行するためここにいるのですが、その指名に待ったをかける理由があるのですか？」

　自分の仕事にけちをつけられた、ということか。

　だが、議長の不快感表明にも負けずニルス氏は大股で壇上を歩き回る。

「左様です。いまこの時、虐しいたげられている人がいる。しからばこの身を刻まれても立ち上がらざるをえないのですからな！　宰相閣下は、非道なことをした。そのことを告げたい！」

「おお!?」「おいおい……！」「恐れ知らずだぜ」

　どっと、聴衆がさざめく。

　公衆の面前で宰相を面罵するという行為にでたのだ。それは、もはや密室で撤回し個人的な謝罪で済ませられる──という行為ではない。

　首をかけた直訴も同然だった。

「あー、いまいち覚えが無いんですが……」

　僕は不思議に思うしかない。僕のなにが彼をそんなにも興奮させるのだろう。

「ふっ、白々しい。いいですか、宰相閣下はこの土地に着任するなり、小さな村からあるものを奪い去りました。彼らから奪ったものを、返していただきたい」

「なんのことでしょう？」

「……村長」

　ニルスがふっと１階を見回すと、初日に面会に来た村民共同体の村長がゆっくりと立ち上がるところだった。あ、まさか。

「村民共同体を代表して申し上げる。我らの村で保護していたトゥーナ・クリス・キルナを──侯爵家の隠し子を、お返し願いたい」

「なんだって……？」「侯爵様の隠し子とな!?」「奪ったって、兵士で襲ったの？」「なに、なんなんだ？」

　議会がざわつきだす。

　うーむ。

「静粛に！　ここは会議場ですぞ！」

　議長が一喝する。

　小さなざわめきは残すものの、だいたい落ち着いたのを見計らって、議長がこちらを見た。

「彼の申し出は、真実でしょうかな？」

「いいえ、ちがいますね」

「ちがいませぬ！　ちがいませぬぞ！　宰相閣下はなんと卑劣な方か！　侯爵家の血筋を取り込まんがために、策を講じられたにちがいない！　トゥーナを預かっていた里親たちは、涙ながらに私にトゥーナを取り返してくれるように頼んでおりましたぞ！」

「トゥーナの里親？　牧師とはお話がついていますが」

「ちがいますとも！　たしかに、普段は牧師の家に預けられていました。しかし、それは一時的なもの！　実際里親のふたりは養育者として月１枚の銀貨の支給を受けています！」

　ちらりとオラフ牧師をうかがうと、口くち惜おしそうに鼻の頭にシワを寄せながらうなずいた。事実らしい。孤児の扱いだ。事情が錯さく綜そうして、契約が絡からまり合っているのかもしれない。

「ふむ……」

「どうかトゥーナをお返しいただくよう、市議会のみなさまからも宰相閣下に申していただきたい！　私一人では力不足、だが、議会全体が温情を示すように促せばきっと……！」

　煽あおりよる。だが、

「それは議会裁判になってしまう。告訴があるなら、定例会議が終わったあとにするべきではないでしょうか？」

「こ、子どもを取り戻すための話だ！」

「僕は定例会議に提出しないとならない重大な議案がある。逃げも隠れもできない。いまあえて急ぐ必要はないですよ」

「冷徹な……そんなことが罷まかり通とおって良いとお思いか！」

「静粛に！」

　議長がもう一度喝を入れた。そして、

「参事会会長殿、会議は常にあなたの都合が優先される場ではない。宰相閣下の言うとおりだ。まずはそちらをお聞きしよう」

「なっ──」

「なら、ぜひ落ち着いて聞いてもらいたい。みんなにもね」

「認めましょう」

　茶々を入れられつつも、議会は進行する。さて、どうなるかな。

「ありがとう。では、重大な事実を提供する。それは、この土地の畑で異変が起きているということ。異変と言えるほど──麦の収穫が減っているということだ」

　会場がざわつき、隣の人とひそひそと話し合う。反応はまだ鈍い。

　しかし顕著な反発があった。

「宰相閣下、失礼ながら、この土地のことは我々がいちばんよく知っております。昨日今日来たばかりのあなたが、いたずらに麦のことを口走るのはどうでしょうな」

　大きな声でそう言葉を投げてきたのは、当然のようにニルスだった。自分の取り巻きなのだろう。なんか貴族っぽい男ふたりをかたわらに得意顔をしている。

　彼の言い分はだいたい受うけ容いれられているようで、周辺を見回しても「いきなりなに言ってるんだろう」みたいな顔だ。多少、隣と話しても「そういえば麦の値段が……」「戦争のせいだろ」というようなやり取りで終わりだ。

　まだ信用が浅い。だから続ける。

「わかっています。豊かな鉄の鉱床であるこの地方一帯には鉱業村ブリユークが多く、食糧自給率は低い。昔から海外からの穀物輸入によって食糧を賄っている。いまさら麦が足りないと言われても〝そんなこと知っている〟と思うでしょう」

「それは……ええ、みながわかっています」

　議長がうなずく。

「しかしだからといって、全員が全員いつでも食糧としての麦を買い入れる余裕があるわけではない。そうですね？　採掘や製鉄は安定した収入をもたらしてくれるが、同時に作物を育てるのをやめられない。それだけでは食っていけないからだ」

「それはもちろん。我々は王都の人間とちがい、質素な生活を送っていますからなぁ」

　金糸の刺し繡しゆうを見せびらかすような服を着ている男に言われるのはなんかこうアレな気がしたが、構わずに話を続ける。

「麦を育てる人にとって、元手を２倍や３倍にすることは普通のことだ。なにしろ種を蒔まいて育てている。種たね籾もみは畑に植えれば３倍になる。だから、借金をして種たね籾もみを購入し、畑で育てて借りた種たね籾もみのぶんを利子つけて返す。それが慣行になっている。しかしだ、もしも作物の量が急激に減ればどうなる？　借金返済はできなくなり、飢える」

「お説ごもっともですが、要するに我々を信じていないという話ではないですか？　地方出身者には、経済観念が足りないと」

「地方だけじゃなく王都の周辺でも、そういう農民は珍しくないよ。ただ事実としてそうなっているというだけだ」

　１年足らずで３倍になるのは普通に羨ましい。だがそれでも農民の暮らしは苦しいものが多い。なぜなら、税で持って行かれるからだ。

「農村が借金を抱えるだけじゃない。収穫が急減すれば、麦の値段が上がる。それは農民だけでなく町民の生活を脅おびやかします。輸入した食糧を買う金が無くなった村と町。その両方で飢き饉きんが発生してしまうことになる。そのような事態は極力避けたい」

「だから、なぜそんなことを言い切るのかと言っているんだ！　私たちとて馬鹿ではない。最新の理論を取り入れ、それで農地改革を進めているところだ。なのになんでよそものにそんなことを言われねばならない！」

　参事会会長が声を荒げる。

「経験上、麦の値段が上がることなどよくあることだ！　いま程度の値上がりなど、私たちは経験からしてそれほどに警戒するような額ではないと」

「数学です」

「なに？」

「ですから、数学です。あなたたちは経験上、いまの麦価上昇を受け止めきれると言う。しかし、僕に言わせればそれこそ間違っている。麦の収量低下は実際に起きていることだし、早期に対処せねばならない事態だ」

「はっ、口からでまかせを言って我々を非難したいだけだ！」

　ニルスが立ち上がり、僕を指差す。

「いいか、よく聞け。我々は平均値を把握している！　そのうえで言っている。収穫量は、たいして変わっていないとな！」

　言われたことに驚いた。

「それは……意外だな。とても意外だ」

　平均値の一般への普及は18世紀以降のこと。データの平均値をとって判断の材料にするのは、この世界であまり普及していない技術である。

　普通に感心した。

「ほら見ろ！　ここが王都でないからといって馬鹿にしていたのだ！　宰相閣下は、私たちの努力を見ずに批判しているだけだ！　議長、これ以上彼に喋しやべらせるのは無駄な時間だ！」

「閣下、どうですか？」

　議長に訊たずねられ、僕は首を横に振る。

「残念だけど、おそらく平均値の落とし穴にハマっているだけかと思いますよ」

「平均値の落とし穴？」

「ええ、いいですか。５個のデータの総量を総数で割ります。このとき、データに偏りがあることを平均値は見抜けない。たとえば、こんなデータだ」




　1+1+1+1+11=15

　3+3+3+3+3=15




「どちらも平均は３だが、内情はまったくちがう。ひとつは〝11〟という異常値が全体の平均を３倍に膨れ上がらせているだけだ。自分の畑が１面しかない農家が４世帯。なのに、全体での平均は３だからすべての家で税が３面ぶんだったらどうします？　割に合わないでしょう」

「なるほど……参事会会長、どうですか？」

「う、むぅ……」

　脂汗を流すニルスに、会場がざわめく。

「続けますよ。そういったデータの偏りも含めて、我々は収量、つまり面積あたりの収穫量が減少していると結論づけました。その資料は、だれでも見られるように教会に配布しておいた。見たかったら各村の教会を訪ねてください」

　いよいよ会場のざわめきが大きくなってきた。

　先ほどの「税が３倍なら割に合わない」はずいぶん突き刺さったようだ。

「では、なぜこの土地の収穫が減少したのか？　それを突き止めるために、いろんなラベル分けを行った。土地の場所が悪いのか、作物の種類が悪いのか、収穫が減った条件を求めた。すると、意外なことがわかりました」

「それは？」

「権利者です。収量が減った畑は、家族内で土地の権利を移動させていることがわかった。それも、ここ１年以内に届け出ている者の畑ばかりだ」

「デタラメだ！　まさか人の手に渡されたからといって、麦が嫌がるわけはない！」

　ニルスが息を吹き返して叫ぶ。元気だなおっさん。

「この土地ではずいぶん急進的な一派によって、とある改革が行われた。それは〝耕した土地を耕した者に〟という運動によるものだ。土地を持っている地主に、地主に雇われている小作人が、そして作業に従事する耕作労働者が搾さく取しゆされているという抗議のもとに行われた」

「それはこの定例会議でも議題になったことがある。──そう、ニルスさんが中心になって起きた改革だ。そうでした」

　議長が緊張した面持ちで言う。

　僕が参事会会長を見ると、彼は鼻を膨らませて朗々と述べた。

「弱者を搾さく取しゆする地主ではなく、実際に手を土で汚す労働者こそ報われるべきだ。それのなにがおかしい。土地を持っていただけのなまけ者が、不当に利益をもらいすぎていたのだ！」

「ニルスさんの志は立派だ。実際、農夫に人気がでたんでしょうね。混乱していたとはいえ、こんな大胆なやりかたが、まさか定例会議を通過してしまうとは。そのときも議会はずいぶん熱狂したのでは？」

　一定規模以上の中農地主から土地を取り上げ、実際に耕していた労働者の手に渡すというやり口だ。まとまった財産を持たず雇われて農作業に従事するしかない日雇い人なんかは、人数こそ多いが権力者には人気がない。

　そこを、ニルス氏が持っていったんだろう。

「だけど、おかげで耕作地の権利は分散した。中農地主たちは、親族の間で畑の権利を譲渡して自分が持つ耕地面積を小さくしたんだ」

「なにっ──？」

「小規模農家なら、土地を取り上げられない。そういう方針だったでしょう？　だから、自分から小規模農家になったんだ。土地の権利を親族たちで分散させて、小作人は解雇した。それでどうなったと思います？」

「……ど、どうなったんだ？」

「小作人を解雇したせいで、農地の管理人が変わって作業効率が悪くなった。同じ日雇い人を使ってると目をつけられるから、日雇い人はシーズンごとにちがう畑に行かないとならなくなった。そして全体としては、農家の作業は負担が増えただけになったんだ」

「な──」

「以前までなら、小作人は数年間その土地で雇われ続けたから〝来年のため〟に開墾作業にも積極的だった。だけど、いまは農地革命の対象にならないように１年しか雇われない。だから、来年の収穫に関わることなんてしない。結果として、全体ではどんどん収量が落ちてる」

「…………わ、私が、間違えていた……？」

　目を見開いて震えるニルス氏。

　そのつぶやきは痛ましいので、議会全体に目を向ける。

「この責任は、行政面での混乱にある。つまり、戦争被害のひとつとして考えようと思う。本来、土地は領主からの借地権をやりとりするもの。この土地は侯爵家のものであったが、王家が没収し王室領の一部になったということを各地の町村に周知していただきたい」

　参事会会長が黙ると、それ以外の人たちから反対意見は無さそうだった。

「『農地革命』については、勝手ながら凍結させてもらう。こういったことは行政官の認可が必要だが、領主交代などでそれをすり抜けてしまった面があるようです。かつての農地をもういちど整理したい人は、各町と村の行政官に申し出るように。その際の費用はある程度こちらで負担する」

「やった……！」「取り戻せる！」小さな喝采が傍聴席から聞こえてきた。どうやら実際に被害をこうむった人が見に来ていたらしい。

「そういうわけで、この場を借りてお願いします。みなさんには行政官にぜひ協力していただきたい。王室としては、この土地こそが経済復興の要だと見ている。イェーセンへ鉄輸出品を運ぶリーラム地方の産業発展を目指し、さまざまな手を打っている。どうか、ご協力を」

　呼びかけると、拍手が返ってきた。

　最初はまばらだったが、徐々に乗ってくる人が増える。全員とまではいかないが、

「ありがとうございます」

　７割ほどが拍手してくれた。オッケーだ。

「これで最初の提案は、終わりです。ありがとう議長」

「今日はあなたが主役ですからな。それより……あちらをどうにかせねば」

　議長職の彼が目を向けた先は、顔を真っ赤にして待機しているニルスだった。

「ほっといてあげたら？」

「いいのですか？　あなたを攻撃したのに」

「……残念だけど、攻撃しか知らない彼はいずれ自滅すると思うんで。それに巻き込まれたくない」

「なるほど……わかりました。定例報告が終わったら、それとなく議会は終わりにしてしまいましょう」

　その後の定例会議で、参事会会長が発言することはなかった。




　　　　◯




「ニルス殿、ちょっと……おい、ニルス！」

　会議場の裏で、司教と村長がニルスを問い詰めていた。

「話がちがうじゃないか！　どうするんだ、宰相閣下を攻撃してしまったぞ」

「あれはでたらめばかり吹き込む〈魔術士〉だと言っていたのに！」

「歓迎しているやつらは、お主の農地革命で損をこうむったやつらだ。あんなにいたとは」

「なんとかする手はないのか、ニルス！」

「……ある」

「「ぬ？」」

「……ある。あるとも。こうなっては、もう手段は選べない」

「に、ニルス殿……？」

「宰相閣下に──ああ、あの〈魔術士〉には、この世から消えてもらうしかないだろう」




　　　　◯




「あー、つっかれた。定例会議、なんか見世物みたいだったな……」

「わたしも見てみたかったですね。お疲れ様でした、ナオキさん。うまくいったそうでなによりです」

　駐屯地に戻った僕を、ソアラが労ねぎらってくれる。

「まあそのへんはわりと普通にね。偏差値の処理をがんばったのに、結局はだれも疑問に思ってくれなかった。聞いてくれればちゃんと説明したのに」

「謎の魔術が書いてある紙より、自信満々な大将が筋を通すって宣言したのが大きかったンでさ。下したっ端ぱのやつらなんて、そんな程度だ。王都の貴族と一緒にしちゃ酷ってモンですぜィ」

　おっさんがそんなことを言う。

「うーむ、いつの間にか宮廷のど真ん中で鍛えられてたのかな……？」

「さてねェ」

　そんなことを話していたら、トゥーナが現れた。

「あ、かっか」

「あ、トゥーナ。ちょっといいか？」

「うん」

　ソアラから離れて、部屋の隅で顔を寄せる。

「あれについては、どうだった？　考えてくれたか？」

「……えっと、ね。かっか」

「うん」

「……も、もおちょっとかな」

「そうか……」

　トゥーナでもすぐには解けないか。残念。

「まあでも、まだしばらくはここにいるから。できればその間に頼む」

「うんわかった。じゃあ、あたしもうちょっと本読みたいからお部屋に行くね。それじゃ」

　てててっ、と走っていくトゥーナを見送った。

　ちょっと様子が変だったような？　気のせいかな？

「ナオキさん、どうかしたんですか？」

「なんでもないよ」

『あの数式』のことさえなければ、ソアラにもはっきりした態度を示せる。それまではなにも言えない。

　ちょっと歯がゆさを感じつつも、僕はトゥーナを急せかさず待つことにした。

　なにも急ぐことはない。あとは、この土地で遅れた事業の後始末をするだけなんだ。




　　　　◯




　兵士になりたての俺にとって駐屯地の門衛は、退屈な仕事だった。

　つい数ヶ月前までただの村民だったのに、王室は新しい賦役として兵役なんていうものを作った。村にいる男手10人のうち１人を兵役に差し出さないとならない。白羽の矢が立ったのが自分だった。

　おかげで、槍やりを手に駐屯地の門の裏で夜通し座って朝を待つという苦行をさせられている。貧乏くじ以外の何物でもない。寝ると厳罰なので、相棒と一緒にうるさくない程度に喋しやべりながら夜明けを待つのが通例だった。

「なあ」

「なんだよ？」

「なにか聞こえないか？」

　またそれか、この相棒は。

「お前、この間もそのネタやっただろう。もっとちがうのは無いのかよ」

「ちがうって、本当に。ほら」

「あん？」

「聞こえるだろ？」

　真剣な顔で自分を見る相棒の様子に、耳をそばだてた。

　いちおう、門番のときだけ持てる短銃を引き抜く。

　聞こえるのは、木の枝が揺れてこすれる音。

　虫の声。

　葉擦れ。

　そして──間の抜けた屁へをひる音。

「おいっ！」

「ぶっ、はっは！　怒んなよ！　へっひひひ」

「……ひ、ひひひ」

　またくだらない相棒の小芝居だった！

　最初こそ腹を立てたが、心底おかしそうに笑う相棒に自分も釣られて笑う。

「あっ、はっははが──!?」

　その大きく開いた相棒の口に、どこからか飛んできた矢が突き刺さるまでは。

「……はっ？」

　腹。腕。

　何本も飛んできた矢に貫かれた。足から力が抜けて倒れた。

　お、ちょ、ふざけんなよ。相棒が。くそ。

　音がしないように弩いしゆみで撃ってきたんだ。それくらいはわかった。

　わかったってなんの意味が。

　そうか、音をさせたくないんだ。だったら、銃。銃だ。敵になんざ当たらなくてもいい。腹を撃たれた。助からない。だったらせめて、銃だ。

　矢が当たらなかったほうの腕を伸ばす。落とした銃を握れ。あと少し。

　手が届いた。

　だが、蹴られた。

「おとなしく死ねよ」

　近づいてきた敵が槍やりを、振り下ろした。

　──ドゴンッ！

「……へひ」

　銃声が轟とどろいて、俺を見下ろしていた敵が倒れた。矢で顔を貫かれた相棒が撃ったのだ。

　こんなときまで騙だまして、笑ってやがる。ひっでえ野郎だ。

「ひ、ひ、ひひ」

　釣られて笑いつつ、俺も一発撃った。倒れたクソにもう一発だ。これは確実に死んだだろ。

　後ろから来る、もっとたくさんの奴やつらについては知らない。

　知りようがない。
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「銃声……？」

　遠くで聞こえた破裂音に、僕の意識が半分くらい覚醒する。

　目を開けてもまだ暗い。夜だ。

　夜中に火薬の音なんて不吉以外の何物でもない。緊急時以外、夜間の火器の使用は厳禁にしている。火事が怖すぎる。だから、こんな時間に銃声がするのはおかしい。

　そしてもう一発を聞いた瞬間、起き上がるしかなくなった。確実になにか起きた。

　暴発か、なにか異常か。

　寝起きでふらふらする頭を叱しつ咤たして、窓辺を見る。運良く晴れていた。火付け道具がかろうじて見える。

　ランタンを用意している間に、騎馬の鳴き声とさらに銃声が響いた。

「……ああっ、くそ。結局、こうなるのかよ」

　聞き慣れた戦場音楽。つまり、ここはこれから戦場だ。

　火がついた。










「大将！　無事ですか！」

　手早く着替えて屋や敷しきの玄関ホールに降りていくと、かねてからの手はずどおりおっさんが騎兵と馬を連れて迎えに来てくれた。

「まあね。敵はここまでまだ来てない。相手がだれかわかるか？」

「夜ですぜ。わかるわけがねえ。夜襲たァ恐れ入るぜ」

「同感だね」

　発砲音ののち、こちらの騎兵哨しよう戒かい部隊が偵察に行ってさらに戦闘が拡大した様子。わーわー元気良く戦う音が聞こえてくる。

「お待たせしました、ナオキさん」「かっか、なんなのよぅ……？」

　ソアラがトゥーナを引き連れてやってくる。

「屋や敷しきから避難しましょう。城館のほうが安全ですから」

「テレンティアは？」

「もうこちらにおります」

　すぐ横にメイド服のテレンティアがたたずんでいた。

　気づかなかった。ちょっとびっくりした。

「使用人たちは？」

「避難するように言いました」

　けっこうけっこう。準備できてる。あとは場所を移せば完了だ。

「それじゃあ、行こうか」

　全員でうなずく。さすがに３度目ともなれば、戦争にも慣れてくる。

　そう、ここからは──戦争の時間である。










　ドラウア駐屯地。

　ウィスカー侯爵が別荘地として建てたドラウア城を接収し、改良した駐屯地だ。

　ソアラが新しい防衛基地の訓練をできるようにしてみたかったとかで、城館を中心とした凹型稜りよう堡ほになっている。別荘なだけあってサイズこそ小さいが、石造りの城に、堀と堡ほう塁るいが備えられて丘の上にそびえ立つそのレイアウトはまさに要塞のミニチュアだった。

　広大な敷しき地ちのうち、客人用の屋や敷しきに泊まっていたのを城館のほうに拠点を移動した。案の定、夜襲をした敵はそのまま屋や敷しきに火を放った。

　焼かれた屋や敷しきが燃え尽きて自然鎮火するころ、夜が明けた。城館に居を移した僕らは城まで足を伸ばした敵が堀に落ちて骨折したとかそういう報告をされた。

　すごくどうでもいい。それより、

「明るくなって敵の様子はわかったか？」

「いちおう。駐屯地の石垣を夜襲で乗り越えて屋や敷しきまで突破。放火跡をしばらく捜索してやしたが、人はいなくなってたことに気づきましたねありゃ。丘の下で待機してまさァ」

「数は？」

「たぶん３０００」

　あっけなく言われた内容に、耳を疑った。おっさんを見る。うん、普通に真顔。意外と、こういうときに冗談を言うタイプじゃないんだよなこの傭よう兵へい。

　でも念のために聞き直した。

「……冗談だよな？」

「本気ですぜ」

　そうかー。

「……そんな軍隊がどこにどうしたらポコッと現れるんだよ」

　頭を抱える。

「さて、敵に聞いてみちゃどうですかィ？」

「聞く機会があればな」

　奥歯を嚙かみつつそう返すのが精一杯だ。分散した兵隊を、略奪行為無しで移動させて密ひそかに拠点に集合させるとか……？

　このへんには湖と川がある。船で移動すれば、歩いて行くよりずっと早い。じゃあ上流のほうからだ。そっちに廃城とか隠し砦とりでとか、そういう施設があれば不可能とまでは言わない。

　ただし、それを誘導するために国内からの手引きが必要だけど。

「……結局、敵はだれなんだ？　オルデンボーが休戦条約を破った？　トロン王国がいつの間にか宣戦布告してた？　海賊がいきなりやってきた？」

「どれでもないようです」

　傭よう兵へい隊たい長ちようと話していた僕のところに、ソアラがやってきてそう断言した。

「屋上から見てきました。敵が見覚えのあるような無いような旗を抱えていましたが、ようやく思い出せました。あれはニルスさんの服にあった紋章ですね」

　ニルス。なるほど、彼ならこの土地に詳しいし財産もある。兵隊を密ひそやかに集めるのは、金が無ければ無理な話だ。彼の慇いん懃ぎん無ぶ礼れいな顔を思い浮かべつつ、僕は首をかしげる。

「敵はあの参事会会長さんか……なんでこんなことしたんだ？」

「ヤケになっちまったんじゃねェですか？　３０００の私兵なんざ、尋常じゃねェと思いますがね」

「そこも謎だよな。だれかを軍使に派遣してくれ。ニルスさんの野望とか希望を教えてもらってほしい」

　まずは相手の戦争目的を知りたい。それによって、こちらもどう応じるべきか方針を決められる。

「了解」

　敬礼して立ち去るおっさん。

　ドレスに戻ったソアラが、僕の横に立って地図を睨にらむ。うーん、メイド服に見慣れてきたところだったけど、やっぱりこっちがよく似合う。

「？　なんですか？」

「いや、べつに。敵は３０００名。こっちは６００名。さて、どの程度戦えるかなって考えてた」

　僕たちには困難が立ちはだかっている。……そういえば、ニルスは王女がいるのを知っているのだろうか？　知らないとすれば、彼の目的はおそらく──僕の命ということだけど。
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「こんな兵隊を、いったいどこから……？」

「半分はもともといた私兵どもだ。ここから北西の湖に大昔の城があるだろう。あそこで待機させていた。行政官が軍を連れてやってくると言うから、前もってな」

「なっ、そ、それではニルス、お前は最初から裏切るつもりだったということか!?」

「裏切りなどしていない！　こいつらは私の私財で養っていた！　何事も無ければ、ただ解散を命じていただけだ！　それなのに……それなのに、あの宰相が悪いんだ！」

「…………なんたる、ことを」

　天幕で３人の男たちが言い争っていると、兵士が不機嫌そうな目つきでやってきた。

「なあ」

「なんだ!?」

「敵の軍使が来てるぜ。白旗持って歩いてくる。どうする？」

「撃て」

「は？」

　素っ頓狂な声で聞き返した兵士に、参事会会長はつかつかと歩み寄った。

「撃てと言ったんだ！　交渉だと？　あの〈魔術士〉と交渉などした輩やからは全員ペテンにかけられているではないか！　交渉などしない！　そういう意思表示だ、殺せ！」

「しかし……」

「撃つんだ！」

「……へいよ。俺は止めたからね」

　兵士が立ち去り、ニルスは荒い息を吐いた。これでいい。全部壊してしまえば、また私の時代になる。ウィスカー侯爵がこの土地からいなくなったときのように。戦争さえしてしまえばいいのだ。戦争だ。

「私を舐なめるな……！」

　農民ども。私を担かつぎ上あげたあの馬鹿どもは、私を侮辱する目で見ていた。

　町民たち。奴やつらもだ。以前は私を新しい改革の先せん鋒ぽうとして迎えたはずなのに、ちょっと前からまるで目の上のたんこぶのような扱いだ。議会で私が発言するたびに嫌そうな顔をする。

　どいつもこいつも。どいつも、こいつも……私を認めようとしない！

「私にひれ伏せ……！」

　天幕の外で、銃声がした。武力を行使してなにが悪い。あの〈魔術士〉もやったことだ。

　私にできないわけがない！

　奴やつを、あのペテン師を亡なき者にしてやるのだ！
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「冗談きついぞ。軍使を、撃っただって？」

「いや、部下がばっちり見ました。白旗揚げて進んだ軍使を、敵の兵隊が撃ち殺しました。交渉はできません」

「つまり敵は生きるか死ぬかデツド・オア・アライブしか考えていない……？」

　いちばん苦手なパターンだ。どちらかが死ぬまで続ける、なんていうのは。利得の計算もなにもない。

「……こちらの兵隊は？」

「兵隊が全部で６００名。銃兵が３００。銃の備蓄が４００。火薬と弾は、まあなんとか。それと砲兵部隊がひとつ。軽砲が24門。訓練期間は短いが、それはなんとかなりまさァ。なにせ、城の中から撃つだけですぜ。あっちこっち走り回らないでいいなら、ガキだって戦える」

　この部隊には２回の戦争を経験した兵士も混じっているので、実戦経験のある下士官が訓練不足を補ってくれるだろう。というか、戦える農民は珍しくないし。そういう心配は無い。

　心配するべきは装備と人数である。やっぱり６００名は少ない。銃ももっと欲しい。大砲だけは普通より多いが、これはもともとここが連隊詰め所にする予定だったからだ。

「指示した土ど囊のうでの内防壁制作は？」

　内側にも防壁を作っているところだ。もしも壁を乗り越えられても、そこで食い止める。

「いまンとこ出番が無いパイク兵分隊が積んでまさァ。ただ、土が足らねェんでそう多くは作れやせん」

「じゃあ追って改善する。土ど囊のうだけ先に作ってくれ。非戦闘員は？」

「言われたとおり地下室に」

「……あとなんかある？」

「敵が５倍なンですがね、勝てますかい？」

「平野だったらとっくに逃げ出してるけどね。なにせこの城館は……ソアラが建設の注文をしたから。旧式の高くそびえる城壁じゃなく、深く掘った堡ほう塁るいが備わった陵りよう堡ほ式しきの防衛施設だ」

　堡ほう塁るいとは、穴を深く掘ってその壁を頑丈な防壁にしたものだ。従来の城壁では大砲で撃ち崩すのは簡単だった。狙いの甘い旧式の大砲だろうが、城壁が大きくて簡単に弾が当たった。しかし、堡ほう塁るいを横から撃つのは不可能だ。







[image: ]







　これから新しい防衛施設を築く際にはこの堡ほう塁るいを作ることが必要になる。ベネルクス連合王国から技術者を招いて、砦とりでの建築について前例を作っていた。

　ただしそのせいで本当は訓練所と砦とりではべつべつに建てるべきところを、この施設にお金がかかりすぎててこの地方はここにまとめてしまえということになった。

　トロン王国とオルデンボー王国の国境線が近いこの地方は、戦時にはよく荒らされる。イェーセン港だけでなく、河川の上流域──つまりこのあたり──にも軍隊を置く場所があるのはアリだという判断だった。

　つまり、新しいタイプの城壁である陵りよう堡ほでの防衛を本番さながらに練習するのがこの駐屯地の目的だ。そこへ本当の本番がやってきたところで、やることはまったく変わらない。

「それに最新型の軽砲が砲台に設置してあるだろ？」

「計算するとどうなるんで？」

「武装して坂道を登ってくる敵に向けて、訓練された６人の兵隊。それに大砲。近づけば堡ほう塁るい同士で相互支援。……セルオートマトンで考えれば」

「れば？」

「まず負けないかな」
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「突撃しろ！　あんな城、落としてしまえ！」

　彼はその命令をしたことを、昼には後悔することになった。
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　少数で多数に勝つために必要なことは、こちらは集中し、敵は分断されていることだ。

　戦争を数字で表すランチェスター戦略には一次法則と二次法則がある。

　一次法則では、Ｒ軍が50、Ｂ軍も50であれば、戦力は50対50で等倍。時間あたりの戦死者の数も等倍だ。たとえばＢ軍が30なら、Ｒ軍は30が戦死して20名残って勝利となる。

　二次法則では、戦力は兵員数が２乗して計算される。Ｒ軍が50、Ｂ軍が30なら２５００対９００となり、Ｒ軍の生き残りは[image: √](2500-900)＝43.59で43～44名という具合だ。

　このちがいは、簡単に言えば個人と集団のちがいだ。

　一次法則では武器を持って１対１で戦う。武器がどんなものでも、敵１に対して味方１が相手をする。

　二次法則では、敵１に対して味方２や３など、複数が同時に襲う。数の利を活いかすには、同時に襲いかからなくては意味がない。

　剣や槍やりが４メートルも離れれば一次法則になってしまうのに対して、銃や弓は50メートル離れてもひとりの敵を同時に攻撃できる。二次法則のまま戦える。それが射程距離の強みである。

　守りを固めた丘の上の城に突撃すると、前列から順番に敵の射程に入っていく。敵は城壁で横並びで待ち構えてるから、局所的には１対３になることもある。その場合戦力比は１：９だ。

　さて、お互いに銃を持っての戦いならば、その射程距離と命中率が損害の差になる。

　たとえば射程と射撃速度は同等として、片方は障害物に隠れて待ち構え、片方は敵がどこにいるのかわからないまま地域射撃──つまり敵がいると思われる場所に銃を撃つ場合。

　堡ほう塁るいという城壁の銃眼から敵が撃ってくる場合なんかがまさにそれ。

　その場合、地域射撃型交戦と照準射撃型交戦になるのだが、このとき優勢分岐線を計算するとひどいことになる。

　たとえばゲリラ10人が10メートル間隔で距離を空けて待ち伏せする。腹ばい姿勢の人間の標的面積0.2[image: ㎡]に10m×10mの中から当たる確率と、単純に狙いをつけて撃つ弾に当たる確率で対決ということだ。その結果、10人の敵に対して優勢分岐線は１００人になる状況もある。

　つまり──石造りの稜りよう堡ほに対して、銃兵で対抗するのはほぼ不可能だ。

　丘は死体でいっぱいになった。










「敵の攻撃は止やんだみてェだ。でも大砲はまだ降ってくると思いやすぜ」

「時間を計測しておいてくれ。相手の大砲は昔ながらの重砲。射撃は１日に８回程度が限界だ。あとは命中率がどんなもんかでこっちの被害が決まる。確率的にはあの中央のデカい城がいちばん狙いやすいから、稜りよう堡ほの中か地下室のほうが安全だよ」

　城を攻略するのはやっぱり大砲だ。ただし、大砲を撃つと防衛側も大砲を狙って撃ち返すのがお約束である。

　確実に城を落としたいのなら手順がある。

　まず夜のうちに塹ざん壕ごうを掘る。昼も掘りたいけど、敵から撃たれるからすごく危険。

　塹ざん壕ごうを掘り進めて大砲が置けるぐらい広げて、敵の城壁を撃つ準備をする。ぎりぎりまで掘り進めたら、さらに両側へ掘り広げる。そして兵隊が進む。大砲で城壁を壊して突入する。当然ながら、敵の砲と銃をバンバン浴びながらだ。

　それがだいたい正しい城攻めの基本である。ライアス公に読ませてもらった最新の士官学校の教科書にはそうやって書いてあった。

「この城は広い別荘地を利用しただけの訓練用の小さい城だ。だけど、数日もすればケズテルド伯なりライアス公なり、だれかが軍を率いて助けに来てくれるだろ。それまでに塹ざん壕ごうを丘の下から掘ってこの堡ほう塁るいの手前30メートルまで進むのは……難しくないか？」

「後ろは湖と崖だ。舟を着けて登ンのはどうですかね？」

「崖のせいで大砲じゃ仰角が足りない。夜の間に登ろうとしたら舟が転覆しそうな岩だらけのところだし、無理だと思うけどな……」

「堡ほう塁るいの全方向から掘るのは無理です。でも兵隊に無理をさせれば、１本くらいは塹ざん壕ごうが届くかもしれませんよ」

「その一点賭け？」

「それ以上の攻め手がありますか？」

「………………無いよなぁ」

「無いねェ」

「無いですよね」

　僕とおっさんとソアラで相談しているのは、敵の立場になったときこの城をどう陥落させるか、だ。

　３０００の兵と重砲まで持ってきたのはたしかにすごい。

　すごいが、訓練用の城をやたらと強化してしまったもっとひどい姫がいる。凹型稜りよう堡ほが囲む正面の丘を登りきって堀を乗り越えるしかないのだが、銃と砲の集中砲火がそこに待ち構えているのである。

　敵の条件で自分たちを攻略するための手管を考えるのは戦争の基本だが、どうも良いい案が浮かばない。

「なんで戦争に踏み切ったのかもわからないし、敵がどうやって勝利したいのかもわからないんだよな」

　不気味すぎる。

　いまのところ、通常の防衛と緊急対応用のマニュアルを作成して実践したおかげで戦いに支障は無い。だけど、これでは消耗戦の我慢比べをしているだけに思えてしまう。

「姫様を誘拐してトロン王国に行く」

「いちおう、お忍びでここまで来ましたけれど……」

　ソアラはそんなことを言うが、バレたかバレてないかは未確定だ。

「まあバレてたと仮定しよう」

「わかりました。そのうえで、どうなりますか？」

「トロン王国か……あそこはオルデンボーの属国だけど、まあ無い話じゃない。ソアラの身みの代しろ金きんでも取る……？　うちはいまベネルクス連合と共存関係にあるし、オルデンボーはあの条約で毎年なにもしなくても大金が入る状態だ。むしろ周辺諸国との関係が悪化する……」

「じゃあオルデンボーに行く」

「休戦条約の仲介を取り持ったエイルンラントとベネルクス連合を、両方敵に回す行為だな」

「それ以外に行く」

「いろいろ無理がある」

「だよな」

　それ以外の国まで行くには距離とか交通とかがさすがに無理。

　意味がわからないというのが結論だ。こんなときに内戦を起こす理由ってなんだろう。

「もしかして……」

「なに？」

「……なにも考えておられない、とか」

「あっはっは、そんな馬鹿なこと……」

　あるかも。ちょっと想像したくない。衝動的に反乱を起こして、あとはなんとかなる。なんて考えてる人とか。……前例が無いわけじゃないのが本当に恐ろしい。

「はい、私に妙案がございます」

　寒気を覚えている僕の横で、テレンティアが手をあげた。

「ん、なに？」

「ソアラ様、あるいはトゥーナさんといった高貴な血を持つお方が行方不明になります。十数年後に虐殺を生き延びた息子が登場し、民衆を率いて暴動を起こすのです」

「だからそれ自分のケースだろ！」

「前例があるということは、やりようがあるということでございますから」

「ああ、それが口実にされてるかもしれませんね」

「なんの？」

「ファヴェール侵攻の、です。イェーセンや国境線の砦とりでから守備隊がやってこないように、トロン王国が国境に兵隊を集めているかもしれません。ウィスカー侯爵縁故の者から、保護を求められたという理由で」

「無茶苦茶だな……」

　でも、あっちに財産を持ち出して逃げたウィスカー候一派の残党がいたっけ。

「イェーセンは経済戦略上の重要拠点ですから。なんとしても手に入れたいという気持ちは当然でしょう」

「いい迷惑だ。それなら、救援が王都からしか来ない場合を想定しておくべきだな……。トロン王国が協力した場合は──２週間くらい？」

　わりと早い。いやある意味遅いけれど。

「傭よう兵へいを解散させ切ってしまいましたから、遅れてしまいますね……」

「後手後手に回ってるな。向こうはなんだかんだで先制攻撃して僕らをここに閉じ込めたわけだから」

「ふン、城で防衛戦なんざ久しぶりだ。じゃあ結局、２週間ここを死守でいいんですかイ？」

「そういうことだな」
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　ずしん、と頭の上にある天井が揺れる。

「平気だよ。ほっといていい」

　上を見たあたしに、かっかはあくびまじりにそんなことを言った。

「怖くないの？」

「……怖がっても潰れるときは潰れるし、大丈夫なときは大丈夫なままだから」

「それはあきらめてるって言うのよ」

「そうとも言う」

　大砲が降ってくる音がするたびに、あたしは怖くてどうか潰れませんようにって思う。

　けど、かっかはそんなのどうでもいいみたいにペンを動かし続けてた。

「ねえ」

「んんー？」

「村の人たちに、お願いしたりしないの？」

「なにを？」

「助けてーって」

「……ふむ」

　あたしの言ったことに、かっかはまたむずかしい顔をした。

「正直、アリだと思う。思うんだけど……ゲーム理論的には、いま村人たちが加担する理由は特に無いんだよね」

「どういうこと？」

「だからさ、いまは見守っておくのがベストなんだ。僕とニルス、どちらかが負けそうになったときに勝ち馬に乗る。それがいちばんリスクが無いんだ」

「……かっかはそれでいいの？」

「んー……良くはない。ないんだけど、しかたない。そう思ってる」

　腕組みをして考え込むその姿は、なんだかすごく怖がってるみたいに見えた。

「なあ、ところでちゃんと『あの数式』を考えてくれてるのか？」

「──あ、うん。大丈夫。まかせて」

　あたしは紙に戻る。

　グラフを書く紙を作って、それにグラフを書きこむっていう時間がかかる紙の仕事をしてた。

　かっかになんて言えばいいのか、考えながら。
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「うーん……これくらい？」

　僕は定規と分度器を合わせた道具で、敵の大砲が見える角度を合わせていた。

　満足いったところで数値をノートに書き込み、計算する。簡単な三角測量だ。

　距離を計って大砲の角度を決めて、砲撃する。

　こちらは丘の上に位置しているので、敵側が大砲を隠していないときは丸見えだ。

　たまに敵が撃った弾が外壁を叩たたく音がしてビビるけど。

「よし、じゃあ１番砲撃て」

「了解。１番砲撃てぇーい！」

　命令が伝わっていき、どごんと腹が震える発射音とともに砲弾が飛んだ。

　敵の大砲の右手前くらいに着弾。

「２番砲撃て」

「２番砲、撃てぇーい！」

　次が飛ぶ。今度は真後ろの奥。ふむ。いい感じかな。

　この世界の大砲というのは、精密には飛ばない。工作機械が無いので人の手で作るしかないんだけど、そのせいですべての大砲がミリ単位で同じ大きさとかは絶対にない。数十センチ以上はバラバラである。

　だからそこから発射される砲弾も、照準して固定した大きな円の中のどこかに弾が落ちる、というイメージが正しい。

「３～６番全砲斉射」

　遠く離れた大砲相手に、耳をふさいで口を開ける。

　空気を震わせて同時に放たれた砲炎の熱が頰を撫なでた。そして、

「命中！」

「おお、お見事！」

　敵の大砲はひどいことになっていた。

「これでツナちゃんがびくびくするのも減るだろ……」

　城館を攻囲した敵軍に対して、戦闘は有利に運んでいた。

　掘り進めようとした塹ざん壕ごうも、いま重砲が爆発したことで大砲に壕ごうが潰されてしまった。こちらの大人がふたりくらいで引っ張って運べる新型軽量砲とちがい、むこうの砲は馬が十頭以上も連なって引っ張らないと運べない重量砲だ。再建はできないだろう。

「ナオキさん、終わりましたか？」

「ソアラ、いまやったよ。これで急襲が無理だってわかれば、向こうも兵を引くだろ。反逆罪で死刑を、どこかに幽閉とか流る刑けいみたいなのに減刑すれば講和に応じないかな……」

「交渉をしますか？」

「そうだな。でも最初の軍使が撃ち殺されたから……こちらから軍使を送るのは難しいか？」

「捕虜から頭目はニルス。でも他に伝統派司教と村長が協力していると聞いています。３人はさいきん意見が食い違っているとか。ですから、無理押しができないとわかればニルスが戦いたくても他の２人が止めると思います」

「じゃあそうしよう」
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「降伏勧告だとなっ！　ハッ、見下しおって!!」

「……妥当な、ところだろう」

「老い先短い老骨でありますゆえ、命ばかりは……」

　交渉のテーブルについた傭よう兵へいは、首脳部とは名ばかりの烏う合ごうの衆ぶりを見せる３人を見て肩をすくめた。髪を振り乱したニルスと、憔しよう悴すいしきった司教に村長。もはや軍の司令部としては末期だろう。

　この期に及んで暗殺を疑って、それなりの地位の人間を軍使に要求してきたのだ。

　ソアラは論外。ナオキは恨まれている。とくれば、副隊長だが傭よう兵へいの彼に出番が回ってくるものだ。

「俺はどうでもいいぜェ。籠ろう城じよう戦は普通半年とかやるもんだが、今回はまだ５日かそこらだ。俺たちゃァまだ元気だが、そっちはどうだ？　兵隊どもはだらけきってたぜ。指揮がなっちゃいねえってな。そっちにプロはいるのか？」

「……ほう」

　何気なく言った傭よう兵へいの言葉に、ニルスが敏感に反応して幽鬼のように笑った。

「わかった。……みんな、席を外してくれ」

「好きにしろ……」「もうどうすれば良いやら……」

　口々に悲嘆を漏らしながら、老人たちがすごすごと歩み去っていく。

　天幕に軍使と自分のふたりが残ると、会長はおもむろに顔を近づけて言った。

「いくらほしいんだ？」

「あ？」

「お前が裏切れば、あちらにもプロはいない。そういう意味だ。そういうコトなんだろう!?」

　鬼気迫る目つきで迫る。傭よう兵へいは片眉を上げて目をくるりと周囲に向けたのち、にやりと笑った。

「……いくらくれる？」




　　　　◯




　その日は、朝焼けのうちから砲撃が飛んできた。

「んおっ!?　くそ、安眠妨害だろ……」

　歯は嚙がみしながら起き上がって、天井近くにある窓を見る。半地下の部屋で、砲撃対策に高さが低いので明かり取りがそこだ。しかし、個室なだけありがたいというもの。兵隊たちは堡ほう塁るいで雑魚ざこ寝ねの生活だ。

　外に出て走る。司令部が城の地下なものだから、この瞬間だけは危険なのが怖い。前に城の右側の塔に砲弾が当たったから塔が半分崩れてるし。

「被害は？」

「畑が潰れた。まあ収穫はどうせ兵隊たちが全部食っちまってたけどな。あとは手前の丘に落ちた。あっちの砲兵親方が初日で死んでるだろ。ヘッタクソめ」

　おっさんがぎらぎらした目で笑っていた。

　戦争のときにいちばん元気なのはたぶんこのおっさんだ。僕よりトシ食ってるはずなのにどうなってるんだ？

「反撃は？」

「まだ無理だな。遠くが見えるほど明るくねエ。暗くてもいいからてきとうに撃ったんだろ」

「そうか」

「これでしばらくは砲弾も飛ンじゃこねェだろ。寝てきてもいいぜ」

「そう言われてもなー。目が冴さえちゃったよ」

　ポリポリと頰を搔かく。

「王女殿下、入られます！」

　兵卒の声に気をつけして後ろを向く。

　僕と同じで砲声に起こされただろうに、ソアラはきっちりと身支度を整えていた。聞くところによれば、テレンティアとふたりがかりで早着替えしているとか。驚くほど早い。

「報告を──」

　ソアラが言いかけた瞬間、司令部が揺れた。

「っ……!?」

「なんだ!?」

　転ぶほどではないが、うずくまりたくなる程度には強い衝撃が足元を駆け抜けた。

　うろたえる司令部要員を置いてすぐに出入り口に走ったのは、おっさんだった。

　外に出ていくその姿を見て、僕も追いかけた。

　地上に出て、走って、異臭のするほうへと足を急がせて、そして、そこにあったのは──終わりの光景だった。




　堡塁が吹き飛んでいた。




　正面の稜りよう堡ほは２つ突き出た堡ほう塁るいが相互に支援し合ってこそ効率良く敵を撃退する。失ったのはひとつだけだが、火力は半減どころではない。

　つまりいま、この城の城壁が脆もろくも崩れ去ったのだ。

　城壁の無くなった城で行われるのは、古くから決まっている。

　虐殺だ。

　敵兵が来る。

「予備隊を全員連れて来い！　パイクも持ってこい！　銃兵、城に陣取れ！　ああ崩れてやがるさそれがどうしたァ!?　──さっさと行け!!」

　おっさんが叫ぶ。僕と同じものを見て、同じようにあっけにとられていた兵が走った。

「理由はわからねェがよ、大将」

　地面に転がっていた長銃を拾い上げて、傭よう兵へいが僕に投げる。

「今日は長い一日になりそうだ。ケツを引き締めようゼ」

　つまり、今日は僕も撃てと。

「……非力なのに戦争できちゃう世の中が恨めしいよ」

　弾薬鞄かばんを拾い上げて、僕は苦笑いした。








◯第四章　死ぬ前にしたいいくつかのこと









　どろどろしたものが顔にこびりついて取れない。横で破裂した兵隊の頭に収まっていたやつだろうか。袖で拭ったつもりでも、感触が抜けきらない。

　生きていた２門の大砲を回収するために、６人犠牲になった。崩れた堡ほう塁るいから登ってくる敵を撃つ。土ど囊のうを積んで即席の防壁を作り、その向こうからパイクと銃で応戦。ひたすら寄ってくる敵を血みどろの体に変える。

　唐突にできたその弱点ウイークポイントは、命を飲み込むるつぼになった。

　予備隊を投入し、生き残った堡ほう塁るいと即席陣地と崩れかけの城に登っての防衛で、どうにか僕らはその日を生き残った。










　原因は、ヒューマンエラーだった。

　第２堡ほう塁るいの弾薬庫。そこにはフェルトの靴を履いた火薬運搬係パウダーモンキーしか入室できないルールだった。鉄鋲びようを打った長靴で足を踏み入れて、万が一火薬に火が点ついたら堡ほう塁るいがひとつでかい花火になる。

　なった。というわけだ。

　払ふつ暁ぎよう間もない砲撃に焦あせった兵士が、慌てていたからルールを破った。連日の防衛戦は順調なものだった。だが、世の中には肝の細い兵士もいて、そういうやつが不眠を溜ためて事故を起こす。そういう想定をしていなかったのである。

「……増援が来るまで、予想だとまだ１週間はある」

　人差し指を立てた。火薬の煤すすで真っ黒だ。インク以外のもので黒くなった指を自分でも初めて見た。こんなに撃ってたか。

　半地下の司令部は、僕とソアラしかいなかった。司令部要員も前線に出したからだ。人が足りなかったのだ。爆発で第１堡ほう塁るいに配備した者のうち41名が消息不明。生き埋め。33名が死亡。負傷者は54名。その後の戦闘で、１個中隊くらいは削られた。つまり戦力の３分の１は消えた。

「それまで、持ちこたえられるでしょうか……」

「正直に言うと、望み薄だな」

　火薬庫の炎は堡ほう塁るいを吹き飛ばして壕ごうを半ばくらい埋めた。堡ほう塁るいの手前にある壕ごうの中に対しても撃てるよう内側にも銃眼を設置してなかったら、今日１日で終わっていたにちがいない。

　埋まった壕ごうはその１ヶ所なので敵はそこへ集中してくる。こちらも火力で対応したいが、ぶどう弾を撃つ大砲を設置したとはいえ５倍の敵だ。うまいこといく想像ばかりできない。

　それに、これなら銃兵ばかりか遊兵化していたパイク兵すら投入できるのだ。５倍の戦力がきっちり５倍の圧力でやってこれる状態だ。しかし、それよりなにより、大きな問題がある。

「今日の調子で撃ってたら、火薬がもって２日だ」

　なにせ保有していた火薬の３分の１がいきなり無くなって、バカスカ撃ち続けるスタイルに変化したばかりで消費量に対して備蓄が少なすぎる。

　敵が突撃するのを嫌がって塹壕あな掘りしていてくれたのは、こちらにとってどれほど都合の良かったことか。

　そして最もどうしようもないことは、

「敵軍が交渉の余地無しの姿勢に戻っちゃってるのも、かなりまずい」

　戦略的目標が我軍の敗北ということであれば、向こうはとっくに達成してる。だが、降伏勧告が無い。こちらから白旗持っていって撃ち殺されるのでは、まったく投降する意味が無い。

　つまり、いままでにないほど完璧な──

「──敗戦だよ、ソアラ。しかも、殲せん滅めつ戦だ」

　敗北後の先は無い。〈魔術士〉の戦いかたも通じないというわけだ。

　これはもう、おしまいと言うしかない。

「よゥ大将。兵隊たちを組み直してきたぜ。そんで、俺に用事ってのは？」

「もう１度、軍使やってくれないか？　１回は軍使を受うけ容いれたんだ。同じ相手なら話が聞けるかもしれない」

「負けそうになってからの軍使はきっついぜェ？」

「勝ちそうなときも送ったからセーフ。──って思いたい。頼む」

　冗談交じりながらもこれは頼むしかない。命令ではなく。

「はァ……ったくよ。わかった」

「もしも降伏の条件が僕の首ひとつなら、承諾してくれ」

「ナオキさん!?」

「へェへェ、りょーかい」

　ぱらぱら手を振りながら出て行く傭よう兵へい。その背中をソアラが慌てて追いに行った。

「待ちなさいっ！」

「ストップ、ソアラ」

　追いすがろうとした姫を捕まえる。腰に腕を回した僕をソアラがぱたぱた叩たたく。

「だめです！　だめですからね、ナオキさんの首なんて！　放してください！」

「ありがとう。でもだめだソアラ。万が一あっちがきみのこと知らないなら、きみは脱出できる」

「そんなのだめです！　わたしだけなんて、いやです！」

　涙を流したソアラに睨にらまれて怯ひるむ。しかし、ここは譲れない。

「自分だってアルマ戦争のときは僕だけ逃がそうとした。お互い様だろ」

「あのときは……っ、だって、わたしは王女で──ああもういやですっ！　いやったらいやなんです！　ぴゃああああああ──!!」

　威嚇みたいな泣き声みたいな金切り音を上げてソアラが走って逃げた。

「『※注意　論理矛盾を起こすと泣いて逃げます』とか書いとくべきか……」

　ともあれ、この処置はしょうがないと思うんだが。

　しかし、だ。姫はいずれ落ち着くとして、ここから僕がやるべきことはなんだろう。

「……死ぬ前にやらないといけない10のこと、か」

　10個も思いつくかな？




　　　　◯




「はっはっは。ひゃはははあーはっは！　よく、よくやってくれたな！　まさか、火薬庫を吹き飛ばしてくれるとは」

　軍使として顔を合わせるなり、ニルスは有頂天だった。

「声がデケエ。気づかれる」

　外には護衛の傭よう兵へいが待機しているはずだ。それを気にしての言葉だったが、小男は靴についた雑草ほども意に介さない。

「かまうものか、もう私を止める者などおらん！　あの魔術士の首を削そぎ落とし、この土地に混乱を招いて、そして、やり直す。それだけだ」

「あー、マー良かったな」

「私を遠ざけたウィスカーも！　失望させた魔術士も！　私ほどじゃないんだ！　父に言われて商人を継ぐしかなかったが、私も数学は嗜たしなんでいたんだ。私が間違えるわけがない。間違っているのは、父で、魔術士で、ウィスカーだ！　ははははは！」

「ハァ……で、俺は逃してくれる約束だろ。いったん戻って、荷物持ってこねエとな。城の裏手に舟を置いておいてくれ。崖ってのは登るのはつれェが、降りるのは楽勝だ。金もそン中に入れてくれればいい」

「ああいいだろう。期待以上の働きだ。どうだ、これからあの城は数日で陥ちる。陣頭指揮を執とらせてやってもいいぞ」

「ソイツぁ遠慮しとこう。俺ァ奴やつらがわりと好きなんでね」

「ふん、金のために裏切ってもか？」

「マァな」

　口くちの端はに笑みを乗せて、傭よう兵へい隊たい長ちようは肩をすくめた。




　　　　◯




「うっそー……」

　そんな言葉しかうかばなかった。だって、かっかが負けただなんて。

　あと何日かしたら、兵隊がたくさん来てここの人をみなごろしにするかもしれない。

　そんなこと、すぐに信じられる？

「だ、だっ、で、も！　かっかは、だったらかっかはなんでそんなに冷静なの!?」

「僕を襲った兵隊を連れてきてる人は豪ごう運うんの持ち主らしくてね。大した才覚が無くてものし上がった。そういう実績のある相手なんだって、テレンティアが言ってたんだ。９割がた勝てるはずだった籠ろう城じよう戦が、ヒューマンエラーなんかでいきなり負け確だぞ？　認めるしかない」

「しかない、って、そんな……お姫さまも、お姉さんも、かっかだって、みんな死んじゃうかもしれないんだよ!?」

「……そこなんだよなぁ」

　よわったよなぁ、なんてつぶやきながらかっかがすわりこんだ。あたしがとおまきに見てると、やがてふらっと顔を上げた。

「ええっと、実はだな。僕はもう１回死んだことがある」

「えええええ!?」

「あ、物理的にじゃなくて社会的と言うか世界的に？」

「はああああ？　いみわかんない！」

「……ツナちゃんは打てば響くような反応で面白いね」

　かっかが目を細めるのなんかむかつく。

「べ、べつにあたしだって心臓とまったもん！」

「そこ張り合うのすげえな。まあ動かしたの僕だから知ってる」

「そうね！　……なんのはなしだっけ？」

「僕が死んだことある話」

「そうだわ。それがいまとどうつながるの？」

　あたしが改めてきくと、かっかは深くうなずいてあたしを見つめた。

「うん、あのな。〝人間は死ぬ気になればなんでもできる〟って言うだろ。あれは噓うそな」

「へっ？」

「トゥーナに言ってもわからないだろうけど、僕はエレベーターごと落下して、気づけばこの世界にいた。だけど、あの落下の浮遊感に包まれている数秒間、僕はあのときたしかに死に直面したよ」

　かっかは自分のほっぺを手でなでた。ぷつぷつの鳥肌を拭いて消してるみたいに。

「死を覚悟したし、実質死んだようなもんだし、走そう馬ま灯とうみたいに人生が流れたんだけどさ。僕は自分がいちばん後悔したことは変えられなかったんだよ」

「いちばん、後悔したこと？」

　なんだろう。そんなにも、気になること。

「うんそう。──いちばん知りたかった『あの数式』をさ、ちらっと考えたけどすぐ忘れた。で、そんなことすら最近思い出した。……結局、死ぬ気になっても、死んでも、頭は良くならないしピンチで覚醒したりしないんだよ。いつもどおりの僕で、そのまま死んじゃうんだ」

「…………うん」

「だから、まあ……そろそろ正解を教えてほしい。トゥーナ。『あの数式』はいったい、どんなのだったんだ？」

「────」

　かっかがあたしの肩を優しく摑つかんで、目の高さまで合わせて、きいてくれる。

　だけど、だけどあたしの答えはとっくに出てて、そして、変わらなくて──たいせつな人を傷つけたくないのに、あたしはかっかが期待してる〝すごい答え〟を口にできない。

「ごめんなさい。あんなの、わかんない。しらないのよぅ……」

　ああ、そっか。こういうことなんだね、かっか。必死になっても、わからないことは変えられないんだ。なんだかくやしくて涙がぽろぽろ出てきた。

　こわくてこわくてしかたなかったけど、あたしはかっかの顔を見た。なのに、せっかくがんばったのに、その顔は怒ってなかった。

「──だと思った。きみならわかったらすぐ教えてくれそうだしな。本当はあれに意味なんて無い場合もある。それはわかってたんだよ、僕もね。わかってたのに聞いてごめん。答えてくれてありがとう」

　かっかはあたしをだきしめて、なぐさめてくれた。うれしいけど、くやしい。きっとこれはかっかなら、泣いてる子だれにでもするから。

「ヴヴぅー……」

「ガチ泣き!?」

　慌て始めたからちょっとだけいいきみだったけど。
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　　　　◯




　扉をノックする。

「ソアラ」

「…………」

　返事はない。ただの居留守のようだ。気配でわかる。

「……気が済んだら、僕の部屋に来てくれ」










　地図。メモ。ピン。ひも。

　周辺世界の国との貿易品目。船舶通行量。ネットワークの強さ。戦争の規模と頻度。町の数。その他いろいろ。

　書き込み、つないで、考慮して、削っていって、ラベルを分ける。

　思考を分散させてから連結・収束させていく。

　個室で壁に大きな板を立てかけて作ったそれは、友好の糸がたくさん遠くへつながるほど強く敵対色の糸が多すぎては弱い。

　くもの巣状の作図計算方法、ウェビングマップができあがる。僕が異世界に来たときいちばん最初に目にした知的活動だ。

「懐なつかしいなー……」

　そんなに昔のことではないのに、もはやそんな感想すら出てくる。

「あの、ナオキさん……」

「入っていいよ、ソアラ」

　ドアは少し隙間を作っておいた。入りやすいように。

　うつむきがちに部屋へと入ったソアラが、そっと顔を上げてはっと目を見開く。

「あ、これは……わたしが作っていたような勢力図ですねっ」

　ててて、と駆け寄ってきて、ピンで留めた数字と項目を目に入れてはふんふんうなずいている。相変わらずチョロい。

「懐なつかしいですね……」

「ソアラもそう思っちゃうか」

「はい、なんだか遠い昔のことみたいです」

　ソアラと目を合わせたら、どうしても笑みが溢あふれてきた。

「これ以外にも、いろいろ変なもの作ったなぁ」

「思い出してみると、あのころの地図はちょっといい加減でしたね……」

　ウェビングマップの前に立つソアラ。小さな顎に手を当てて、職人の目つきになり始める。

　うーむ、そうじゃないんだ。

　おそるおそる、ソアラの手を取ってみる。

「？」

　王女は首を傾かしげて握った手を握り返してきた。──よし、勇気だ。

「一緒に見よう」

　軽く引っ張って、ぽふんとその背中を抱いた。僕の体の前にすっぽりソアラの小さな体が収まる。

「えっ──へぇっ!?」

　めっちゃ変な声出されたぞおい。

「い、いやだった？」

「ああいえいえあのあの、ナオキさんがそんなことするなんてその──お願いしますぅ……」

　なんか死ぬ直前みたいなか細い声になるソアラ。

「おおい、生き返ってくれ。あ、ほらソアラよく思い出せ。僕が計算したこっちのピエルフシュ共和国の数字がまちがってたこととか」

「──え、そうでしたか？」

　ふっ、と姫が現世に戻ってきた。よしよし。

　細いお腹なかの前で手を組んで軽く引き寄せると、そのうえから恐る恐る姫のか細い手が添えられた。

「えへへー」

　なんかにやけてる。テレンティアさん、すげえっす。

「ちゃんと照合したら、言うほど的中してなかったよ」

「ふふ、そうでした？」

「６割くらいだった」

「その６割も当たらないのが普通です。それに、こんな薄暗い部屋の中でこういうことしてたら〈魔術士〉とか魔女とか、言われちゃうんですよ？」

「そういえばさ」

「はい」

　最近気づいた。

「僕に、最初にそのあだ名をつけたのはだれなんだろうな。意外と、僕の知ってそうな子じゃないかな」

「……もしそんな子がいたら、きっとその子も〈魔女〉って言われてたのかもしれませんよ」

　同じ噂うわさが広まって、笑ってたくせに。

　だけど、もしそうならその子はひとりでその噂うわさを刺されていたわけで。

　そっと綺き麗れいな頰を撫なでてみた。さっき泣いた跡はちゃんと消えている。手慣れているのかもしれない。

「不ふ憫びんな子だな……」

　思わず言うと、ちょっと強くもたれかかってきた。

「かわいそがらないでください。……いっしょにいてくれる人が、できましたから」

「…………」

「…………」

　変な地図を前にしてそんなやり取りをして、ソアラと見つめ合った。

「恥ずかしいっ……」

「だよな……」

　ソアラが耳まで真っ赤になってる。まあ僕も負けてない自信がある。だけど、手は離さない。

「よーし、移動移動」

「きゃっ──ふ、ふふっ」

　茶化しつつ寝台に横歩きしてぽすんと腰掛ける。ふたりでひとかたまりになった気分だ。

　まあ恥ずかしいけど、重要な話はしておきたかった。

「ソアラにさ、言ったよね。僕はこのリーラムには答えを求めて来たって。僕には『とある数式』の謎があったんだ。ほらこれ」

　サイドテーブルからメモを取り上げて腕の中のソアラに見せる。

「これは……これは……なんですか？」

　ちょっと考えて答えを探ってからの問いだった。

　ソアラでもだめかやっぱり。

　そう思いつつ答える。

「これはね……僕のお祖父じいちゃんが最さい期ごに遺のこした数式なんだ」

「あの、電卓のお祖父じいさまですか……」

「そうそう。僕を育ててくれて、数学を教えてくれて、許してくれたお祖父じいちゃんだ。……だけど、僕は最さい期ごにひどい別れかたをしたんだ……」

「……どんなふうでしたか？」

　話そうとしている僕の気持ちを察してくれているらしい。きゅっと手を握りながら、ソアラがそう聞いてくれる。

「…………その、お祖父じいちゃんは、寝たきりだった」

「はい」

「あんまり会えなくて、死の直前くらいにようやく顔を見せられた」

「はい」

「それで、これがお祖父じいちゃんの最さい期ごの閃ひらめきだったって言われたんだ。必死で解こうとしたけど……僕には、わからなくてね。そのまま逝いったよ」

「そうでしたか……」

　ソアラがしんみりとした声で答えてくれる。しかし、

「あれ、思ったよりもうつらくないな？」

　ソアラの体がずり落ちそうになる。危ないな。そしておっぱいが腕に乗る。重いな。……重いな!?

「な、ナオキさんっ!?　わたしのいまの感情がですね……！」

「いや、うーん、最近ライアス公にもテレンティアにもトゥーナにも似たようなこと言ったからな。……もう慣れた。いや悲しいっちゃ悲しいんだが、べつにつらくはないな」

　これが人に相談する効果なのか。

　そんなことよりおっぱいがですね。なにこの重さ。こんなのつけてるのか。

「大変だな、ソアラ……」

「許しませんよ！　トゥーナちゃんよりわたしがあとっていうのは、納得いきませんっ。もうちょっとわたし相手にも、本気の雰囲気を保ってください！」

「いやいつも本気のつもりだったんだ。きみを支えるだけの仕事がしたいってずっと思ってたよ。でもいやこれ思ったより大変なのでは……５００より重い……両側でキロ超え……ええ？」

「……ナオキさん、わたしとちがうこと考えてませんか？」

「はっ……!?」

　僕を涙目上目遣いで睨にらむロイヤルご尊顔がいつの間にか至近距離に！

　焦点が完全に上から目線で谷間を覗のぞくほうだったから気づかなかった。おっぱい関数１号みたいで。

「ソアラ、ごめんな……」

「わかってくれました？」

「うん、着けてないな。すごいなきみ」

「……はい？」

「まさかこの大きさが天然技だったなんて……」

「あっ──」

　ぼん、王女が真っ赤に染まった。

「──なんだか楽だなって思ったら勝手に持ち上げてるなんて！」

「ソアラってこれの下側弱点だよね。たまにインクで汚れてるとかボタン留め忘れとかある」

「見えないんですよぅ！　いえそうじゃなくて──もーっ！」

　ばしーん、とワカンダフォーエヴァーから両腕を勢い良く振り上げて、僕の後ろ抱きを振りほどくソアラ。男らしい。あと揺れるね着けてないから。

　横から見るとおっぱい関数２号みたいで……

（──ん？）

　なにかがひっかかる。

「もういいです」

　すぱっと立ち上がり、ソアラが自分の背中に手を回した。

「えいっ」

　しゅるり、と衣きぬ擦ずれがしたかと思うとソアラの服がひゅるひゅる解けていく。いや紐ひもになったとかではなく優雅に素早く脱いでいくからそんな印象が残った。早着替えできるわけだ。

　レースの透けたパンティを残して、ソアラが衣服を脱ぎ去った。

「恥ずかしがっちゃったのが敗因ですねきっと。けど……ナオキさん？　わたしもすごく勇気を出したんですよ？」

　白い肌に目立つ真っ赤な顔で、僕の額に自分のおでこを合わせてくる。

「……いじわる、しないでくださいよぅ」

「はい。……ごめんな」

　額をくっつけたままそっと髪を撫なでると、ソアラはふっと笑った。

「……しかたないですね、ナオキさんだから」

　お許しをもらえたので、鼻の先を少し合わせる。くすぐるようなその動きにソアラもちゃんと合わせてくれたので、頰に手を添えた。

　唇が重なって、ソアラの香りで鼻び腔こうが満たされる。

「ん……ふぁ……」

　自然と押し倒されるような形になってしまったが、まあしかたない。流れ的に。今度は押し倒す側になろう。

「はぷ……っ！」
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　なんか目をつむって精一杯に食いつかれてると、嬉うれしいが、

「ソアラ、はふっ、たい、タイム」

「えっ……」

「紙がひっつく」

　渡した数式のメモを持ったまま僕に抱きついてくる。首筋に刺さる中世の紙は地味に嫌な感触だった。

　たとえると毛虫。

「あ、ご、ごめんなさい。ふふっ」

　いったん体を離してサイドテーブルに紙を置くソアラ。離れたおかげで、なめらかな下乳からの曲線美がよく見え──

「…………ん？」

　見える。

「えーっと……」

「きゃっ、な、なんですか？」

「あ、ごめん。ちょっとこう……こうか。うん、そのまま膝立ちしてて」

「えっえっ？」

「で、僕が寝転がる、と。……ふむ」

「あの？」

「ごめん、ちょっといやらしいポーズして。腰をこっちに、そうそう」

「はい……」

「……あ、ああああああああああああああ────────っ！！！！！」

　思わず叫んだ。うん。これ。きっと。

　こうだ。
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「人生の最さい期ごになに考えてるんだジジイ────────!!!!!!」

　ほんとあたまおかしいな！　いや、でもなんでこんな単純なことに気づかなかったんだろ。

　決まってる。まさかお祖父じいちゃんが、こんなのを──僕と同じことをして満足していたなんて思わなかった！　僕なんかと同じでいいなんて、思ってなかったんだ！

　この数式の出発点を思い出す。それは『数学を愛してほしい』という願いの数式だ。ではなぜこうすることを選んだのか。僕は、ただ──楽しかった。だから数学が好きになった。それを、お祖父じいちゃんに見せる瞬間を考えてわくわくしていた。

　だったらきっと、お祖父じいちゃんも。きっとこれを見せて──一緒に楽しみたかったんだ。それだけだ。

　それなら僕は、笑うしかない。これが僕なら笑ってくれれば死んだあとでも嬉うれしいのだから。

「あー……はっはっははははは！　あー、おかしい。おかしいわ。あのジジイのせいで人生無駄にしたわ。はっはっはっはは……は…………あ……」

　目の前。涙をめいっぱい溜ためた瞳。王女様。爆発３秒前。

　最適解を探せ。

「………………………………」

「…………おっぱい大きいねソアラ」

「はあ──」

　大きく息を吸い込んで、ソアラが僕の首筋を思いっきり嚙かんだ。

「いだ、だだだだだだっだだだごめんいだごめなさ[image: あ゛]っごめ[image: あ゛]────!!」

「御主人様！　ソアラ様！」

「いたいいたいいたいいたいたいほんっとごめんってごめ[image: あ゛]──!!!!」

　やめてくれない！

「抜けなくなっておられますか!?」

「ちちちちががががががが」

　っていうかスタンバってたの!?　なんで!?

「〝ちちが〟？　ええ、私にもあとで触らせてください。……おや、どうしてこんなことに？」

　心底不思議そうに首をかしげるテレンティアの声に、ソアラがようやく離れて女体の方に抱きついた。

「テレンティアさんっ、ナオキさんがひどいんですぅーっ！」

「……しかたありませんねえ。私がひと肌脱ぎましょう」

「じゅ、順番ですよ！」

「ちゃんと守りますので。導入部分だけでございますから。ほら、ちょっとだけですね。先っちょだけならセーフかと」

「アウトだろ……っていうかまあ、最初は普通に話をしようと思ってただけだったんだよな……」

「ええっ!?　わ、わたしようやくあのときの覚悟が使えると思って……」

「覚悟ってストック制だっけ」

　雰囲気もクソもあったものじゃない夜だった。










「かっか！　かっかー!!」

　ドンドンドンドドドガンガガチャガチャガチャドンドンガチャガンガンガン！

「怖ッ!?」

　いちおうもう明るい時間だけど半地下な部屋でそれはやめてほしい。

　鍵を開けて隙間をつくると、がん！　とすごい勢いで開けられそうになった。

「危なッ！　ど、どうしたトゥーナ」

「えっと、あのうさくさいおじさんが！」

　そのおじさん長い耳が生えてそう。

「うちの副隊長か？」

「それがっ、いなく、なってたの！」

　あわわわわ、っていう擬音が聞こえてきそうなトゥーナ。

「……そうか」

「どうしよう、戦えなくなっちゃう!?」

　うさんくさいおっさんだったが、そこはそれ。兵士たちの柱だった。それはトゥーナも感じ取っていたのかもしれない。

「大将！　大将ー！　隊長がいねえんです、大将ー!!」

　遠くで兵士たちがそう叫んでいた。

　騒ぎになるのもすぐだろう。その前に行かないと。

「よし、トゥーナ、ちょっとだけ待つようにみんなに言っといてくれ。僕も服着てからすぐ行くから」

「わかった！」

　元気良くうなずいて走り出す。そしてぴたりと止まった。

「？　いつもは寝てるときも着てなかった？」

「早く行け！」

　勘の良いいガキめ。




　　　　◯




　ドラウア駐屯地防衛戦は、不毛な戦いと言うより他なかった。

　戦略的な策もなく、ただひたすら時間を稼ぐためだけの戦い。予想された援軍が到着するまで耐え忍び続ける。

　堡ほう塁るいが壊されてからも、ファヴェール兵士たちの過酷な戦いは続いた。

　幸運だったのは、軍を構成するのが金で働く傭よう兵へいではなく、国民で結成された女王に忠誠を誓う部隊だったことである。

　途中で陣地を抜け出す脱走兵はほとんどおらず、裏切り者は傭よう兵へいのみだった。

　しかし、それでもなお精神的に疲弊した兵士たちが最後まで戦い抜いたのは、同じ前線で戦う宰相が支えになったからだという。彼は貴族然ともしておらず、農民よりもひ弱そうな、外国人（！）であった。王国への郷土愛すら持っていないはずの宰相が、覆くつがえされることがない絶望的な戦闘の中で首から血を流しても戦う姿に感動さえ覚える兵士もいたと言われる。

　彼らは、力のかぎりに戦った。運命が潰ついえるその瞬間まで、諦めずに戦い続け、そして──彼らは伝説となった。




　　　　◯




「『死んでも伝説になる』。大将閣下。そうですよね？」

「姫が生き残れば、そうしてくれるはずだよ」

　半壊どころか四分の三壊くらいした城の瓦が礫れきの陰からマスケット銃を突き出して、撃つ。

「当たんねえ……」

「しっかりしてくださいよ。火薬はもう大砲のぶんも残ってないんすから」

　弾だん薬やく盒ごうから取り出した紙薬やつ莢きようを差し出して、彼は言う。

　肩の骨を折ってるので、銃が撃てないのだ。片手は動くので玉薬係である。痛みで顔に浮かぶ脂汗にまみれながらも、走ってついてきてくれる職務熱心な若者だ。僕より年上だけど。しかも、こんなときでも襟までボタンを留めていた。

「……きみが火薬係だったら、こんなに苦戦しなかったろーに」

「へっ、もっと偉いのがいいっすね」

「生きて帰ったら昇進させよう。くらえ粉骨昇進弾！」

　言いつつ発射した弾は当たった。二階級特進。

「きっとあいつも昇進を約束されてたんだろうな……」

「縁起でもねえな閣下！」

　まあそんな感じで、土まみれになって戦っていた。

　おっさんが出ていってから２日で、僕はすっかり『前線の閣下』として覚えてもらっていた。

　正直に言うと、ちょっと嬉うれしいところもあった。こんななにもできない場所なのに、彼らは僕に親愛を込めて呼んでくれる。

　なるほど。前線で華々しく戦いたいっていうウィスカー侯爵の気持ちもわかるなー。傭よう兵へい隊長のおっさんに教えてもらった前線指揮官っぽい振る舞いというのも、ぎこちなくもわかってきた感じがする。

「弾薬！　こっちにくれ！」

「いま行く！　……閣下、無事で」

「そっちこそ」

　そろそろ弾薬が厳しい。ぱかすか撃ちまくって撃ち尽くしたので、やったほうとしては爽快だったもののやられたほうは激おこにちがいない。

　白旗を揚げてもだめ。戦いももうすぐだめ。ということは。

　……おしまい、かなー。

「あ……ちくしょう、ちくしょうちくしょうちくしょう！」

「どうした!?」

「あいつら、新しい砲を持ってきやがった！」

　げ、せっかく全部壊したのに。

　瓦が礫れきを登って２階の窓だった枠から覗のぞいているのは、部隊内でも目が良いいと評判の男だ。

　後ろに張り付いてみる。うん、わからん。

「どんな形してる？」

「小さくて、砲身は長め。妙だな、馬の数が……あ、あああああっ！」

「なんだよ!?」

「あれはッ、おれたちの砲だ！　新型砲だ閣下！　くそっ、あいつら、クソぉっ!!」

「……そいつは厳しい。弾は？　ほらあの、新作の砲弾」

「持ってる！」

　木製砲弾付きかー。増産中だから完成品が工場にあるか。うん。

　ぶわっ、ぶわっ、と煙が大きく上がった。

「砲撃来るぞ！　退避！　退避ー!!」

　瓦が礫れきを駆け下りて叫んだ。走って城から離れると、胸くらいの高さがある建物の陰に隠れる。半地下室の地上部分だ。

　周りで着弾音がした。伏せて耳をふさいでるのでよく聞こえない。いやこれむしろ聞こえすぎて麻ま痺ひしてるのかもしれないけど。

　そして２発目。

「次弾装塡早すぎるだろ!!」

「まあな」

「「褒めてないっす!!」」

　兵士たちの悪態に反応したら怒られた。あれ改良したの僕なのに。

　ごごん。

　ひときわ重い地鳴りに思わず顔を上げると、城の残った壁に大穴が空いていた。降り注ぐ瓦が礫れきに当たって足を折った兵が見える。

　そして、城はついにまごうことなき全壊になった。

　敵の喝采がここまで届く。いや城なんて建物を低く作る稜りよう堡ほ式しき要塞じゃただの飾りですよ。取り壊すほうが金がかかるし、ウィスカー侯爵の残した城館をそのまま使ってただけで。まあたしかに、なんども高所射撃に使ったけど。

「ああ……ちくしょう……！」

　兵隊たちが歯は嚙がみする。

「大将閣下、どうしやすか……？」

「防衛ラインを下げる。あの城の瓦が礫れきを乗り越えてるところを撃てるくらいの距離で障害物を探して散開。それしかないだろ」

「…………ふっ、へへへへへ聞いたか野郎ども！　閣下はまだヤル気だぞちくしょう！」

「まじかよー！」「タフすぎだろ！」「ばかじゃないの!?」

「ひっどいな」

「「褒めてんすよ!!」」

　兵隊用語は難しいな。

　首をひねっていると、敵の喚声がまた聞こえた。吶とつ喊かんの雄お叫たけびだろう。

「はいはいみなさん射撃用意。敵が瓦が礫れきを渡ってるときだ。いいなー」

「了解！」

　返事だけはいい。

　ということで狙いをつける。瓦が礫れきの上。瓦が礫れきの上に来い。瓦が礫れきの上だ。瓦が礫れきの……

「？」

　隣の兵士と顔を見合わせる。来ない。

「……あ、あれ煙じゃないか？」

　目の良いい例の彼が顔を上げてそんなことを言った。

「そりゃ大砲撃ってるんだから、煙くらい」

「ちがいます、ほら、あれ！」

　指さされたほうをじっと注視する。そこには──

「──！　黒い煙だ！」

　黒色火薬が燃焼して吐き出す白い噴煙ではない。なにかが燃える、燃やされる煙。それも、空へと立ち上るほど大量の煙だ。

　思わず駆け出した。兵士たちが慌ててついてくる。瓦が礫れきを這はうようにして上る。そして、最後の石を乗り越えて体を持ち上げた瞬間──火が見えた。

「ふ、ハハハハハハ──！！！」

　思わず笑い声が上がった。兵士たちがぎょっとしながら僕と火を──火の手が上がる遠い町並みを見比べた。

「な、なんすかあれ!?」

「あれ、わかんないか？　敵陣の食糧庫を焼き討ちしたんだよ。ざまあみろ」

　困惑する兵士たちに、僕は説明する。

「あいつらニルスの私兵どもが食い物を調達するには、町から運んでくるのがいちばん効率良いだろ。修道院と村民共同体と参事会会長。あいつらを結んでたネットワークは、港町倉庫だ。そこをいま、僕たちの別働隊が焼き払った」

「へっ──？」

　呆あつ気けにとられる兵士たちを、僕は我ながら喜色満面ににやけてしまう顔のまま振り返った。

「それにたぶん──あ、やっぱり。あっちも見てみろ。北西方向」

「えっと、向こうにも煙が……」

「ニルスの買ってた隠し砦とりでな。おそらくあそこが兵士たちの隠れ家だったところだ。野営地代わりの町倉庫を焼いて、隠れ家も焼かれた。よし、ここから問題。あの侵略者どもはどうする？」

「……他を略奪する」

「それが手っ取り早いな。だけど、それは未来を考えたときの話だ」

「……混乱する？」

「ハイ正解だ。さて、きみたちの訓練模様はちゃんと先任から聞いてる。混乱した敵軍は、どうするべきだと教わった？」

　兵士が顔を見合わせた。訓練のことを思い出しているにちがいない。あの傭よう兵へい隊たい長ちようは、きちんと追撃のときのための段取りを教えておいてくれたのだ。

「……殺せ」

　誰かがそう言った。僕は答える。

「声が小さいよ」

「殺せ！」

　数人が叫んだ。しかし、もっとだ。

「まだまだ！　もっと気持ちこめて！」

「「「殺せ！　殺せ！」」」

　全員が武器を握る。叫ぶ。いい感じだ。

「もっともっと！　熱くなれよ!!」

「「「殺せ！　殺せ！　殺せ！」」」

　よしノってきた！

「みんな一緒にー？」

「「「　こ　ろ　せ　！　こ　ろ　せ　！　こ　ろ　せ　！　」」」

「よーし、じゃあ──中隊総員、突撃せよ！」

「「「ウォオオオオオオオオ────!!!!」」」




「……こわあ」

　煽あおっといてなんだけど、正直怖い。




　　　　◯




　攻囲軍を引きつけ、敵の本営を焼き討ちにする。それは古来行われてきた弱軍の戦略であり、とりたてて珍しいものではなかった。

　しかし、彼らは伝説とされた。なぜなら、５倍の敵に向けて突撃を行い完全勝利を手にしたからである。

　後背に火の手が上がった時点で混乱の極みにあった反逆軍は、防衛隊が突撃してくるという想定外の行動で完全に破綻し、瓦が解かいした。戦意のあるものは、ひとりもいなかったという。




　　　　◯




「はぁ……はぁ……はぁ……ぜひ……はぁ……」

「おおおおおまえは!!　〈魔術士〉！」

「ああ……どぉーもー！　水ください……！　いやーつかれた……」

　突撃したらだれひとり戦わないで逃げ出してやんの。そのおかげで立ち止まる暇もなく中距離走ですよ。めっちゃつらい。肺が痛い。テンション上げて走りすぎた。

　目の前にはなんかすごい立派な天幕の前でうろうろしてた首脳部３人組。彼らを軽く槍やりの柄で殴って座らせた分隊長が、にっこにっこで僕を呼んでくれた。

　椅子を持ってきて座り、兵士が持ってきてくれた水を飲む。本部天幕の中を漁あさるのはいいけど、高価な時計より火薬壺つぼを見つけて喜んでるのは戦場だなあって感じ。もう弾が無いもんね。

「っぁあー……生き返った……うん、まあ、ずいぶん追い詰めてくれたよね。３人共。いやあすごいわ。豪ごう運うん。誇っていい。内戦ごときでこんなにギリギリになるとは思わなかったもん」

　とりあえず褒ほめ称たたえておく。最近学んだ対人コミュニケーション術だから。

　だけど、３人には効果薄だった。

「なぜだ……なぜ、私は……なぜ……」

「命ばかりは……命ばかりはぁ……」

　村長と司教が僕以上にギリギリな精神なのはなぜ。

　しかたないので、ニルス氏に目を向ける。

「じゃあニルスさん。僕が勝ったんだけど……あれ、どうしよう。いつもとちがうな。……条件付き敗北とか、条件付き勝利じゃないな……」

「なんだ……なんだ……なんなんだ、キサマはぁ！　〈魔術士〉めぇっ!!」

「そうだね、ごめん。特に話すこと無かった。どうしようか」

「……運ではない」

「うん？」

「運などではないッ!!　お前らを追い詰めたのはっ！　私の実力だ!!」

　歯を食いしばったニルスが、血走った目で口角泡を飛ばす。

「運も実力のうちだし、いいと思うけど」

「ちがうちがうちがうッ！　お前らのッ！　お前らの弱点を的確に見抜いたのだ！　あの傭よう兵へい隊たい長ちようが貴様らの弱みだった！　それをッ、それを突いたことを──」

「大将ォーウ！」

　ドガドガドガガガ!!　みたいな派手なブレーキをかけて馬が突っ込んできた。

「話し中だったけど」

「スゲえな！　傷ひとつねえじゃねえか！　いや汚れて男らしくなったぜァハハハ！」

　うさんくさいいつもの調子でおっさんが現れた。だが、その鎧よろいはあちこち汚れて傷もある。なんだそんながんばっちゃったのかよ。

「そうだ！　そいつだ！　そいつがあの火薬庫を爆破したと知ったら、〈魔術士〉、キサマはどうする!?　あぁん!?」

　もはやなにか手当たり次第に呪じゆ詛そを吐かないと気が済まないらしく、ニルスが喚わめき散らす。

　周囲の兵隊が慌てて傭よう兵へい隊たい長ちように向けて銃を構えようとするが、僕は手を上げて制した。

「うーんなんていうか……僕はなるべく失敗はくり返さないようにしてるんだよ」

「なに？」

「たとえば夜襲なんかもさ、帝国で痛い目見たから非常線張ってたじゃん。夜襲対応マニュアル的な行動でみんな城館に引き上げるのは既定路線だったんだよ。まさかほんとに夜襲があるとは思ってなかったけど、システムって大事だね」

「だ、だからなんだ!?」

「スパイ活動と裏切りもだな、アルマ戦争でさんざんな目に遭ったから。裏切られると致命的すぎる人には、ちゃんと裏切り用マニュアルを用意してあるよ」

「う、裏切り用……？」

「いいか。たとえば女に弱いメンバーがいるだろ？　女に騙だまされてほんのちょっとした情報を与えてしまい、１度だけ情報漏えいしたというそれを弱みにズルズル……みたいなのが定番だ」

「俺ァ金だな。ありがたくちょうだいしたゼ」

「うん。だからたとえば『スパイ活動をするよう言われました』と告白したメンバーを処分すると、その組織は１度の裏切りで処分され慈悲が期待できないから、何度も裏切ったほうが得になる。だが逆に『スパイのための偽にせ秘密情報』を用意してあげて、かつ相手からのプレゼントは全部もらっていいというシステムならどうだろう？　こうすると、組織はダブルスパイを作れて嬉うれしい。メンバーはふたつの組織から報酬をもらえて収入２倍で美味おいしいという結果に」
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「馬鹿な……賄賂を公然と受け取るシステムだと!?　そ、そんなことをして恥ずかしくないのか！」

「スパイに賄賂送るほうが恥じろよ、それは」

　おっさんはぬけぬけとした顔で言う。

「火薬庫の事故は本当に偶然起きたというか、マーフィーの法則的なヒューマンエラーだった。スパイ活動の結果ってことにしたからおっさんはあんたたちに信用され、自由な用兵ができた。後ろの町を焼いたり、あなたの隠し砦とりでを灰にしたりね」

　懇切丁寧に説明したのだが、気づけばニルスさんは聞いてなかった。

「うるさあい!!　そんなことはありえん！　そんなことは認めん！　私は……私の実力はこんなものでは……もっとすごいことができるんだ私は！」

　やれやれ。

「どうしたものかな」

「そこは勝ち誇ってください、ナオキさん」

　かっぽかっぽと、ゆっくりとした馬ば蹄ていのリズムで近づいてきた人がいる。騎乗で現れたのは、三角巾に銀髪をしまって隠したメイド服の人物。そろそろ危ないので使用人の服で隠れているようにと僕が頼んだのだが、どうやら情勢を察知して隠れ場所から抜けてきたらしい。

　困ったもんだ。

「彼が首しゆ魁かいですか？　……こうして見てみても、信じられませんね」

　馬を寄せてニルスを見たソアラがそんな感想を漏らす。すると、反逆者はぎろりとにらみ返した。

「あああっ!?　私を侮辱したいかっ！　女中ごときが、なにを馬上から見下ろすか!!　女を戦場に連れ込んで好きにさせるなど、男の風上にも置けん！　このクソ〈魔術士〉がぁっ！」

「…………えー」

　お忍びでソアラが来てること、ほんとに知らなかったとは。ソアラと目を見合わせると、王女も驚いていた。

　ふと、思いつく。

『……あれやる？　ほら、髪をぶわーって』

　小声で伝えつつ、髪を手で広げるジェスチャーを伝える。ソアラは一瞬首をかしげたが、眉を跳ね上げて気づいた。

『やります』

　ということで、

「うるさいぞ反逆者め！　貴様こそ頭が高い！　控えーい！　この御方をどなたと心得る!!」

　ソアラの横に歩み出て声を張った。兵士たちがなんだなんだと集まってくる。

「使用人とは世を忍ぶ仮の姿。この御方こそ──光出ずるファヴェール王国が王家ロートリンデの第一継承者。エストラエンソを祖にダーラナの盟約に名を連ねし血脈。ソアラ・エステル・ロートリンデ王女殿下なるぞ！」

「なっ──なんだとぉ!?」

　ニルスが仰天して叫ぶと同時に、ソアラは三角巾を取り払って髪をぶわっと広げた。

　銀髪が光を孕はらんできらきらと輝き、王冠のように頭上で煌きらめく。
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「「「おおおぉっーっ!!」」」

　歓声を上げる中隊の皆さん。ノリが良いなきみたち。

「尊き御方の面頰を知らぬ不敬な反逆者どもめ、頭が高い！　控えおろう！」

「「ひぃぃいいいっ!!」」「く、ぬうううう……！」

　村長と司教は本当にひれ伏した。ニルスも渋々といった様子で顔を地面に向ける。

　まじか。悪ノリしただけだったのに本当に平ひれ伏ふしたぞ。どうしよう。あとは頼むソアラ。

　目配せすると、王女は威厳のある顔のまま僕にだけわかるように微かすかにうなずいた。

「ニルス・ニコラス・デフェリス。あなたはわたしの王国に多大な損失を与えました。その行いは万死に値します。これまであなたを咎とがめる者は、ことごとく悪辣な罠わなに斃たおれていたことでしょう。しかし、そのような悪魔の加護がごとき悪運も、ここに潰ついえたのです。ファヴェール王国の〈魔術士〉ナオキ宰相の正義の鉄てつ槌ついで！」

「「「イエエエエエエ──ッ!!」」」

　中隊の兵士がライブの観客並みに歓喜の声をぶち上げた。

「我々の──〈魔術士〉の勝利です!!」

「「「ォオオオオオオオ────!!」」」

　空に向けて槍やりが掲げられ、祝砲が轟とどろいて、兵士たちの腹の底から噴き上がる鬨ときの声こえが、遠く山々の間でこだました。

　そして、戦争の幕は閉じた。




　　　　◯




　リーラム地方を下り、イェーセンに至るセヴェル川流域には度重なる火災被害に襲われながらもよく栄えた町が湖尻にある。

　ちょうど戦争が終わったころ、重商主義政策を掲げた女王はこの流域に国際貿易港を新設することを宣言した。戦災によって傷ついたこの土地は、ナオキ・セリザワという新しい領主を迎え、復興の道を辿たどることになる。

　伝説の『竜の丘』防衛戦は、当時から広く巷こう間かんで口ずさまれたという。








◯終章　願いの価値は









「やあ！　ついに人気が出てきたねえ！　おにいさんは嬉うれしいよ！」

　ライアス公の爽やかすぎる笑顔が僕を突き刺してこんがり焼いた。

「俺は最初からきみがひとかどの男だと信じてたよ。まさか行政指導に行ってそのまま地方会議の嘆願書を集めて領主になるとは！　内戦ではばっちり勝利したし、もうだれも文句を言わない！　これで俺の面子めんつも立つってものだよありがとう！」

「なんで僕が死にそうになって銃を撃つと、ライアス公の株が上がるんでしょうね……」

　そもそも西方戦線で僕を陥おとしいれようとしてなかったっけこの人。

「おう、細かいことを気にしちゃダメだぜ宰相閣下よぉ！　めでてえからいいじゃねえか！」

　ケズテルド伯爵がすかさずフォローに入る。仲良いなこいつら。

「いやーまったくめでたいな！」

「ほんとにな！」

「「はっはっはっはっは!!」」

「とか言いつつふたりで協力して壁かべ際ぎわに追い詰めるのはなぜ？」

　僕が気になったことを口にすると、急にふたりは真顔になった。

「従妹殿の気性だと、防衛戦にひょっこり参加しててもおかしくないんだが、そういうことを一切聞かないんだ。帰りも馬でゆっくり歩いてたのは、負傷したからだと説明していたそうだが……。医者を呼ばなくていい、と断言された。負傷って──どこをだ？」

　ごまかせごまかせ頑張れ僕なにかひらめけ。

「えーっと……尻？」

「「ぶわはははははは──!!」」

「あはは……」

　イケメンとイケオジが笑うので僕も笑ってみた。

「で、なんで使用人の隠いん遁とん皇女まで負傷させてるんだきみ。刺すぞ」

「オレにはどうやったのか教えてくれ」

「まずあんたらふたりで殴り合ってから僕に来るのはどうですかねえ!?」










「やれやれ……」

「おゥ、大将」

　ふたりのあべこべな説教から逃れて王宮の廊下を進むと、傭よう兵へい隊たい長ちようがひょっこり現れた。

「おっさ──騎士サー・レオン。これから任地に出発か？」

　自分で爵位をあげておいていつまでも〝傭よう兵へい隊たい長ちよう〟とか〝おっさん〟じゃあるまい。

「〝サー〟なんていらねえよ。あんたが大将だろ。好きに呼べよ」

　国民連隊は郷土防衛部隊が大半だ。侵攻軍編成の野戦連隊を作るときの中核部隊を〝新生青色連隊〟として配備し、その教導部隊を育成する指揮官として傭よう兵へい隊たい長ちよう・レオンを採用した。

　生まれによらない。外国人ですら実力があれば貴族位と部下とそれを養う土地を与えるというアピールでもある。

「僕と同じで成り上がり貴族仲間増やしたいのに。宮廷で一緒に陰口言われようよ」

「そういう陰気な誘いはお断りだァな。戦場だとあんたは面白ぇコトも言うが、普段は……ブッ飛びすぎててついていけねえ」

「上司の悪口は査定に響くぞ」

「俺の故郷じゃ年下の上司を悪く言うのが流行はやりなんでナァ。この国もそうなるだろ。なにせアンタが上にいる」

「うるさいな。ほら、騎士の俸給の目録。失なくすなよ、２度も作らない」

「オウ、ありがたく、っと」

　渡した書類を丸めてケツのポケットに入れるおっさん。口でいったとおりありがたがれよ。

　そのまま別れようとして──ぽすっと、胸を叩たたかれる。

「ん？　なんだよ」

「大将は……俺を信用しすぎじゃねエのか？　あのとき、裏切ってたらどうしたヨ？　傭よう兵へいあがりにそこまで気を許す奴やつァ、初めて見るぜ」

　胡う乱ろんげな顔のままだが、声は珍しく控えめだ。

　なるほど、あのまま裏切られていたら、か。

　僕らは全滅。大金を手に入れたおっさんは、また傭よう兵へい稼か業ぎようなりべつの田舎暮らしでもするなりできる。

　だがそうはならなかった。

「秘策があったからな」

「へェ、どんな？　俺が裏切っても平気だったのか？」

　興味をひかれたように言うおっさんに、僕は笑って返す。

「そんなんじゃない。忘れたのか？　あんたは増援連れて僕ともう一回会わないと、もらえないものがあっただろ？」

「あン？　もらえねえもンってそりゃァ……あ、まさか？」

　不可解そうにしていたおっさんが、心当たりにたどり着いたらしい。

「……〝大将は運が悪いから、もっと兵隊が必要になる〟に」

「銀貨１枚」

　ポケットから取り出して指で弾はじく。澄んだ音を立てて空中を飛んだ銀貨は、おっさんの手の中に収まった。

「つまり──『僕を助けたほうがおっさんにとって得になる』って信じてたのさ」

「クッ──ククク！　ああ、そうだな。大将を助けたがるに決まってる。銀貨１枚おトクだからな！」

　おかしそうに笑って、おっさんは手の中の銀貨を指で弾いた。落ちてきた銀貨を握って、また笑い出す。

　僕も釣られて笑った。

「選抜王、血船王、他にもいろいろいたけど、賭けで僕魔術士に勝てたのは、あんただけだよ」

「へっ……そいつァどうも」

　納得したのかしなかったのか。ニヤリとしたいつもの笑いを浮かべたおっさんは、銀貨を懐ふところにしまいこんで、立ち去っていった。










「かっかー！」

「ツナガールゥウウ！」

　屋や敷しきの前庭で僕に向かって走ってきたトゥーナを抱っこして振り回し、着地させる。

「トゥーナだよ!?」

「わかってるわかってる。冗談だって。トゥーナこそ予定わかってるか？　大学の試験は来週なんだけど、庭で遊んでていいのか？」

「ヨユーだよ。たぶん。わかんないけど」

「天才児特有の自信」

　まあ落ちるも受かるも本人次第か。

　奨学金特別枠で年齢制限無しにしたのは怒られるかと思ったけど、逆に61歳とかから喜びの声が届いたのでもうちょっと枠を拡張するべきか検討中だ。

「かっかはさー」

「なに？」

「あたしをお嫁さんにしないの？　大学とかのお礼とかで。そういうやつしよ？」

「しないけど」

　13歳差ですし。

「そっかー……」

　あれ、なんか残念そう。

「ツナちゃんこそ、僕はきみのお父さんを失脚させたんだから復ふく讐しゆうとかしないの？」

「えー、見たことない人とかっかなら、だんぜんかっかだよー」

「そりゃ嬉うれしい」

「じゃ、あたしあっちでハチの巣見てくるねー」

「あんま近づくなよそれ!?」

「アハハハハー」

　子どもは自由すぎる。










「お帰りなさいませ、御主人様。メイドにします？　淑女にします？　それとも、お・う・じょ？」

「その心臓に悪いネタやめない？」

　だれかに聞かれたらと思うとひやひやする。

「そうですねぇ、私、少し向上心を忘れておりましたでしょうか。ここはもう少し、ピリッとしたものをお考えいたしますわ」

「しなくていいしなくていい」

　テレンティアのこのバイタリティはどこから来るんだろう。

「ところでさ」

「はい。なんでございましょう？」

「テレンティアはよく弟のことを言うけど──死んだ人への愛って、生物的には無駄だよね」

「そうですねぇ」

「なんでそんな機能がついてるんだと思う？」

「それは……冗長性、でしょうか」

「おお？」

　なんか意外な発言が来た。

「例えば、〝紙〟という単語ひとつでは正確に私の中の〝紙〟を伝えられません。黄色の？　赤の？　緑の？　大きい？　小さい？　厚い？　薄い？　──ところで、御主人様の中の〝紙〟は、最初とずいぶん変わっておりませんか？」

「……ほんとだ」

「そうでしょう。御主人様、〝死者への愛〟もまたイコールで〝生物的には無駄〟などと結びつけられません。死者へのどんな愛情で、生物の無駄とはどんなものでしょう？」

「それは……なるほど」

「ですから、たくさんの愛を抱え込むことは、他のすべてを別の愛で浮き上がらせることです。死者への愛は生者への愛の証あかしであり、自己愛は他者を愛するための光です。愛せるものを見つけたときは、全部抱えてしまう。それが、ひとつのものを愛するための秘ひ訣けつですわ」

「……テレンティアと話してると禅の境地に至りそうだから、このへんで勘弁してくれ」

「では、禅の逆で……淫いたします？」

「まだ昼だからな!?　めくるな！」










「ここが始まりだったな……」

　王都から少し外れた森の中。

　獣もあまり寄り付かない廃れた場があって、そこに不思議な遺跡がある。

　調査のために王家が土地を買い上げ、小さな家屋まで建築したが──やがて〝価値無し〟と判断されて放置された。

「……手間かかってるよなあ」

　17歳の女の子が〝プライバシー〟のひとことを求めてそんなことをしたとは、だれも思うまい。この世界では、理解されない。

「……」

　扉を押し開ける。殺風景な小屋の中には、腰掛けられる程度の大きさの箱と、椅子と、そして壁に世界地図がある。いや、あった、だ。地図は僕の家に移転して、破られた。

　僕には、ここがただの〝始まり〟だった。

　だけど、ここが〝限界〟であったらどう思っただろう。この小さな小屋の壁までしか、たどり着けない世界であったら。

　その世界を信じ続けられるのか？

「……ソアラはすごいな」

「動かないでください！」

　背中に硬いものが押しつけられる。僕は手を上げて言った。

「あのときは姫の太ももを触らせてくれたと思うんだけど」

「どうしてそんなことだけ覚えてるんですかっ、もうっ」

　ぷくっと頰を膨らませたソアラが前にやってきた。

「それに、もっと勇ましい格好もしてた」

「まだありますよ。着ましょうか？」

「それは今度でいいよ」

　苦笑する。ドレスでも堂々と森に分け入るようになったのは、進歩なのか度胸なのか。

「今日はどうしてここへ？」

「あーうん、僕がこの前ソアラと同じものを作ってただろ。あれを思い出してた」

「ええ、ありましたね。あれが、どうかしましたか？　あ、もう１度作りますか？　今度はふたりで」

　にっこり笑うソアラだが、僕は手を握って首を横に振る。

「あれは実は、遺書のつもりだった」

「えっ」

「……あそこから、２日も生き延びないとならなかった。ソアラに指揮を任せたりする気は一切無かったよ。王女がいることは隠し通せば全滅しても逃げることができるかもしれない。なら、僕はひとりで兵隊たちを指揮しないとならない。それに、後方を焼き討ちしたことも」

「あれが、どうしたのですか？」

「町に火をつけるんだ。妨害されるかもしれない。補塡はすると約束したし、町の人や周辺の村人を兵隊として雇用しないとできない作戦だった。それはつまり──どっちも、僕自身の人望が必要な作戦だったってことだよ」

「……ナオキさん」

「僕は、僕自身を信用することができなかった。自分自身への評価に命を預けたくなかった。……言ったことあるかな。『ゲーデルの不完全性定理』だ。〝数学は数学自身の正しさを証明することはできない〟。人間も同じだ。自分自身の正しさは自分で証明できない」

「はい」

「……僕は、ずっと怖かった。この世界を──ソアラの世界を、僕がダメにしてしまうんじゃないかって思ってた。ソアラの愛した美しさを。ソアラが慈いつくしむ王国を。ソアラの笑顔を。全部僕がダメにしてしまうのが怖かった。……だから、婚約や恋人の行為を避け続けてた」

「ナオキさんが、この世界の人じゃないから？」

「僕が、この世界の人じゃないから」

　うなずいて、そして、息を吸って顔を上げる。

「だけど、僕たちはここから〝始める〟ことができた」

　広げられたと思う。小さな小屋から、大きな世界へ。

　ソアラの声を、ソアラの希望を、外へと広げられた。そのつもりだ。だったら、

「いままで一緒に、いろんな困難を乗り越えてきた。それは自分だけの力じゃ無理なことばっかりだった。だけど……自分の力だって、あったはずだから。だから、これから困難に当たっても、きみと──僕の力なら、なんとかできると思う。なんとかしてみせる。だから……」

　ソアラの小さな手を握って、言い切る。




「──だから、僕と結婚してくれ。ソアラ・エステル・ロートリンデ。きみを幸せにしたい」

　ありったけの勇気をかき集めた僕の言葉に、ソアラは目を見開いて、そして細めて、ぎゅっと、手を握り返してくれて。




「──はいっ。これから、わたしと、ずっと一緒にいてください！」




　ぼろぼろと涙を溢あふれさせながら、ソアラは輝くような笑顔を満たした。










　　　　◯




　女王の治めるファヴェール王国は、軍事と政治を調和させ発展していく強国への道を歩み始めることになる。

　その道のりは険しく、国家としての困難にいくつも直面した。

　しかしその治世において、ソアラ・エステル・ロートリンデ女王は抜きん出た才覚によって常に王室の先頭に立ち困難へ立ち向かったという。

　女王を支える王室もまた、賢人たる風格の女王にふさわしい働きぶりを見せる行政能力を有していたとされている。

　そんな女王を政務と心の両方から支え続け、国務の柱として活躍した人物があった。〈女王の魔術士〉の異名を持つナオキ・ロートリンデ公である。

　この時代のファヴェール王国の大躍進は、強い意志を持った女王と謎めいた王婿によって行われた。

　数々の大胆な改革策は国内・国外ともに混乱を起こしたが、同時に成長も促したとして評価は高い。

　だが、そんな力ある王室にもひとつだけ弱点があると、宮廷社会では囁ささやかれる。

　それはあるとき、会議場に現れたナオキ公の後ろについてきていた、男の子のような格好をした幼い女の子である。

　会議場で義従兄に指摘されて大慌てになった宰相の姿は、しばらく貴族と庶民の間では良いい笑い話のタネとなって巷こう間かんを巡った。

　果断な女王にも、策謀に長たけた宰相にも、ひとつだけ弱いものがあったのだ。

　それは男の子の変装をしてまで父のあとをついてきてしまっていた彼女。ふたりの間に生まれた、娘である。

　そんなやんちゃな姫もまた戦乱の時代で成長期を過ごし、偉大な行いをして歴史に名を刻む王女へと育っていくことになる。しかし……それはまた、別の物語である。








あとがき






　お買い上げいただきありがとうございます。長なが田た信のぶ織おりです。

　３巻です。アニメでは３話、ラノベでは３巻が節目と言われています。内容もそういう感じになりました。

　実は、自然とそうなっただけでいままで３巻のことは考えたこともありませんでした。

　続きを書くことより、いま手の中にある面白さを全部……はストーリーの中に入れすぎると溢あふれちゃうので無理ですけど。とにかく、全部出し切ることに全力でした。

　おかげで、２巻の刊行が遅れたり３巻のスケジュールが過酷だったわけです。続きをぽむぽむ出せる先生たちは、続きのことまで考えて作っていらっしゃるのでしょうな……すごい。

　ともあれ、３巻まで出せるとなったとき、わたしはフォーカスを１点に絞りました。

　ナオキです。

　１巻や２巻では、ソアラやファヴェールと周辺諸国の事情が複雑に絡からみ合あい、それへの対応が主軸となって物語を推進していました。

　しかし、それらがひと段落を見せたとき、物語を進めるものは自然と主人公へその力を譲ることになります。当然でしょう。彼こそが、この物語の主人公ですから。

　そして彼の原点。彼の本質を問いかけることになります。

　つまり……数学を愛する者は、少ない。そのスタートラインに再び立たねばなりませんでした。

　この３巻で彼がどう答えを出したのか。そしてこれからどうするのか。それは読み終えたあなたには自明のことと思います。ですが、ひとつだけ補足させてください。

　マルサスの人口論というモデルがありましたね。

　数学を愛する者が、自分の熱意をもって数学を愛する者を増やす。その連なりもまた、等比数級の増殖モデルとなりうるはずです。

　多くの人に訴えようとする必要はないのです。ただ目の前の人に、自分の全力を捧ささげる。それだけで、やがては多くの愛が育まれることになる……とも、言えたらいいなと思います。

　なぜナオキが主人公だったのか、３巻を書いてようやく作者にも明確にわかったような気がします。

　貧弱だし、性格悪いし、変態チックなところもあるし、およそ主人公にふさわしい清廉な人間じゃなかったと思います。

　ですが、彼は何度も挫折して辛酸をなめても、絶望的な状況にたたき落としても、諦めて手放すことだけはしない人間でした。

　きっとその一点だけは、彼が主人公として持っていた資質だったのでしょう。

　書き上げてみるとそんな感想でした。というところで、余計な補足は終わりです。




　ここからいろいろ謝辞など述べていきます。

　イラストレーターの紅べに緒おさん。いつも可愛かわいらしいイラストをいただいてありがとうございます。今回はメイドということで、可愛かわいらしさ割り増しって感じですね！　あのメイド服というやつはなぜあんなに魅力的なのでしょうか……。

　実のところ紅べに緒おさんにメイド服のふたりを書いてほしかっただけで時代的に存在しないメイド服を作中に作ってしまったまである。職権濫用しました。眼福です！

　担当編集の平ひら井いさん、土つち屋やさん。今回も締め切りとかでああしてこうしてスケジュールやばいですよね。すみませんでした。いつも反省はしているのです。本当に。

　校正さん。既刊との整合性も考えてくださって感謝です。デザイナーさん。数式などの図解はデザイナーさんが綺き麗れいにわかりやすくしてくださっていますね。３巻は特に多くてすみません。ありがとうございます。

　新刊を出すたびにいろいろと声をかけてくれる書店員の先輩。サビ残になるのにありがとう。

　そして、わたしとご同業の店頭で働く書店員さん。貴重な棚や平台のスペースを割いてくれるのを見ると本当に嬉うれしくなります。

　そのほか、この作品に携わっていただいたすべての方へ、感謝の念を。

　そして読者の皆さま。本当にありがとうございます。




　さて、これからのことを書いておきます。

　映画で言うと３部作の３部が終わった感じです。ということは当然、人気が出ればその続編とかが作れるわけです。

『すうすく』は続編を作れそうな雰囲気なので、ぜひともまだまだ語られていない物語を語りたいです。

『数字で救う！弱小国家』をよろしくお願いします！





２０１８年　夏の終わりごろ




長田信織









本書に対するご意見、ご感想をお寄せください。
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〒102-8177　東京都千代田区富士見2-13-3

電撃文庫編集部

「長田信織先生」係

「紅緒先生」係
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